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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　穢けがれ果はてた地面は剥むき出だしの土と腐くさった臓ぞう物もつの臭においがする。

　鬱うつ蒼そうとした街は止めどなく蕭しよう々しようと、それでも混乱を纏まとって、じっとりと空気までもを湿しめらせている。

　少年は地面に座り込んだままぼんやりと周まわりを見み渡わたした。

　廃はい屋おくとも呼べないようなあばら屋が林りん立りつするその街は、果てしなく荒すさんでいた。

　憂ゆう鬱うつそうな、或あるいは澱よどみきった眼めをした生き物たちが、そこには生きている。

　花も、草さえも殆ほとんど生えないその街には太陽の光も満まん足ぞくに届とどかない。

　微かすかに射さし込こんだ人工的な明かりだけが、そこに存そん在ざいする光だった。




　不ふ意いに、ひとりの男が少年の前に立つ。

　その男の右肩からは、腕の代わりに、両生類か何かの尻尾しつぽにも似た長いものが、伸びていた。──まるで触しよく手しゆのように。

「何してる」下げ卑びた瞳ひとみをしたそいつは、少年に向かって無感情にそう言い放った。

「こんな、狭せまい路ろ地じ裏うらで」

「別に、何も」

　少年は返事をした。さも、鬱うつ陶とうしそうに。視し線せんさえも男に合わせようとはせずに。

「そうか」男は少年を舐なめ回まわすようにじろじろと見つめる。

　直後、その触手が鞭むちのようにしなり、少年の横よこ面つらを激しく打ちつけた。抗あらがえず、少年は不ぶ様ざまに吹き飛ばされる。

「だったら、失うせろ。そこは今から俺が使うんだ」

　見ると、男の陰かげには少女がぼんやりと立っていた。年は十四、五歳ほどだろうか。虚うつろな眼をしたその少女は、吹っ飛ばされた少年に何の関心も向けようとはしない。

　少年は切れた唇くちびるを拭ぬぐいながらよろめいて立ち上がる。男は本来何色なのかもうわからなくなったほど汚よごれた筵むしろを、先さき程ほどまで少年が座り込んでいたその場所に無む造ぞう作さに広げた。

「来い」

　男は少女の手を強ごう引いんに引いて、鬱蒼としたその街の中でも更さらに薄うす暗ぐらいそこに連れ込む。

　剥き出しの少女の右足は、赤黒い蛇へびの鱗うろこに覆おおわれていた。
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　何百年か昔、世界を『混乱』が包んだ。

　それが──『混乱』が──具ぐ体たい的てきにはどんなことだったのかは誰だれも知らない。

　しかし、その『混乱』から始まった世界が、今のすべてだ。
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　間もなく、路ろ地じの奥から男の下品な嬌きよう声せいと少女の演技的な甘い声が聞こえてきた。

　少年はその声を横目に、血の味がする口の中で舌を動かし、僅わずかに上を見上げる。

　スラムの廃はい屋おくに囲まれた路地の頭ず上じようには、ただ昏くらい金きん属ぞくの天てん井じようと巨大な柱。柱の隙すき間まからは索さく敵てき灯とうの青白い光が微かすかに覗のぞく。──そこに在あるのは、金属でできた機械都市。それはこのスラム街に棲すむすべての者たちの頭上を、平等に威い圧あつしながら輝かがやいていた。

　都市の土台は、柱は、スラム街を覆おおい尽つくしている。

　まるで巨大な蜘く蛛もがその足で獲え物ものを包み込んでいるかのように。

　地面に突つき刺ささった二十八本の金属の柱に支ささえられた塔とう。その下に、彼らの棲む街はあった。




　耳みみ障ざわりな喘あえぎ声ごえが脳に不快な引ひっ掻かき傷きずを残す。少年は着ていた襤ぼ褸ろの懐ふところから、細長い、先の尖とがった金属の刃やいばを取り出した。

　──短刀。

　それは、この街の人々にとっては馴な染じみの薄うすいものだった。金属製の武器──金属そのものは、ここでは貴き重ちよう品ひんだった。『金属』は、金銭と同どう価かであり、同どう義ぎであったから。

　けれど少年は、その刃を握にぎり締しめ、そして。

　徐じよ々じよに大きくなる喘ぎ声に向かって、歩き出した。

　切れていたはずの唇くちびるは、もう、治っていた。




　少女に覆おおい被かぶさっていたその男の脊せき髄ずいに、少年は躊躇ためらうことなくその尖った先せん端たんを振ふり降おろした。ぐゃ、と短い悲ひ鳴めいをあげ、男は細かに痙けい攣れんする。少女に絡からまっていたその触しよく手しゆが、合わせて一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくしたように見えた。男の身体の下にいた少女は、それでも無感動に、少年ともう動かなくなった男とを交こう互ごに見み遣やる。

　そこでは、それは、とてもありふれた風景だった。

　少年は動かなくなった男から短刀を引き抜くと、半はん裸らの少女から引ひき剥はがし、その死体を調べ始めた。

「ねえ」少女は落ち着いた声で、襤褸布を纏まといながら少年に語りかける。

「こいつが私を買っただけの分は残しておいてね」

　少年は答えない。

「……あんた、綺き麗れいな身体してるわね」

　鱗うろこで覆おおわれた右足を艶なまめかしく動かしながら、少女はゆっくりと立ち上がった。

「純血なの？」

「いいや」少年はぶっきらぼうに、初めて声をあげた。それは酷ひどく澄すんだ、澱よどみのない声。

「そうよね。この街に、純血なんていないわよね。『変へん異い』は……どこにあるの？」

　少女は少年の細い手足を、じっくりと見つめる。

「どこも」少年は呟つぶやいた。「どこにもない」

「え？」

　少年は男の死体を探さぐり、見つけた小さな金きん属ぞく片へんのいくつかを懐ふところに入れる。そしてその中から二片、少女に向かって放り投げた。

　くすんだ鈍にぶい音をたてて、それは少女の足あし許もとに転ころがる。

「お前の分だ」

「……これ、放ほう熱ねつ金属じゃない。いいの？」

　それはこのスラムに出回っているものの中でも比ひ較かく的てき高価なものだった。意外そうな少女の顔を、少年はじろりと一いち瞥べつする。

「ありがとう、とは言わないけど」

　少女は視し線せんを逸そらす。優やさしさや同情など、その類の概がい念ねんはここでは邪じや魔まなだけだ。

「……あんた、名前は？」

　その代わりとでも言うように、少女が立ち去る少年の背中に問う。

「……イル」

　少年は少し立ち止まると、振り返らずに自分の名を短く告つげる。

「そう。私はキキト。いつもは南区で商売してるの。……あんたなら半額でいいわ。いつでも来て」顔、結けつ構こう好みだしね、と少女は言いかけてやめた。

　少年は振り返りもせずに、行ってしまっていたから。
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　それは、大たい樹じゆに似ていた。

　高く天に伸びた太い金属の幹みきと、それを支ささえる、深く地面に刺ささった根。幹から四方に伸び広がる光の枝。俯ふ瞰かんするならばそれは巨大な、酷く巨大な大樹に見える。

　それは、塔とうだった。

　鈍にび色いろに光る金属で構こう成せいされた幹は百七の階かい層そうに分かれ、中に住む人々の生活を支えるすべてのものがそこに詰つめ込こまれている。乱雑に開いた丸い窓から枝のように細く長く伸びた数多あまたの索さく敵てき灯とうは空を照らし、外部の様よう子すを眈たん々たんと伺うかがっている。塔そのものを支えるのは歪いびつに広がり大地に根を降おろした二十八本の柱。

　大たい樹じゆを模もしたような形の、金きん属ぞくの塔とうがそこにある。




　そして真下に、街があった。

　塔の第一階かい層そうは地面から数十メートルほども離はなれた空中にあり、歪ゆがみ伸び広がった金属の柱によって支ささえられている。その下──塔の土台と地面との間の、ぽっかりと開いた空間に、街があった。

　それは塔に入ることを許ゆるされない者たちの集う貧ひん民みん窟くつ。大樹の根元に開いたうろの中に逃げ込む哀あわれで卑ひ怯きような小動物たちの街。だからその頭ず上じようには、豪ごう奢しやな光を放つ機械仕掛けの建けん造ぞう物ぶつが、人工的な光を放ちながら燦さん然ぜんと屹きつ立りつしている。

　そこは、スラム街だった。




　スラムには名前などなく、そこに棲すむ人々は『変へん異い種しゆ』と呼ばれている。

『変異種』。『混じりもの』。

　頭上にそびえるのは、純血の『人間』たちの棲む塔。

　都市であり、要よう塞さいであり、同時に城でもある。

　──旧ふるい神話にある名を取って、バベル、という。
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　少年は湿しめった土を踏ふみしめながら、俯うつむき加か減げんにゆっくりと通りを歩く。時とき折おり、バベルの放つ索さく敵てき灯とうの光が街の地面に薄うすい光と影かげを奏かなで、頽たい廃はいと畸き形けいに彩いろどられた街の空気を一いつ層そう惨みじめに際きわ立だたせている。

　或あるいは、惨めなのは住人の心なのか。

　狭せまい裏うら路ろ地じから大通りに出ると、他人の視し線せんが少年を刺さす。人の数はまばらではあるけれど、それでも。

　いつものことだった。その視線は叱しつ責せき。そして畏おそれ。或いは嫌けん悪お。更さらには排はい他た。

　囁ささやく声が、イルの耳を微かすかに引ひっ掻かいた。

「……どうして純血が……所に？」

「……お前、知ら……か？」

「あいつ……トマージの……」

「……じゃあ、西区の……？」

「……『なりそこない』……」

　聴きこえる言葉は断だん片ぺんだったが、会話の内容はわかりきっていた。

　それは確実に、イルの暮らしている区域から少しでも離はなれた所に来るといつも聴こえるうわさ話だった。

　なんで純血の人間様が、こんな所にいる？

　違ちがう、あいつは純血じゃないよ、

　なりそこないだ、

　混じってる癖くせに変へん異いが出なかった、

　なりそこないだ、

　純血とも俺たちとも違う……、

　イルの耳の奥にうんざりするほど聞きき慣なれた言葉が繰くり返かえされる。

　いつものことだった。生まれてから十四年間、何度も聴いてきた言葉だった。耳に痛いたいが、かと言っていちいち反はん応のうしてはいられない。

　反応するのは──しなければならないのはそんな感情ではなく──。

　ふと見ると、何人かが物もの陰かげから敵てき意いを投げ掛けている。

　敵意。殺意。自分に向けられた、殺そうとする意い志し。

　──さっきの奴やつの仲間、だろうか。

　イルはゆっくりと懐ふところから短刀を抜き、その視線に向かって薄うすい笑えみを投げつけた。
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　胸に刺ささるような金きん属ぞく臭しゆうのする廊ろう下かだった。

　壁かべ、天てん井じよう、床、全てが鈍にび色いろに包まれている。広く、固い、廊下。

　そこにはただ、廊下があった。片かた側がわの壁には林りん立りつして閉ざされた扉とびらが貼はり付ついている。

　細く、高い、きぃん、という音をたてて、その内のひとつが開いた。

　天井に取り付けられた発光金属は大きな明かりで廊下全体を照らしている。

　少女がひとり、ゆっくりと部へ屋やから出て、廊下に歩ほを進めた。扉の横に取り付けられた小さな丸い突とつ起きに手を触ふれると、部屋の扉はまた、同じ音をたてて静かに閉まる。

『バベル』第十三階かい層そう、奇き性せい生物殲せん滅めつのための私し設せつ団体──『エデン』本部。

　第四区画『ウェポン』居きよ住じゆう区く。

　その廊下を、少女は歩いていた。

　窓のない廊下の壁が光を反はん射しやして鈍にぶく光っている。少女は無言で静かに廊下を進む。瑕きずひとつ付いていない廊下は滑なめらかに、緩ゆるやかに曲線を描えがきながら続いていた。
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　ふとその先、前方に人ひと影かげが見えた。少女は立ち止まり、その女性を見み遣やる。

「……シオン？」

　長い髪の女性は透すき通とおった声で、少女の名を呼んだ。

「レインさん」少女は答える。涼すずやかな、しかしほんの少し曇くもった声で。肩の少し上で短く切きり揃そろえた灰色の髪は、光に透すけて薄うすい翳かげりを宿す。

「どこへ？」透き通った声は少女に近付きながら尋たずねる。

「食事です」

「そう」

　短い会話が廊ろう下かの静せい寂じやくに密ひそかに響ひびく。

「連絡は聴きいたわね？　三十分後には出動よ。今回の部隊総そう轄かつは『天使』、あなたは副総轄」

「はい。了りよう解かいしています」

　女は少女の目の前に立った。濃こい茶色の凜りんとした瞳ひとみが少女を見つめる。

「気をつけて、いってらっしゃい。シオン」

「はい」

　頷うなずきに合わせ、シオンと呼ばれた少女の、希き薄はくなモノクロームの瞳と髪が微かすかに揺ゆれた。
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　少年は日の暮れる少し前に帰った。

　スラムでは、昼と夜の区別が曖あい昧まいだった。塔とう──バベルそのものが山さん脈みやくに囲まれた、標ひよう高こうの低い盆ぼん地ちに位置していることに加え、スラムは更さらにそのバベルの下、天てん井じようと柱で覆おおわれた閉へい塞そくの中にある。太陽の光は殆ほとんど遮しや断だんされ、場所によっては索さく敵てき灯とうが点てん灯とうする夜の方が明るい。ただイルの棲すむスラム西区では、昼過ぎになると太陽の光が僅わずかながら街を照らす。だから朝も昼も薄うす暗ぐらいその場所はこの時間、微かな光をそこに映し出していた。

　返り血の散った頬ほおがほのかに赤く染そまったまま、イルは見み慣なれた頽たい廃はいの中をひとり歩く。

「よう、名無し」

　軽かろやかな口く調ちようで言葉を投げ掛けながら、誰だれかが血ち塗まみれで歩くイルの肩をぽん、と叩たたいた。振り返ったイルの瞳に映ったのは長身の痩やせた男だった。その両肩からは曲がった突とつ起きが数本、犀さいの角つののように生えている。

「トツメ」イルは男の名を呼び、威い嚇かくするように睨にらみ付つけた。

　その瞳には微かに怒いかりの色が宿っている。しかし男は視し線せんに応こたえようともせずに、血に染まったイルの顔を見て、ひゅうと奇妙な音で息を吐はいた。

「なんだ名無し、またか……。どこでやらかした？」

　イルは質問には答えない。

「名無しと呼ぶな」短く返す。

　しかし相手もその声には答えない。

「中央区か？　あそこは最近ボスが代わったらしいからあまりやり過ぎると危き険けんだぜ？

　それともアレか？　またいつものように東区に行ってぼけぇっと『上』でも眺ながめてたのか？」

「どこでもいいだろ」

　噛かみ合あわない会話。

「それにしてもお前、丸一日も帰って来ないでさ。一晩中殺し合いか？　剣けん呑のんなこって」

「関係ない。僕がいなくても別に誰だれも困らないだろう」

「そうでもないさ」トツメは眉まゆ根ねに微び妙みような皺しわを寄せ、続けた。

「明け方からボスはピリピリしてやがる」

「父さんが……？」

「『あいつはどこだ！』ってな。いつものことながら随ずい分ぶんと御ご執しゆう心しんなことで。お前がいないお陰かげでルルがボスの癇かん癪しやくの餌え食じきにされた」

「……本当か？」イルは表情を変える。

「ああ、『いつ戻って来るのか誰も聴きいてなかったのか！』って、そりゃもう酷ひどい剣けん幕まくだった。塒ねぐらはもう、すげえ嫌いやな空気と沈ちん黙もくだぜ」

「──そうじゃない。姉さんだ」

「ああ」トツメがそうか、とにやりと笑う。

「ルルは大だい丈じよう夫ぶだ。ただ頬ほおをぶっ叩たたかれただけだよ。──左腕で、な」

　その言葉を聴くとイルは少し安心したように息を吐はき、それから怒おこったように不快感を露あらわに眉をひそめた。

「塒に行く」

　そして、トツメに背を向ける。

「おい！　名無し！」

　しかし歩き出したイルを、トツメはまたも呼び止めた。

「感かん謝しやしろ。ルルを介かい抱ほうしたのは俺だ」得とく意いげに、告つげる。

　イルはその声を聴くと、不ふ意いに振り返り、短刀を取り出してその切っ先をトツメの喉のど元もとに突き付けた。その動どう作さは刹せつ那な。トツメは何も反はん応のうできずにただ呆あつ気けに取られたまま刃やいばの切っ先とイルの視し線せんを交こう互ごに見み遣やる。

「トツメ」

　イルの顔に表情は薄うすい。

「ひとつ。殴なぐられた姉さんを介抱するのは当然だ。

　ふたつ。何な故ぜなら姉さんが殴られる前にあいつを止めるのがお前の義ぎ務むだからだ。

　それからみっつ。

　……僕のことを『名無し』と呼ぶな。次はないぞ。──了りよう解かい？」

　トツメは唇くちびるの端はしを引ひき攣つらせて答える。

「──了りよう解かい」

　その言葉と共に短刀は引っ込む。イルもまた背中を向け、何事もなかったかのように歩き出す。

　トツメはやれやれといったふうに、刃やいばがあてがわれていた首くび筋すじをさすり、イルには聴きこえないようにそっと呟つぶやいた。

「──じゃあなんて呼べばいいんだよ」




　　　　４




　バベル第十三階かい層そう、奇き性せい生物殲せん滅めつのための私し設せつ団体──エデン本部。

　第四区画、ウェポン居きよ住じゆう区く、食堂。

　少女はカウンターに積まれたトレイを取ると、無む造ぞう作さにいくつかの食器をそこに載のせていく。

　パン、サラダ、スープ。味気なさそうな食物ばかりだったが、それでも栄えい養ようが摂せつ取しゆできるという環かん境きようは──一般的に──恵まれていると言えた。

　カウンターを抜けて食堂の座ざ席せきに座る。

　ほんの少しざわついている食堂では、十人程度のウェポンたちがまばらに食事を摂とっていた。或あるいは数人で談だん笑しようしながら。或いはひとりでぼんやりしながら。

　その片かた隅すみに座った少女に、幾いく人にんかが奇き妙みような視し線せんを注そそぐ。埃ほこりを蒔まいたような薄うすいグレーの髪は酷ひどく目立つ。

　誰だれかの話し声が少女の耳に入る。

「今日の出動は？」

「俺は休み。昨日出たばっかりだ」

「私はもうすぐ出動よ。二日連続。もう厭いやになっちゃう」

「……諦あきらめなよ。報ほう酬しゆうが増ふえるって喜んどいた方がいい」

「出動、どこに？」

「すぐ近く。バベル北十五キロ地点」

「どっち？」

「今回は『聖せい域いき』。……あぁ！　気が重いわ。もうやめたいくらい」

「やめたって……ここをやめたって、しょうがないだろう」

「まぁ、俺はケモノが雑ざ魚こばっかだったら、聖域でもいいけどな」

　ある者は深しん刻こくに、ある者は呑のん気きに。少女はそれを聴きくともなしに聞いていた。

　──くだらない。そう微かすかに思いながら。

「私はイヤよ。あの冷たい視線は夢に出るわ」

「でも部隊構成も第四種なんだろ？　じゃあ、たいしたケモノは出ないんじゃないか？」

「そうかもね……。あ、そう言えば、いいことがひとつだけあるわよ」

「何？」

「今回の部隊総そう轄かつ、『天使』様」

「本当か？　お前運いいよなぁ」

「どうだかね。出動回数が増ふえてれば出会う確かく率りつは上がるわ……死ぬ確率もだけど、ね」

「身の安全は保ほ証しようされたに等しいだろ、今回は」

「それに、なんてったってとびきりの美人だ」

　高らかな笑い声が食堂に響ひびく。会話の雰ふん囲い気きが俄にわかに明るくなる。

「あんたはそれだけが目当てでしょ？」

「そういう訳わけじゃないって」

「みんな命は惜おしいさ」

「確かに……あの人は『特別』、だしね」

「そうそう」

「ま、ちょっとのんびりし過ぎのきらいはあるが、あの人」

「落ち着いてるって言った方がいいんじゃないの？　色々と」

「どっちでもいいじゃねえか、美人なら」

「そればっかりだなお前」

　藹もや々もやとした、明るい会話。しかし。

「……でもまぁ、死ぬ心配だけで言えば、今回更さらに確率は低いわね」

「なんで？」

「だって、副総轄って──」

　その先は、少女の耳には届とどかなかった。少女が意い識しき的てきに聞くのをやめたのか、それとも彼らが声を潜ひそめたのか、それはわからない。

　その代わりに発せられ始めた、訝いぶかるような恐おそれるような視し線せんを背中に受けながら、少女は黙もく々もくと食事を摂とり続つづける。




「──『灰はい被かぶり魔ま女じよ』がいるなら──」

「何もしなくても──」

　それでもまだ言葉の断だん片ぺんは、微かすかに鼓こ膜まくに吹き付ける。

　少女はしかし、尚なおも無む言ごんで、ひとり静かに座っていた。
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「どこに行っていたんだ？」

　塒ねぐらに入った瞬しゆん間かん、イルを出迎えたのは低い男の声だった。

　怒おこっているのか、心配しているのか、込められた感情の不明な抑よく揚ようのない声が、壁かべに曇くもる。

　他のあばら屋に比べると幾いく分ぶん立りつ派ぱな造りをした木造の建けん造ぞう物ぶつ。スラム西区で最もましな建物。西区を暴ぼう力りよくで以もつて取り仕切るボスの『塒』。それがイルの棲すむ家だった。

　イルは扉とびら代わりのカーテンを潜くぐり、声のした部へ屋やへ歩み入る。

「姉さんは？」

「質問に答えろ」

　屋おく外がいに立っていた護ご衛えいの男は真っ青な顔で、帰ってきたイルを出迎えた。室内の空気は内に入るにつれて強こわ張ばってくる。これが明け方からずっと続いていたとしたら、その場にいる者の神経に多大な負ふ担たんをもたらすだろう。事実、部屋に入ったイルは、耳の後ろ辺あたりに蜘く蛛もでも這はっているような不快感を感じた。

「何な故ぜ黙だまっている？」

　部屋の中央、筵むしろの上に座ざした男は尚なおも続ける。

　屋外よりも遥はるかに灯あかりの少ない室内にいるその男の表情が見えない。部屋の中央に置かれた小さな発はつ火か灯とうの中で僅わずかな火が燃えていたが、そんなものは闇やみを際きわ立だたせる程てい度どの意味しか持たない。

　影かげになって見えるのは、その異い様ような形けい状じようをした、右腕。

　蟹かにの甲こう羅らに覆おおわれた鋏はさみを宿した、その男の腕。それが、そいつを西区のボスたらしめている所以ゆえんだった。殺すための武器となる、都つ合ごうのいい変へん異い。それがイルを威い圧あつするように、だらりと下げられたまま、微かすかに震ふるえている。隣となりではお抱かかえの娼しよう婦ふがひとり、死んだように伏ふしたまま動かない。イルは、その男──自分の父親の正しよう面めんに座り、陰かげになっている顔を見み据すえて、言った。

「月を見に行っていた」

「またか……どこにだ？」

「いつもの所」

「その血はなんだ？」

「帰る途と中ちゆうで付いた」

「何故夜が明けても帰って来なかった？」

「今度はこっちが質問する番だ」イルは話題を切り替えようとした。

「こっちの質問に答えてからだ」しかしそんなイルの言葉を、父親は一いつ蹴しゆうする。

　鋏が、震えた。

「……別に」その威圧に嫌けん悪おしながらも、ぶっきらぼうな答えを返す。

「『別に』だと？」

「ただ、なんとなく、だよ」

　男の気け配はいに怒いかりが見えるのがわかって、イルは小さく、ごめん父さん、と等閑なおざりに付け足した。

　男の気配がやや和やわらぐ。

「姉さんは？」隙すきを見出したイルは畳たたみ掛かけるように言葉を重ねる。

「部へ屋やだ」

「……わかった」

　イルは立ち上がった。

「待て」しかし父親はそれだけではイルを離はなそうとしない。

「お前がいなくなって、俺がどれだけ心配したかわかっているのか？」

　父親がその言葉を発するや、部屋の空気が何か奇き妙みように柔やわらかく、けれど居い心地ごこちの悪いものに変化した。

　何度も聴きいた言葉だ。イルは唇くちびるを噛かむ。

　──こいつは。

　父はイルを離そうとしない。常つねに自分の目の届とどく所に置いて、監かん視ししようとしている。

　そしてイルにはわかっていた。それが愛情などではないことに。

　ただ、自分の思い通りにならないものが嫌きらいなのだ。イルを縛しばり、自分の手元に置き、そして支し配はいして、自分の持ち物にすることで、所有を確認する。西区を支配して自分のものにしている男が、息子むすこひとり言いなりにならない。そのことに我が慢まんならないだけだ。

　その癖くせ、イルにはさも自分が心配していたかのような優やさしい言葉を投げ掛ける。

　反へ吐どが出る思いがした。

　しかし──。

「ごめんよ」胸の嫌けん悪お感かんとは裏うら腹はらに、イルは謝しや罪ざいする。

　そうしないことにはこの場から立ち去れそうにない。イルはただ姉のことが心配だった。

「わかればいい。……でもな」

　トツメはルルが──姉が父に殴なぐられたと言った。左腕で殴ったのなら命に関かかわることはないだろう。しかし、それでも心配なことには変わりない。イルははやる気持ちを抑おさえながら父の次の言葉を聞く。

「これからはちゃんと行き先を行ってから外出しろ。そうすればちゃんとした護ご衛えいをつけて、安心して送り出すことができる。──了りよう解かい？」

　了解などできる訳わけがない。そう言いたかった。けれど。

「──了解。……でも、その代わり──」

「何だ？」

「次はそうする。だから約束してくれ。これからは姉さんを殴らないで欲しい。絶ぜつ対たいに」

　これだけは約束してもらわなければ。

「──わかったよ。すまなかった」

「了りよう解かい？」

「了解、だ」

　はっきりと父が破は顔がんするのがわかった。どうやら機き嫌げんがなおったらしい。突つっ伏ぷしていた娼しよう婦ふを揺ゆり動うごかしながら「おい、起きろ」等と言っている。

　イルはその様よう子すを一いち瞥べつして、それから父に背を向けた。




　ルルの部へ屋やのカーテンを潜くぐると、筵むしろに座った姉の姿すがたが見えた。

　視し線せんが交こう叉さすると、姉は弟の姿を認める。そしてこれ以上ないほど優やさしい微ほほ笑えみを向け、直後にその身体中が血ち塗まみれなのに気が付き、顔をしかめた。

「怪け我がでもしたの？　その血は」

「姉さん……」

　イルは困った顔をする。ルルの綺き麗れいな頬ほおは酷ひどく腫はれていたし、それでも尚なお自分の心配を真っ先にする姉にどういう顔をすればいいのかわからなかったからだ。

「おいで」それでもルルはにっこりと笑った。

「姉さん……ごめん」イルは、今度は本当にすまない、という気持ちを込めて謝あやまりながら、ルルの隣となりに腰を降おろした。

「僕のせいで」

「何を言ってるのよ」

　ルルは決してイルを責せめたりはしない。いつものことだった。そしてそれが逆ぎやくにイルの罪ざい悪あく感かんを募つのらせる。

「怪我をしたんじゃないの？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ。怪我なんてすぐに治なおる。でも、姉さんは……」

　目を伏ふせる。

　イルは身体に『変へん異い』がない。見かけ上は純血の人間と変わる所がない。しかしその変異は身体の内側に顕あらわれていた。イルが負おった傷は常じよう人じんよりも遥はるかに早く、異い常じようとも言える速度で塞ふさがってしまう。それがイルの『変異』だった。たとえ殴なぐられたとしても、姉のように頬が腫れるなど経けい験けんしたことがなかった。

　だからイルは、腫れてしまっている姉の頬が痛いたましく思えて、余よ計けいにその傷が辛つらく感じた。

　しかし、ルルは笑う。

「大丈夫よ。私の傷だってすぐに治ってしまうわ。あんたの姉さんなんだから」

　そしてイルの頭を撫なで、その真っ黒な髪の毛をくしゃくしゃと掻かき回まわす。

　それがいつも口にする冗じよう談だんだということはわかりきっていたし、そうやっていつまでも自分を子供扱あつかいする姉に少し不満も感じていたが、イルは姉のその言葉が嬉うれしくて、素直にそのまま目を閉じる。

　イルとルルは腹はら違ちがいの姉弟だった。

　父親のトマージが違う女性に産ませたらしい。

　だから二人とも顔は似ていないし、髪の色も、瞳ひとみの色も違う。何よりイルには見かけ上変へん異いがないのに対して、ルルの右足、膝ひざから下は蟹かにのような甲こう羅らに覆おおわれていた。母親は二人ともスラムの娼しよう婦ふであったらしいが、互たがいに母親の顔を見たことはない。

　しかし、そんなことは関係なかった。イルの記き憶おくの中で常つねに、ルルは彼の姉として傍そばにいた。ルルだって──姉だって同じだろう。

「ごめん」

「大だい丈じよう夫ぶだって言ってるでしょ」ルルは笑う。つられてイルも、少しだけ笑った。

「父さんには？」

「うん」

「そう」

　言葉は少なかった。しかし特に言葉を交わさなくても、イルにはわかっていた。

　ルルは──姉は、自分を愛してくれている、と。

　よく知らないが多た分ぶん、母親というのはこんな感じなんだろうな、とイルは何となく思い、無む言ごんで壁かべにもたれさせた姉の力の抜けた細い腕を、観みるともなしにじっと眺ながめていた。
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　広い部へ屋や。

　壁も床も天てん井じようも金きん属ぞくで覆おおわれ、天井に取り付けられた発光金属が明るく室内を照らしている、部屋。

　一五時三〇分。

　バベル第十三階かい層そう、エデン本部。第六区画、作戦会議室。

　そこに八人の男女が無音に包まれながら二列縦じゆう隊たいに、整列していた。

　年齢も、性別もばらばらの集団だった。服ふく装そうはそれぞれ細さい部ぶを異ことにしていたが、例外なく機き能のう的てきで地じ味みで、布地は青あお鈍にび色いろをしている。そして胸には一いち様ように、金属製の青い、楕だ円えん形けいのプレート。

　奇き性せい生物殲せん滅めつのための私し設せつ団体エデンの『ウェポン』。

　プレートは『エデン』の所しよ属ぞく員いんであることの証あかしであり、個人の識しき別べつ証しようでもある。

『ウェポン』。──エデンの擁ようする、対奇性生物用戦せん闘とう員いん。

　彼らの身体に変異は見当たらない。しかし全員、純血の人間ではない。表情は一様に何かを待っているように、静かでいて昂こう揚よう感かんに包まれている。

　彼らは今まさに、出しゆつ撃げきを待っていた。

　静かな、しかし奇き妙みようにかん高い音をたてて、正面の扉とびらが開く。

　扉の向こうから、三人の人ひと影かげが姿すがたを現あらわした。

　ひとりは、短髪で細身の男性。四十代半ば辺あたりだろうか、神しん経けい質しつそうな顔だちは暖あたたかみを拒きよ絶ぜつするような印いん象しようを与あたえる。深緑色の上下──エデンの正式な制服をきっちりと纏まとっていた。彼はウェポンではない。エデンの制服は──ウェポンの特性上の理由と純血の特権的な理由から──純血にしか与えられない。

　もうひとりは、腰まではあろうかというほど長い金髪を側そく頭とう部ぶで一ひと括くくりに纏めた、若い女性。理知的な瞳ひとみの色は髪と同じく金色で、聡そう明めいな目鼻立ちにうっすらと微ほほ笑えみを浮かべている。硬こう質しつの、鈍にぶく光るボディースーツの上に、絹きぬのような滑なめらかな繊せん維いで造られた上着を羽は織おり、細いロングスカートを纏ったその姿は、畏おそれと優やさしさを孕はらみ、見る者を圧あつ倒とうする。彼女は、純血ではなかった。ただエデンの制服を着てはいないが、服装は明らかに他のウェポンとは違ちがっている。

　そして、最後のひとり。

　少女は先に出てきた女性と比べると、あまりにみすぼらしく、そして病的であった。埃ほこりをぶちまけたような灰色の髪の毛に、同じく荒こう涼りようとした廃はい屋おくを映し出すのが相応ふさわしいような灰色の瞳。そこには刃物にも似た鋭するどい光がたたえられている。前合わせの胸部分を縫ぬい付つけたようなシャツの上に、青あお鈍にび色いろの上着を羽織っていた。シャツの裾すそから覗のぞく足は軟なん質しつ繊維製の──これは黒の──スパッツで被おおわれている。

　上着は何な故ぜか左の袖そでだけが包むべき腕よりも長い。その左袖だけにファスナーが、肩の線に沿そってまっすぐに走っている。

　彼女も、変へん異い種しゆで、ウェポンだった。

　三人は──ひとりの純血とふたりの変異種は八人のウェポンの前に立つ。

　短髪の男性が一歩前に出て、口を開いた。

「作戦内容を説明する」

　男は──『エデン』司令部の人間だった。

「依い頼らいはバベル北十五キロ地点にある小規き模ぼ集落からだ。同区域は三日前からケモノの襲しゆう撃げきを繰くり返かえし受けており、本日四時一五分、エデンにケモノ殲せん滅めつの依頼を発注。同日九時、使者到とう着ちやく。エデンは依頼を確認。一五分後受じゆ諾だく。一一時、会議の上召しよう集しゆう人員決定。一二時、ウェポン十人一小隊を召集。……本時を以もつて待たい機き完了」

　状じよう況きようを淡たん々たんと説明する男の声は、何の感かん慨がいも含ふくんでいない。

「依頼によると、ケモノは第二種から第五種までの大きさからなる五体前後の群むれであるとのことだ。比ひ較かく的てき小規模のものだが、確実に任にん務むを遂すい行こうし、殲滅を以て本作戦の完了とするように」

　一同は声を合わせた。

「──了りよう解かい」

「尚なお」男は更さらに、頬ほおの端はしを微かすかに歪ゆがませ、口く調ちようを変えた。

「集落は聖せい域いきとなっている。──雑ざつ居きよ区くとは違ちがう。それはわかっているな？」

　明らかに挑ちよう発はつするような、そんな声こわ音ねだった。実じつ際さいそれは、教育という名めい目もくの挑発だ。

「……違いがあるものか」その無む機き質しつな声に、列の中にいた誰だれかが反はん応のうする。

「ん？」ともすれば聞きき逃のがしそうな小声であったのにも関かかわらず、男は耳みみ聡ざとく眉まゆをひそめた。

　まるで待ってました、と言わんばかりに。

「違いがあるか、だと？」

「……いえ、何も」

「違いは大きい。純血と変へん異い種しゆ、この違いはとても大きい。……理解できないか？　いや、理解できないだろうな。──お前たちは実際、何も理解してはいない」

　整列したウェポンたちに厭いやな空気が流れる。しかし男は尚も、皮ひ肉にくげな声で続ける。

「純血を傷付けるな。純血に逆さからうな。純血を守れ。純血の集落も同様だ。価か値ちが違う。

　いいか？　聖域に赴おもむく時はお前らの使し命めいの重さ、担になうものの重さが違う」

　得とく意いげに鼻を鳴ならす男に誰も反論しない。いや──反論は、許ゆるされていない。

　重苦しい沈ちん黙もく。

　しかし金髪の女性が、一歩前に進み出て、口を開いた。

「私が今回の出動の戦せん闘とう総そう轄かつを務つとめます。フィオナ＝レスファです。どうぞ宜よろしく」

　よく通る声で彼女は名乗り、微ほほ笑えむ。まるで男の皮肉など聞いてもいないし理解できてもいない、そんな調ちよう子しで。

　ウェポンたちは例外なく、その声と立たち居い振ふるまいに安あん堵どの眼まな差ざしを向けた。男はと言えば、どこか不満げな表情でフィオナと名乗った女性を睨にらむ。

　しかし、男は何も言わなかった。或あるいは、言えなかったのか。

　その女性の服ふく装そうは、他のウェポンとは違っている。青あお鈍にび色いろでない、白銀の上着だった。それはつまり、この女性、フィオナが、特別な存そん在ざいであることを意味していた。

　ある意味で男は、純血であるにも関かかわらず、そしてフィオナがウェポンであるにも関わらず──反抗することができない。フィオナがそれを意い識しきしているかどうかはわからないが。

　最後に、灰色の髪の少女が立ったまま口を開いた。

「同じく副総轄、シオン＝エシュです」

　それは弱々しくも毅き然ぜんとした声だった。しかしその声に反はん応のうする者はいない。誰一人としてその少女と視し線せんを交わす者もいない。

　少女は──シオンは、眼めを伏ふせた。それが当然だとでも言うように。

「移動は『揺ゆり籠かご』にて行います。五分後に移動を開始します」

　フィオナが続ける。この先は彼女が指し揮きを執とることになっていた。

　優やさしげで、どこか楽しげな声が、室内に響ひびく。

「皆さん、決して怪け我がをすることのないよう、くれぐれも気を付けて作戦に臨のぞんで下さいね」
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　そして少年は月を臨んでいた。

　薄うす暗ぐらいスラムの上空に覆おおい被かぶさるのは、純血の人間だけが居きよ住じゆうを許ゆるされている閉へい鎖さ性せい機械都市。それは『混乱』以前に存そん在ざいした遺い産さんとしての技術──『過か学がく』によって支ささえられていた。

　塔とうは、柱はあまりに巨大で、そして索さく敵てき灯とうの光は大たい樹じゆの枝のように四方八方に伸びる。

　だから月なんて見えやしない。

　ましてや空でさえ、満足には臨めない。

　それでも少年は月を探さがす。

　或あるいは、どこかにふと見える、その瞬しゆん間かんを待ち続けながら。







[image: 第二章　羽根は舞い、剣は嗤う]
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　そいつらは、穢けがれた存そん在ざい、という意味で『ケモノ』と呼ばれていた。

　何百年か前に世界を包んだ『混乱』以い降こうに各地で確認され始めた異い形ぎようの生命体。種も、属も、科も、全てが分類不可能な生き物たち。

　そいつらは、ひとつとして同じ貌かたちをしていない。それでいてどれも別種の生物たり得ない。

　そいつらは、他の全ての生き物を喰くう。自分たちの仲間でさえも。

　そいつらは、どうやって殖ふえているのかわからない。或あるいは交こう配はいし、或いは他の生物に寄き生せいし、或いは同化し、それでいて無む秩ちつ序じよに、混乱を纏まとって、不規則に増ぞう殖しよくする。

　そいつらは、この世に生きるあらゆる生物にも似ていない。しかし、この世に生きるあらゆる生物に似ている。

　あるものは蝙蝠こうもりの羽根を生やし、あるものは鰓えらで呼吸し、あるものは蛸たこの触しよく手しゆを滑すべらせ、あるものは鴉からすの嘴くちばしを歪ゆがめる。あるものは昆虫の瞳ひとみをたたえ、あるものは獅し子しの牙きばを生やし、あるものは猛もう禽きん類るいの爪つめを光らせ、更さらにあるものは人の知能で考える。どれひとつとして同じ種類のものはいない癖くせに、一目見ればすぐにそうだと認にん識しきできる。それはそいつらが、あらゆる生物を無意味に混ぜ、ごちゃごちゃにしたような、酷ひどく吐はき気けを催もよおす外がい見けんをしていたからだ。

　そいつらは、個体であり、同時に群ぐん体たいであり、更には単体でもある。

　そいつらは、出現と同時に、この星に生きる全ての生命体を圧あつ倒とうして、

　しかし、支配するでもなく、征せい服ふくするでもなく、ただ漠ばく然ぜんと、喰い続けてきた。

　それが何を意味するか？

　人間は『混乱』以降、確実に生せい態たい系けいの王位を追おわれていた。

　ゆっくりと。それでいて為なす術すべもなく。




　そして今、そいつらの内の何匹かが、ある集落を襲おそっていた。

　集落は四角く切り出した石を積み上げた壁かべで高く囲まれていたが、そいつらにとってはそんな壁など些さ細さいな障しよう害がいでしかない。そこは、そいつらにとってどうしようもなく無む防ぼう備びで、愚おろかなほどに攻せめ入いり易やすく、しかし退たい屈くつを紛まぎらわす程度には堅けん牢ろうであった。ケモノたちは恋人をじらすように少しずつ、そして玩がん具ぐを弄もてあそぶように適てき当とうに、本能と気分に赴おもむきながら、壁を削けずる。

　がりかりと細かな振しん動どうとおうあうと遠とお吠ぼえの声。音が、住人の神経をすり減へらしていく。

「まだ、来ないのか？」

　家か屋おくの内に息をひそめた誰だれかが、誰ともなしに囁ささやく。

　焦あせりと共に発せられたその言葉は、ただ細い糸いと屑くずに縋すがる死人の心ここ地ちにも似た、一ひと筋すじの不安と希望を孕はらんでいた。
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　バベル第十三階かい層そう、エデン本部。

　第一区画、輸送区。

　準光速移動機き関かん──『揺ゆり籠かご』。

　それは奇き妙みような形をした物体だった。

　見上げるほど大きな透とう明めいな球体。その内部に、同じく透明な立方体の小こ部べ屋やが浮かんでいる。球体の中で小部屋は、何かに支ささえられることなしに、空中で静せい止ししていた。

　小部屋には十名のウェポンが、無む言ごんで立っている。

　前時代の『過か学がく』が生んだ不ふ可か解かいな機械だった。

　今となっては原理も構造も定さだかではないそれを、彼らは手て探さぐりで使っていた。伝つたえられてきた限定的な知識、そしてかろうじて残された幾いくばくかの技術を応おう用ようしながら。

「座ざ標ひよう入力確認。誤ご差さ修しゆう正せい完了しました」

　遺い産さんでしかないそれらはしかし、ヒトの命いのち綱づなでもある。

「有ゆう機き衛えい星せい『ザル』、転てん移い先さきの磁じ場ば、分子密みつ度ど、気き圧あつ、並ならびに諸しよ環かん境きようの最さい適てき化か完了。安全を確認」

　制せい御ぎよ室しつからの放送が区内に響ひびく。

「了りよう解かい」別の声が短く応おう答とうする。「秒読み開始」

「了解。最終安全装そう置ち解かい除じよ。転移十五秒前」

　ふわゆらと浮かぶ小部屋の周まわりで、透明な球体が高速で回転を始めた。

「……十三、十二……」小部屋にはしかし、何の変化もない。ウェポンたちは動かない。

「……九、八……」秒読みの声だけが聞こえる。

「……五、四……」揺籠に揺ゆられたまま、動かない兵士たち。

「……一、零れい」と。

　同時に小部屋の中にいた十人の人ひと影かげが、消えた。

「転移完了」

「了解」

「異い常じようはありません。動どう作さ、機き能のう共に正せい常じようです」

　まるではじめからそこには誰だれもいなかったかのように。

　球体はゆっくりと回転を止めた。




　同時刻。

　エデン北十五キロ地点にある名もない集落。

　その広場に突とつ然ぜん現あらわれたシオンたちを、好こう奇きと畏い怖ふと驚きよう愕がくとそして嫌けん悪おの視し線せんが出迎える。人の姿すがたは見えない。しかし視線は感じる。──ケモノを恐おそれて家か屋おくに引ひき籠こもっているのだろう。広場も、道も、見み渡わたす限かぎり無人でいて、その癖くせ、視線は雄ゆう弁べんだった。

「やな感じだな」ウェポンの誰だれかが呟つぶやいた。

　やがて住人たちが数名、ちらほらと家から出てきてシオンたちを取り囲む。──おっかなびっくり何ごとかをひそひそ話し合いながら。その包ほう囲い網もうの中から、集落の長おさらしき壮そう年ねんの男が歩み寄り、口を開くと、視線は更さらに切せつ実じつな、強きよう固こなものに変わった。

「あんたたちがそうなのか？」

「あなたがこの集落の統とう治ち者しやですか？」

　フィオナが一歩前に進み出て、その男と顔を合わせる。

「エデンよりケモノ殲せん滅めつのために派は遣けんされた戦せん闘とう部ぶ隊たいの者です。私は責任者のフィオナ＝レスファと申します」

「私はここの長だ」肥ふとった男はつっけんどんに答える。状じよう態たいのいい衣い服ふくを着ていた。継つぎはぎもない、淡あわい紺こんの木も綿めん地じ。体格も服ふく装そうも、純血らしい。

　集落の建物からは、決して豊かとは言えないまでも、住人が喰くうには困らない暮らしをしていることを伺うかがわせる。木造の家屋よりも金きん属ぞく性せいの家屋の方が多いのはその証しよう拠こだ。

　広場の向こうには小さいながらも畑や牧場が見える。作物も家か畜ちくも存そん在ざいする村だった。それは他の都市に頼たよらなくても生活だけはしていけている、という証あかしでもある。外部との接せつ触しよくを極きよく力りよく断たち切きった、世界から断だん絶ぜつされた暮らしをしているに違ちがいない。

『混乱』から二百余年、その時の流れの中、様々な理由で、純血種の一部は機械都市を離はなれ外部に集落を作っていた。つまり『聖せい域いき』とは、そういう純血たちの子孫が住む集落だ。罪つみを犯おかして追つい放ほうされた者たちの、土に根を降おろした生活を主しゆ張ちようした者たちの、そして世界をもう一度開かい拓たくするという野や望ぼうを持って野やに下った者たちの、末まつ裔えいが住まう町。

　集落の周まわりは十メートル前後の高い壁かべでぐるり覆おおわれており、壁から突き出た骨ほね組ぐみの天てん井じように、透とう過か性せいの無む機き金属が嵌はめ込こまれていた。四方上空が、物理的に外部からの侵しん入にゆうを拒きよ否ひしている。ただ少なくとも『過か学がく』と呼べるような高い技術は見当たらない。おそらくは『混乱』以い降こう百年程度経たってから作られた村だろう。

　これらから推すい測そくできるのは、彼らは恐おそらく──『混乱』の後、開拓を求めて機械都市から出ていった純血たちの末裔であるということだ。だとしたら、最も矜きよう持じが高く、扱あつかいにくい。

　厄やつ介かいそうな聖域だな、と呟く声があった。

　──『聖域』。純血の人間だけが住まう町。

『純血種』は希望と誇ほこりを、そして『変異種』は皮ひ肉にくと憎にくしみを込めて、そう呼んでいた。

「あんたたちが、そうなのか？　そうは見えないが」

　長は愚ぐ直ちよくとも言えるほど直接的に、問い掛ける。その愚直さはこの集落の内だけで見るなら美び徳とくと言えなくもないのだろうが、変へん異い種しゆにとっては無神経以外の何ものでもなかった。恐おそらく、変異種など殆ほとんど見たことがないに違ちがいない。

「……どんな姿すがたを想そう像ぞうしていたんですか？」ウェポンのひとりが自じ虐ぎやく的てきに笑う。

「いや、……まぁ」

　しかしフィオナは無む垢くに微ほほ笑えんで、答えた。

「我々ウェポンは確かに全員が何らかの変異を持っていますが、それらの変異は戦せん闘とう時じにおいてのみ発現するもので、通常時には見かけ上、普ふ通つうの人間と殆ど変わることはありませんわ」

「……そうか。そうだったな。『擬ぎ態たい』とかいうやつだろう」

　長おさは照れたように呟つぶやく。『擬態』という単語にしても、変異種からしてみれば侮ぶ蔑べつの言葉以外の何ものでもない。純血もどきの姿、という訳わけだ。

「そうですね」しかしフィオナはそんな言こと葉ば尻じりに頓とん着ちやくしない。

「変異をある程度操そう作さできる者は一般に『第一位変異種』と呼ばれています。我々ウェポンはその中でも変異が戦闘用に特化した者で構成されています。──以後そのように御理解して下さると幸いですね」

　後ろから、誰だれかが僅わずかな溜ため息いき混まじりに補ほ足そくした。フィオナは──この女性はあまりそういう所まで気が回らない。或あるいは、気にも留とめない。

　フィオナの態たい度どに、長は幾いく分ぶん毒どく気けを抜かれる。

　しかし、純血の、変異種に対する差別意い識しきは決して──何があっても、消えることはない。その証しよう拠こに、この集落に来た時からの住人の好こう奇きと畏い怖ふと嫌けん悪おの視し線せんは緩ゆるむどころか、一いつ層そう強くすらなっている。

「じゃあ早さつ速そく、状じよう況きようを説明させてもらおうか。……すぐに退たい治じしてくれるんだろう？」

「ええ」

　状況が状況とはいえ、彼らを家にあげ、歓かん待たいすることは絶ぜつ対たいにしない。ケモノを退治したところで、それは変わらないだろう。いつものことだ。

　シオンは無む言ごんで、左腕の長く伸びた袖そでを掴つかんだ。
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　同じ頃ころ。スラム東区。

「何をしているの？」

　地面に座り込んだ少年の目の前に、人ひと影かげが立ち、話し掛ける。少年はその声がどこか聞き覚えのあるものだということに気付き、ふ、と視線を巡めぐらせた。

　イルは地面に座り込んで、月を探さがしていた。

　いつも何となく、そうしていた。出かける度たびに東区に来て月を探している。──もっとも今日は、護ご衛えいを連れての外出だったが。

「キキトよ。忘れた？」話し掛けたのは右足が赤黒い鱗うろこに覆おおわれた少女だった。その鱗を見て、イルは少女のことを思い出す──確か、以前この場所で会った、娼しよう婦ふだ。

　直後、苦にが笑わらいする。自分だって知らず知らずの内に、変へん異いを個人の識しき別べつの対たい象しようにしているではないか、と。自分がこれでは、他の者がイルを奇き異いの眼めで見ることを責せめられるはずもない。

「覚えている……いや、思い出した」

　キキトは笑い、イルの隣となりに腰を降おろした。

[image: ]

　ひょっとして僕を待っていたのだろうか、とイルは思う。バベルの──塔とう自体の太さは直径一キロ前後。広がった金きん属ぞく柱ちゆう、木の根で囲まれた空間は、端はしから端まで直線距きよ離りでは三キロもない。だがそんな狭せまい空間に、数えきれないあばら家が密みつ集しゆうし複雑に林りん立りつし、人口だってかなりのものだ。ましてやその少女は、いつもは南区で商売をしている、そう言っていた。お互たがい別区域に住んでいる同士が偶ぐう然ぜん再さい会かいするなんてことは、そうあるものではない。

「いつもここにいるの？」

「ああ」商談ならごめんだな、そう思いながら、イルはぶっきらぼうに答えた。

「そ、よかった。それで……何、してるの？」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、イルは言葉を返す。

「月を見ている」

「月？」

「ああ」

「何も見えないじゃない」キキトは上を見上げ、怪け訝げんな顔をする。

「見えるような気がするんだ。……見えたことはないけど」

「お伽とぎ話ばなしね」

「そうかもしれない」

「話にしか聞いたことはないわ。この世で一番大きな星。毎日形を変えるんでしょう？　そして昼にも、見える」

「そうらしい」

「でも、変よね？　毎日形を変えるんだったら、どれがその『月』か、判はん別べつできないじゃない」

「一番大きな星が月なんだ、多た分ぶん。どんなに形を変えても、一番大きいんだと思う」

「そんなもんかな」キキトは笑う。

「でも今は何も見えない」

「そうね……」キキトはイルの滑なめらかな、漆しつ黒こくの髪を艶なまめかしく撫なでる。

「空なんてここじゃ、殆ほとんど見えないよ」

　しかし、イルは動かなかった。キキトはちぇと舌した打うちするが、イルはそれを無む視しする。

　まぁいいかと呟つぶやき、イルに倣ならって空を見上げた。それは金きん属ぞくの格こう子しと天てん井じようの、ほんの僅わずかな隙すき間まから垣かい間ま見みえる、ちっぽけで断だん絶ぜつされた索さく敵てき灯とうの光でしかなかったが。

　本当は、イルにはわかっていた。本心から空が、星が、月が見たいのなら、スラムから出ればいい、と。しかしスラムから出ることは、つまりケモノの脅きよう威いにさらされるということだ。それは自殺行こう為いでしかない。この街はそういう街だった。ケモノを恐おそれた変へん異い種しゆがバベルの下に勝手に住み着き構成された街。機械都市に寄き生せいする混じりものの街。いつバベルに邪じや魔まだと駆く逐ちくされても、おかしくはない。

　実じつ際さいは、駆逐さえされないというのが現げん状じようだったが。

　遠くに喧けん噪そうと、澱よどんだ静せい寂じやくが聞こえる。路ろ地じ裏うらに来る人間はいない。二人ともが無む言ごんだった。世界から取り残されたような感覚が二人の意い識しきをかなりの間、包んだ。

「……話、しない？」

　三十分も経たっただろうか。邪魔だとは思われていないと確認するかのように、キキトが怖おず怖おずと口を開く。

「かまわないよ」イルが答えた。商売抜きなら特に邪魔だという訳わけではない、そう思って。

「家族は？」安心したように息を吐つき、キキトは訊たずねる。

「西区に住んでる」

「あんたも？」

　イルは頷うなずく。

「西区、って……確かトマージ＝イルの仕切ってる」

「よく知ってるな」

「仕し事ごと柄がらね。……そう言えばあんた、確かイル、って名前」

「ああ。でも関係ない。偶ぐう然ぜんだ」

「そう。……『イル』って名前、どっち？　個人名？　血族名？」

　イルは答えなかった。キキトは慌あわてたように話題を切り替える。

「私は南区に住んでるの。いつもはそこで商売してるんだけどね。……ここに来れば、もう一回あんたに会えると思って、来てみた」

「そうか。……僕は」

「え？」

「僕は月を見る時はいつもここで見てる」

「……そうなの」

「ひとりで月を探さがすのが好きなんだ」

「……そっか」キキトの表情が翳かげる。イルにも明らかに。

　何な故ぜかそんなキキトの表情に罪ざい悪あく感かんを覚えて、イルは続けた。

「でも、たまには二人で探すのも悪くないかもしれない」

　その言葉に少し遅おくれ、キキトの顔は明るく、そして微かすかに赤くなる。

「じゃあ、また来てもいいの？」

「かまわないよ。……僕はあんたを買う金なんて持ち合わせていないけど、それでもいいなら」

　うふふ、とキキトは笑った。

「それは残念。……でも嬉うれしい。私、同じくらいの年の子と話すること、殆ほとんどないから」

「僕もだ」

「あんた、いくつ？」

「十四」

「私は十五。じゃあさ、年上からの命令」

「……命令？」

「友達に、なろうよ」

　キキトは悪戯いたずらっぽく笑う。

　イルもつられて、無む言ごんで笑った。

　それは正直な気持ちだった。

　西区には、イルのことをそんなふうに同じ目線で扱あつかってくれる者はいなかった。ボスの息子むすこ、変へん異いのない名無し。それは西区では禁きん忌きとして扱われている。他の地区では何をかいわんや、だ。トマージの仲間たちでさえ、イルにどこか怯おびえた、しかし一方でどこか莫ば迦かにしたような態たい度どで接せつすることが殆どだった。

　彼らの間には、馴なれ合あいや情といった類たぐいのものは存そん在ざいしない。その代わりに駆かけ引ひきや、牽けん制せいといった類の白々しい人間関係が全てを支し配はいする。イルはいつだって、決して嘗なめられないように虚きよ勢せいをはり、時には非情なほどの暴ぼう力りよくも使い、そうやって生きてきた。

　だからこういう会話は──互たがいの利り益えきや腹の探さぐり合あいとは無む縁えんなやりとりは──イルにとって新しん鮮せんな、しかしどこか懐なつかしい感じのするものだった。

　ルルと話している時の気持ちにも通じる所のある感かん覚かくを、その時のイルは心の隅すみで、密ひそかに感じ取っていた。
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　集落の長おさから状じよう況きようの全てを聴きき終おわった時には、太陽は半ば沈しずみかけていた。

「さあ、すぐに退たい治じしてくれ」

　これから日は沈み、暗くら闇やみが世界を覆おおう。それは当然戦せん闘とうには不向きな時間帯だった。しかし長はそんなことを気にかけている素そ振ぶりをまるで見せない。

「今晩の内に仕し留とめてもらわないと困るんだ……いつ壁かべを破って侵しん入にゆうされるか」そこにはただ『早く仕事を済ませて出ていって欲しい』という気持ちが正直に顕あらわれていた。

「わかりました。……それでは戦闘前に、報ほう酬しゆうをお見せ願います。──規則ですので」

　フィオナはそれでも動どう揺ようや不快感を見せない。或あるいはそんな感情を持ち合わせていないのかとすら感じられるほど、穏おだやかな態度だった。

「ああ……わかった。報酬は金きん属ぞく単位で五百比ひ重じゆう、そういう話でいいんだな？」

「はい」

「おぉい、持ってきてくれえ！」

　長は背を向け、叫ぶ。間もなくして若い男が何名か、荷に車ぐるまに一いつ杯ぱいの金属片を運んできた。

「内うち訳わけは書面に書いてある。──イキガネが十単位分、シニガネが四百九十単位分。全部小片だがいいだろ？」

『イキガネ』とは正式には生体金属と呼ばれるものの俗ぞく称しようで、細かくは発光金属や発熱金属などに分かれる。広こう義ぎには圧あつ力りよくや電流などの外部刺し激げきによって光や熱などのエネルギーを生み出す性質を持った『混乱』以前の遺い物ぶつで、『事実上生きている』らしい。

　対して『シニガネ』は無む用よう途と金属と呼ばれ、何の特とく徴ちようも持たない、完全な鉱こう物ぶつだった。シニガネの方が硬こう度どは高いが、イキガネの方が稀き少しようで、かつ需じゆ要ようも多い。

　──十対四百九十。イキガネを出だし渋しぶっているのは明らかな数字だった。

「結けつ構こうです。依い頼らい完かん遂すい後ごに確認をしますので」

　それでも、誰だれも、何も言わない。内訳がどうであれ比重で計算しているのだから、報酬の価か値ちには変わりない、というのがエデンのやり方だった。物ぶつ資しを交こう換かんするのはイキガネとだけ、という商売もある中で、ある意味では良心的とも言える。

「……ぼったくりだな」

　しかし、荷に車ぐるまを運んできた男たちの内の何名かが、忌いま々いましげに水をさす。

　空気が固まった。

「……どういうことです？」シオンの後ろにいたウェポンのひとりが、むっときた様よう子すで口を開いた。それが呼び水となって、男たちが次々に言葉を溢れさせる。

「これだけの金きん属ぞくを他よ所そに売れば一家が三ヶ月は暮らせる」

「俺たちは貧まずしいんだよ」

「たかがケモノ退たい治じに、毟むしれるだけ毟り取っていきやがるんだな、お前らは」

　完全な言い掛かりだった。言葉の全てに無む知ちと傲ごう慢まんと選せん民みん意い識しきが染しみ渡わたっている。

「──何が言いたいん……ですか？」

　緊きん迫ぱくした空気が広場を包んだ。

「俺たちはあんたたちを呼ぶのは反対だったってことだよ」

「穢けがれた劣れつ等とう人種を集落に入れるに飽あき足たらず、そいつらに金を払うってのが我が慢まんならねえ」

「──劣等人種、だと？」

「そうだろう？　お前らの先せん祖ぞはケモノと交わったからそんな身体になったんだ」

　それは純血に伝わる、迷めい信しんだった。彼らはその迷信を信じ込んでいるようだった。

「それが今や同族殺しを商売にしてる挙あげ句く、俺たち人間から搾さく取しゆさえしてる」

「…………言い掛かりはやめてくれ」

「言い掛かり？　俺たちが何の言い掛かりを付けているんだ？」

「この集落の規き模ぼを考えれば、五百比ひ重じゆうは苦くにもならないはずだろう。ただでさえ『聖せい域いき』だからって、値ね段だんは普ふ段だんの半はん額がく以下に下がってるんだ」

「『聖域』を守るなら無料で御ご奉ほう仕ししろよ。劣等人種」

「……『エデン』が提てい示じした金額は、俺が住んでいた町じゃ一家五人一年間暮らせてた」苦々しげに、ウェポンのひとりが言った。

　純血の若者のひとりは鼻で嗤わらう。

「ほう、それはどこだ？　まさか、『隔かく離り地ち』じゃないよな？」

「……それが、どうした」

『隔離地』。それは変へん異い種しゆだけが住まう集落の蔑べつ称しようだった。

「そんな人間のいない場所と一いつ緒しよにされちゃ、困るんだよ」

「何だ、……と？」

　緊迫した空気は今や険けん悪あくなものに変わりつつあった。見れば男たちは手に手に短刀やら長刀やら、剣けん呑のんなものを持っている。──これまでも、エデンが聖域に赴おもむく度たびにこの種の軋あつ轢れきは少なからず発生していたが、ここまで直接的に雑ぞう言ごんを投げ掛けられるのは珍めずらしいと言えた。

　だが、シオンだけが動かない。無関心そうに前だけを見つめている。

　そして。

「──おやめなさい」それまで沈ちん黙もくを保たもっていたフィオナは後ろを振り向くと、

「あなた方も、おやめ下さいな」もう一度振り返り、住人たちに凜りん然ぜんと告つげる。

　空気が止まった。ウェポンたちはフィオナのその声に、恐きよう縮しゆくし縮ちぢこまる。対して住人たちはその、あくまでも穏おだやかなその言葉に虚きよを突かれ、躊ちゆう躇ちよする。

　フィオナは住人たちに視し線せんを向けたまま、澄すんだ声で問題もなさそうに、言う。

「エデンは集落の規き模ぼと襲しゆう来らいしたケモノの固体数、双そう方ほうを考こう慮りよして報ほう酬しゆうを決定しています。それに不服があるのならどうぞ仰おつしやって下さいな。エデン最高責任者へ直接その旨むね伝えますので」

　純血種たちは、その言葉の真しん意いを計はかりかねた。

　ただ単純に、便びん覧らん通りの苦く情じよう対たい応おうをしたようにも聞こえる。

　だが一方で、それは脅きよう迫はくにも聞こえる──エデンをなめるな、と。

　しかし口く調ちようは穏やかで邪じや気きもなく、本当にそう思っているだけなのかもしれない──。

　誰だれかが惚ほうけたように首を傾かしげる。

　誰かが唾つばを飲み、咽のどを鳴ならす。

　誰かがふん、と睥へい睨げいする。

　双方は凍こおり付ついたまま動かない。

「──あ、えぇと……」そんな空間に長おさが間ま抜ぬけな水をさす。その様よう子すは道どう化けにしか見えない。

　しかしそれを切っ掛けにしたように、フィオナは何ごともなかったかのように、優やさしげな笑えみを浮かべた。清せい楚そなその顔が綻ほころぶと、流石さすがにその場が僅わずかながら弛し緩かんする。

「──不ふ服ふくがないなら、たった今から仕事にかかります。宜よろしいですね？」

　長を振り返り笑むフィオナ。

「あ？　──ああ、それはもう。さぁお前たち、早く家に入れ。これから戦いが始まるぞ」

　長が調ちよう子しの外はずれた声で無む理り矢や理り、場をまとめようとしている。それでまとまるはずもなかったが、険けん悪あくな空気だけは心なしか薄うすまったようだった。

「それでは行きましょう。準じゆん備びはいいですか？」フィオナの声が広場に響ひびく。

「了りよう解かい」安あん堵どしたようなウェポンたちの声が、それに応こたえる。

　それでも、先さき程ほどまで雑言を吐いていた男たちは、吐き出しかけた不満を途と中ちゆうで呑のみ込こまされた形になり、唇くちびるを噛かんでいた。

「おい」そんな男たちが、背を向けたウェポンたちに言葉を吐く。

「戦せん闘とうを監かん視しさせてもらうぞ」

「あら？　……危き険けんですよ？」フィオナが驚おどろいたような顔をする。

「は」ウェポンの誰かが失しつ笑しようした。「死ぬかもしれませんよ？」

　けっ、と男のひとりは吐き捨てる。

「依い頼らい主ぬしとして、立ち会わさせてもらう。もし働きが不ふ充じゆう分ぶんだったら、報ほう酬しゆうは払わないからな」

「仕方ないですね……」フィオナの声は、困こん惑わくと諦てい念ねんが混じっていた。「依頼主の頼たのみでは」

「しかし……」ウェポンのひとりがフィオナに表情を向ける。

「駄だ目めだとも言えないでしょう？　まぁ大だい丈じよう夫ぶでしょう。私がいる限り、怪け我がはさせませんから」

　自信からなのかそんな意い識しきもないのかまるで不明な邪じや気きのない言葉とともに、フィオナ＝レスファは首しゆ肯こうした。

「では、行きましょうか」
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　そいつらの知能は人間なみとは言えないまでも、決して低くはなかった。

　ケモノたちは、気分にまかせ、分厚い壁かべを少しずつ、じらしながら削けずっていた。中にいる人間たちは、餌えさであり、栄えい養ようであり、繁はん殖しよくの為の土ど壌じようでもある。そして餌は殺す前に恐きよう怖ふさせればさせるほど美び味みになるということを、そいつらは本能的に知っていた。

　恐こわがれば恐がるほど、自分たちの欲望は増ぞう大だいし、達たつ成せい感かんは高まる。

　そうして、いつしかそれに──耐たえることに我が慢まんならなくなって。

　ケモノたちは、じらすのをやめた。




「下がっていてください」

　フィオナ＝レスファは、集落の住民はおろか、仲間のウェポンたちすら制し、たった一人で閉ざされた門の前に立った。そして「まずは私が目もく標ひようの動きを止めます。私の攻こう撃げきが終わったら」振り向き、笑う。

「副ふく総そう轄かつ、シオン＝エシュ。あなたが指し揮きをとって目標の殲せん滅めつを行って下さい」

「了りよう解かい」シオンは短く答え、そしてウェポンたちに告つげる。

「各自、私の合図と共に攻撃開始を」

「それでは、門を開けて下さい」フィオナは監かん視し台だいの上にいた門番の青年に笑えんだ。

「さぁ、見ものだぞ」ウェポンのひとりが囁ささやいた。

「天使様の翼つばさだ」

「ああ」

「やつら、度ど胆ぎもを抜かれるぜ」笑いを噛かみ殺ころす。

　しかし、門番の青年は動かない。おろおろとフィオナたちと集落の一団を交こう互ごに見み遣やるばかりだった。

「──どうしたのです？　早く開門を」フィオナは怪け訝げんな顔をする。

　と。

「あんたたちは、莫ば迦かか？」後ろから声がした。

　ウェポンたちは一いつ斉せいに振り返る。集落の青年たちが、嘲あざけるような笑えみを浮かべていた。

「門を開けろ？　そんな自殺行こう為いを何な故ぜしなけりゃならん？」

「あんたたちがどれほどの者か、俺たちは知らねぇ」

「開けたら最後ケモノがなだれ込んできてあんたたちと共とも倒だおれ、なんてごめんだ」

　ウェポンたちは──ある者は呆あきれ返かえり、ある者は怒いかりを露あらわにする。

「まあ……」フィオナは相変わらず、怪訝な表情で呟つぶやいた。「そんなこと、ありませんのに」

「そういうこと、か」ウェポンの誰だれかが悟さとったように、ち、と舌したを鳴ならす。

　彼らはつまり思い上がった反対派だ。手に持った武器はウェポンを──変へん異い種しゆを威い嚇かくするためだけではなかった。

「この壁かべは破れない」

「破れても一部だ。一気にケモノがなだれ込むことはない」

「それなら俺たちで対たい処しよできる」武器をかざし、純血たちは笑む。

「ええと……それでは……わたしたちは必ひつ要ようない、ということですか？」

「そういう訳わけじゃない。ただ信用できない、ってだけだ」

　厭いやらしく唇くちびるを歪ゆがませ打だ算さんに充みちた眼めで男たちは口々に白々しいことを言う。

「はっ！　なるほどそう来るか」

　ウェポンのひとりから声があがった。「莫迦はあんたらだ」

「でも──」フィオナは金色の視し線せんを純血の一団に向けた。

「早く開けて下さらないと……」

「……部隊総そう轄かつ」そんなやり取りの中。

「どうしました？　シオン＝エシュ」

　灰色の髪を揺ゆらし、無表情でフィオナに歩み寄った少女は表情を変えずにぽつりと呟く。

「もう遅おそい」

「あら、そうですか」フィオナはこともなげに答え、眼を閉じる。そして。

　ウェポン、フィオナ＝レスファ──通称『天使』──は、壁に向かって向き直り、その滑なめらかな羽は衣ごろもをするりと脱ぬぎ捨すてた。

　上着を脱いだその下に着たボディースーツは、前から見る限りでは、首から下を隠かくした清せい楚そな袖そで付つきのコルセット、とでも言うべき外見をしていた。

　しかし後ろから見たそれは──。

　うなじから腰の辺あたりまで、鋏はさみで切り抜いたように何も覆おおうものがない。ボディースーツはフィオナの前半身にぴったりと貼はり付つき、一方滑らかな曲線を描えがいた背中は肌はだを露にしていた。

　住人の男たちは、さっきまで強気なことを口にしていたのを忘れ、息を呑のむ。

「な……んだ？　色いろ仕じ掛かけで説せつ得とくしようってか？」

　場ば違ちがいで見けん当とう違いな軽かる口くちは、そのまま動どう揺ようを物語っていた。

「下がってください」フィオナは一同に背を向けたまま、自らも二、三歩後こう退たいする。

「総員、戦せん闘とう用意」

　直後。

　地じ鳴なりにも似た瓦が礫れきの崩くずれる音がその場に響ひびいた。

「ひゃあ！」叫んだのは純血の男。

　フィオナは、シオンは、ウェポンは一気に身を強こわ張ばらせる。

　壁かべは大きく崩れていた。大人がたっぷり五人は並ならんで通れるほどの穴。土つち煙けむりとぽろぼろ瓦礫の落ちる音と、そして。

　きちきち。

　かたかた。

　しゃしゃしゃしゃ。

　形けい容ようし難がたい音をたてながら、不ふ条じよう理りな外がい見けんをした化け物の群むれが穴の向こうに集つどっている。

「そんなはずは……」計算外だ、とでも言うように呟つぶやく声があった。

「あんな、厚い壁をこんな」

「下がってください」フィオナは、今度は凜りんとした声で、もう一度言い放つ。

「あ……ひ」

　腰を落とす音。武器を取り落とす音。後ずさりする音。虚きよ勢せいを失う音。怯きよう懦だの音。

　自分たちの愚おろかさを思い知る音が、後ろで聞こえる。

　ケモノたちはゆっくりと、穴を潜くぐってきた。大小織おり交まぜて六匹。クワガタの牙きばを生やし蜈蚣むかでの足を宿した蜥蜴とかげ。獅し子しの頭が乗っかった蛞蝓なめくじ。虫の羽音をたてて宙ちゆうに浮く、蛇へびの鱗うろこを持つ蜂はち。猪いのししの四し肢しを持った魚。鮫さめの顔をした蚯蚓みみず。虎とらの身体に生えた蜘く蛛もの双そう頭とう。あるものは人より小さく、あるものは人より大きい。

　上着を脱ぬぎ捨すてたフィオナ＝レスファは、そいつらと対面する。或あるいは猛もう獣じゆうの爪つめが。或いはクワガタの牙きばが。或いは鮫の口が。フィオナを獲え物ものと、認にん識しきして。

「ひいいい！」無む意い識しきの内に、住人の誰だれかが叫んだ。

　その一いつ瞬しゆん後のち。衣きぬ摺ずれにも、川のせせらぎにも、刃やいばの風かざ切きり音にも似た不ふ思し議ぎな音と共に、白く美しいフィオナの背中から、一対二枚の純白の翼つばさが、広がる。

「天、使……？」まるで童話に、そして神話に出てくる天使のように。

　本能で何かを悟さとったのか、ききしゅうぅ、とケモノがその翼を威い嚇かくした。

　翼は──。

　その翼に生えた羽根の一枚一枚が、一いつ斉せいに動いた。

　ケモノたちがフィオナに、散さん開かいして飛び掛かる。

「舞まいなさい」

　刹せつ那な、フィオナが呟つぶやく。直後、その翼つばさから、幾いく筋すじもの白い光が宙ちゆうに飛ぶ。羽根たちが翼を離はなれ硬こう質しつ化かし、一いつ斉せいにケモノたちを貫つらぬく弾だん丸がんとなる。

　かかかかかかかかかかかかかかかかかか、か。

　足音。鳴なき声ごえ。乾かわいた音。舞まい噎むせぶ羽根の刃やいば。不ぶ様ざまな鳴き声。

　いくつ数える暇いとまもなく、六匹のケモノは壁かべに、地面に、叩たたき付つけられ縫ぬい留とめられる。




　一方、シオン＝エシュは、纏まとった衣ころもの、腕よりも長く伸びた袖そでを、人知れず捲まくり上あげていた。ファスナーを上げ、分かたれた袖を上着の襟えり元もとに留める。

　その左腕はすでに変へん異いしていた。それはフィオナの『翼』と較くらべるとあまりに醜みにくく、あまりに恐おそろしく、そしてあまりに俗ぞく物ぶつ的てきだった。

　甲こう羅らとも棘とげともつかない無数の鈍にび色いろの刃やいば。林りん立りつしたそれらに覆おおわれた肘ひじから下は、指の一本一本までが硬質化し、鋭えい利りな武器となっている。

　ケモノと同族と、純血になじられかねない腕が、そこにあった。

　──『魔ま女じよの剣』──仲間は疎そ外がいと恐れを込めてこの腕をそう呼ぶ。

　フィオナの羽根が作り出した一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの中、誰だれかが、ひゃあ、と悲ひ鳴めいをあげた。シオンの左腕を見たからだろうか。それはわからない。そんなことはどうでもいい。シオンは気付かない振りをして、ゆっくりとその凶きよう器きの掌てのひらを握にぎり締しめた。




　縫い留められたケモノたちの身体から、何十匹もの小さな仔こが踊おどり、生まれようとしていた。

「さぁ、シオン＝エシュ」広げた翼を折おり畳たたみながら、フィオナが叫さけぶ。

「攻こう撃げき開始！」それに応じてシオンが吠ほえる。

　天使の翼に魅み入いられていたウェポンたちは、それぞれ一いつ瞬しゆん遅おくれ、変へん異いを始めた。

　しかしシオンはその時すでにケモノの群むれの中に飛び込んでいた。『魔女の剣』を大きく振り上げ、鋭するどく翻ひるがえし、しなやかに叩たたき付つけ、そして切きり裂さいていく。蜥蜴とかげの首が飛び、蚯蚓みみずの体液が散り、蜂はちの羽根が破れ、獅し子しの目玉が弾はじけ、猪いのししの四し肢しが千ち切ぎれ、虎とらの耳が落ちる。引き裂かれながら切り裂かれながら潰つぶれていく。刃の多重奏は妙みように幾き何か学がく的てきで奇き妙みように不規則な、残ざん酷こくな傷きず痕あとを残す。見物人たちは目の前で繰くり広ひろげられている光景に反はん応のうできない。優ゆう美びで華か麗れいな天使の翼の向こうでは、灰色の髪の少女が、残ざん酷こくに、直接的にケモノを屠ほふっている。あんなにも自分たちを脅おびえさせた奇き怪かいな容よう姿しにまるで怯ひるむことなく、少女がひとり舞っていた。

「ほらね」ゆっくりと肘先から蟷螂かまきりの斧おのを伸ばしながら、ウェポンの誰かが呟つぶやいた。

「『天使様』と『灰はい被かぶり魔女』、この二人がいれば私たちの出番はないのよ」

　シオンの左腕に切り裂かれ、ケモノが断だん末まつ魔まの声をあげる。吹き出した返り血を浴あびるより疾はやく、シオンは次の獲え物ものを仕し留とめにかかる。

「魔女と獣けものの舞ぶ踏とう会かいだ」別の誰かが揶や揄ゆするように呟いた。

　こちらは、鮫さめと蚯蚓みみずの混合したケモノの躯からだから飛び出した無数の飛とび魚うおを、指先から出した細い糸でのんびりと搦からめ捕とっている。その間にもシオンは、別のケモノの爪つめをかい潜くぐり、高く飛とび跳はね、勢いで刃やいばを振ふり降おろし。その体液を掻かき分わけ、そのまま握にぎった臓ぞう物もつを引きずり出す。

　無む言ごんで。表情も変えずに。

　他のウェポンたちには、小物の始し末まつしか役割は回って来ない。彼らは自然、散さん開かいする。憎にくらしいとはいえ集落の住人を傷付ける訳わけにはいかないとばかりに、暴あばれ跳はねるシオンを取り囲むように四方に散って円えん陣じんを組みケモノの動きを牽けん制せいする。自分に群むらがるケモノを、彼女は容よう赦しやしない。シオンから逃げ、或あるいはシオンを諦あきらめた何匹かを、円陣を組んだ他のウェポンが洩もらさず殺す。そんな戦いが繰くり広ひろげられていた。

「でも、凄すごい……」指先から毒どく牙がを伸ばしたウェポンの少女が、感心したように茫ぼう然ぜんと、シオンの後うしろ姿すがたを見て呟く。

「莫ば迦か、凄すぎだ」隣となりにいた男が、刺とげ付つきの右腕を振りかざし言葉を返す。

「つーか、シュシュ……危あぶねぇ！」

　蜂はちに似た掌てのひらほどの小こ蟲むしが、少女の足元から針を光らせ飛ひ来らいしていた。男が少女を突き飛ばすより疾はやく、足の間を潜くぐり抜ぬけた蜂はそのまま後方に廻まわり、少女の肩の後ろに針を突き立てた。そこでようやく、男は蜂を叩たたき落おとす。体液が少女の頬ほおに散らばり、少女は痛いたみと不快感で悲ひ鳴めいをあげる。

「ぼけっとするな。いくら『灰はい被かぶり魔ま女じよ』が凄くてもな」

　叩き落とすと即そく座ざに意い識しきをケモノの群むれに向けながら男が言った。

「痛っ……ごめんなさい」

　シュシュ、と呼ばれた少女は肩を押さえながら突き立ったままの針を抜く。

「まぁ確かに、圧あつ倒とうされちまうが。初めてだろお前、あれ見るのは」

「え……はい」

　話しながら男は再ふたたび襲おそい掛かかってきた小型のケモノを右腕で潰つぶした。

　少女もようやく表情を変え、ケモノを注ちゆう視しする。

「いつもこうだ。真っ先にケモノの群れの中に飛び込んで、無む茶ちや苦く茶ちやに暴れ回る」

　そのやり取りも、シオンは見ていない。会話も、シオンに聴きこえてはいない。魔女の剣はただケモノの血を吸い、艶あでやかに、嬉うれしそうに跳ね回り続ける。

　ケモノの数は六匹。天使の羽根に繋つなぎ止とめられて動けないそいつらを、シオンは無む慈じ悲ひに蹂じゆう躙りんしていく。容よう赦しやはしなかった。見せ掛けの首を落としてもケモノは死なない。完全に息の根が止まっているか確かめなければ刃の猛もう攻こうは終わらない。死し骸がいから飛び出した多数のケモノも同じ。小型であるから振り回す一いち撃げきで潰れ裂さける。しかし油ゆ断だんはしない。背はい後ごから飛びかかり、這はい寄よるそいつらさえ、魔女の剣は逃のがさない。

　一いつ瞬しゆんとして動きを止めず、刹せつ那なとして視し線せんを留とめず──

　魔ま女じよの陵りよう辱じよくは続く。




　そして住人たちにとって、天使の夢と始まったそれは、魔女の悪夢と終わった。




　血にも似た赤い夕ゆう陽ひを浴あびながら、それを受けて一いつ層そう輝かがやく白い翼つばさ。そしてその向こうで、ケモノたちの死し骸がいの海の中、体液と夕陽よりも赤い血を浴びた刃やいばの左腕を震ふるわせながら、息を弾はずませる少女。左腕以外には返り血も浴びていないのは、その速さ故ゆえか。それとも魔ま法ほうでも使ったか。

　すべての敵てきが動かなくなったのを確認して、不ふ意いに灰色の髪は激しく揺ゆれ。

「ああああ、はは、ははは、うふふふ、ふふふ、あはははははははははははは……!!」

　灰はい被かぶり魔女が、死体に埋うもれながら、頭を震ふるわせて、高らかに笑った。




　住人たちは、一いち様ように腰を抜かしたまま、恐きよう怖ふと後こう悔かいに震えていた。

　その場にいた誰だれもが、ケモノに恐怖を覚えた。

　しかしこの女は──少女は──それよりも。

　誰が、この狂くるった魔女に、何が言えるというのだ？

　もう誰も、言い掛かりをつけて報ほう酬しゆうを減へらそうなどとは寸すん毫ごうも言わなかった。
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「お楽しみは終わったかい？」

　下げ衆すななりをした娼しよう婦ふの腰に手を回しながら、男がにやにやとほくそ笑えむ。路ろ地じ裏うらから出てきたイルを出迎えたのは、トツメの視し線せんだった。

「お前と一いつ緒しよにするな」

「どうだか」

「帰るぞ」

「お、もういいのか？　淡たん白ぱくなこって」

「お前と一緒にするな、と言ってる」

　トツメは娼婦を解放し、幾いくばくかの金きん属ぞく片へんを渡わたす。女はにこりともせずにそれを受け取ると、無む言ごんで去っていく。

　イルはトツメと並ならんで、歩き出した。

「今日は早いお帰りだな。まだ夜明け前だぜ？」トツメが軽い調ちよう子しでイルに話し掛ける。

「別に」

「というかお前、あの女、買ったのか？」薄うすら笑わらいを浮かべる。

「……見てたのか？」

「女が路地裏に入っていく所だけな。かまかけたんだが、どうやら当たりか？　やっぱりお楽しみだったんじゃねぇか」

「別に買った訳わけじゃない。……ただ、話をしていただけだ」

「ひひ。まぁそういうことにしとこうか」

　勝手に誤ご解かいしたまま会話を自己完結させるトツメに、イルは微かすかに憤ふん慨がいする。しかし、本当に話をしていただけだ、と言っても信じる訳がない。調子外はずれにしか聞こえないし、無意味もいい所だ。イルは誤解を解とく努力をやめた。

　それに、トツメという男は、これで妙みように憎にくめない。トマージの仲間たちは殆ほとんどが油ゆ断だんならない、気を許ゆるせない連中ばかりだが、トツメはどこか抜けていた。べらべらとよく喋しやべるのは気に入らなかったが、その言葉はイルに対して、無む防ぼう備びに自分をさらけ出しているようにも見て取れる。

　だからイルは、トツメのことが嫌きらいではなかった。かと言って、好きな訳ではないのだが。

「しかしアレだね。お前も物好きだよ」

「何がだ？」

「何でわざわざ西区から出る？　あそこに居いればお前は少なくとも安全だ」

「息が詰つまる」

　トツメが相手の時、イルがつい本音を喋しやべってしまうのはそれ故ゆえだった。無む意い識しきに気を許ゆるしてしまう、そんな所がトツメにはあった。

「まぁ、わからんでもないがね」

　しかしトツメはそんなイルの本音を、何かに利用しようとか、そういう考えが抜け落ちているようだ。実じつ際さい、トツメが故こ意いにイルに不ふ利り益えきをもたらしたことはない。

「父さんには言うなよ」

　無意識の、結果的には、というのは何度もあったが。

「言わねぇよ」

　世よ渡わたりが下へ手たな訳わけではない、が、奸かん計けいを巡めぐらせる姑こ息そくさもない。どちらかと言えば、あまり何も考えずに、のらりくらりと世の中を生きる、そんな奴やつだった。

　外出の時に護ご衛えいをつける、という父の言葉に表向き素直に従したがうためには、トツメは恰かつ好こうの人材だったと言える。これが他の人間だったら、護衛の任にん務むを忠ちゆう実じつに果はたそうとイルに貼はり付ついて離はなれなかったり、イルの行動を逐ちく一いちトマージに報ほう告こくしようとして眼めを光らせていたり、或あるいは隙すきを見てイルを殺そうとするかもしれない。

「しかし、お前も大変だねぇ」

「……何がだ」

「色々と、さ」

「どういう意味だ？」

「いや、他た意いはねぇよ」本当に他意はないのだろう。

　そのまましばし、二人は並ならんで歩き、

「……なぁ」今度はイルが躊躇ためらうように話し掛ける。

「ん？」

「どうして、僕には名前がない？」

　ずっと感じていた疑問だった。

　イルには名前がない。

　父親は『トマージ＝イル』。姉は『ルル＝イル』。『イル』というのは血族名でしかなかった。イルは──この少年は、他人から、或いは家族から、一度も個人名で呼ばれたことはなかった。

　故に西区の人間は、彼のことを『名無し』と呼ぶ。もっともそれは陰かげ口ぐちであり、面と向かってそう呼ぶのはトツメくらいのものだったが。

「……何で俺に尋きくんだ？」しかしトツメは困ったように返事をした。

「知らないのか？」

「俺が知ってるとでも思ったのか？」

「そういう訳じゃない」トツメくらいしか尋ける相手がいなかっただけだった。

「俺がスラムに来た時な」

　一いつ瞬しゆんの後のち、トツメはおもむろに、独ひとり言ごとのように口を開いた。

「俺がスラムに来た時、俺はまだ十二で、お前の親父はもう西区のボスだった。……俺は生きるために必ひつ死しで、その時運よくお前の親父に拾われて、仲間に入れてもらったんだ。その時お前はもう六つか七つだっけ」

「八年近く前か」

「ガキの時から今と同じで、誰だれも寄せつけねぇような鋭するどい眼めをしててな」

「うっすら覚えてる……それが何の関係がある？」

「昔話だ」

「……話を逸そらすな」

「いや、だからそういう事だ。俺が来た時にはお前はもう……その……」

　トツメは少し口くち籠ごもった。

「『名無し』か？」

「そう……。そうだったんだ」

　トツメは何も知らない。嘘うそではないようだった。

「そうか」

「ああ」

「わかったよ」イルは短く、会話を終わらせた。

　イルは、何も知らなかった。

　自分が誰から生まれたのか。

　自分には何な故ぜ、名前がないのか。

　気付いた時にはトマージが父親としてイルを威い圧あつしていたし、ルルは姉として、母親として、イルを守ってくれていた。父も姉も何も言わなかったし、イルも何故か尋きけなかった。

　だけど──。

　この世界で多た分ぶん、名前がないのは自分だけなんだ、とイルは何となく思う。

　それは、自分がどこか、世界からずれているような感かん覚かくだった。
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　エデンの廊ろう下かは、いつもと同じで静せい寂じやくが空間を支配する。

　シオン＝エシュは仕事を終え、自分の部へ屋やに帰ろうと、その静寂に足音をたてていた。

　仕事。それはウェポンにとっては仕事以外の何ものでもないものだった。しかしシオンは、唇くちびるを噛かむ。

　今日は、六匹殺した。

　次は何匹殺せる？

　シオンは無む造ぞう作さに歩きながら、自問する。

　──あと、何匹殺せば。

「……辿たどり着つける……？」そして、微かすかな声でひとりごちた。

　この長い廊ろう下かみたいに。シオンは思う。それがどんなに長くても、自分は歩いている。それが一歩でしかなくても、自分は進んでいる。

　……いや、歩いているんじゃない。

　走っているんだ。全力で。

　仮に誰だれかが邪じや魔まをしたとしても──。シオンは廊下の先を睨にらみ付つけた。

　不ふ意いに、視し界かいに人ひと影かげがあることに気付く。

「あの……」人影は声を発した。「シオン＝エシュさん」

「……はい？」

　シオンは返事をしながら、その顔を確認する。見み慣なれない顔だった。しかし知らない顔ではなかった。

「あの、私、さっきの出動で……」一いつ緒しよだった記き憶おくがある。「一緒だった、シュシュ＝ケイトと言います」

　十二、三歳の少女が、そこには立っていた。

「何か用事？」

「いえ、あの……」シュシュと名乗った少女は逡しゆん巡じゆんしたように目を伏ふせる。

　シオンはシュシュの前を無む言ごんで通り過ぎる。その少女は口くち籠ごもり、何かを言いたそうにしていたが、シオンは『天使』のように、優やさしく微ほほ笑えむことなどできそうになかった。

「怪け我がは……」しかし。「怪我の手当ては？」

　去さり際ぎわにシオンは、その少女が戦せん闘とう中ちゆうに負ふ傷しようしていたことを思い出し、自身が躊躇ためらいつつも話し掛ける。背中を向けたままだったが、少女の逡巡が奇き妙みようにほどけるのを感じた。

「は……はい！　ありがとうございます！」シュシュは顔を輝かがやかせる。

　そしてシオンに向かって、高こう揚ようしつつまくし立てた。

「あの……シオンさん、さっきの戦闘、凄すごかったです！　私も……私もいつか、シオンさんみたいに強くなりたいと思ってます!!」

　シオンは、振り向かない。振り向けなかった。

　ただ。

「私が恐こわくないの？」その代わり、とでもいうように、立ち止まり、尋きいた。

「はい！　……いえ、少しは恐いかもしれませんけど……でも……私……」

「怪我、ちゃんと治ち療りよう区くで診みてもらいなさい」

　自分でも、何な故ぜそんなことが言えたのかわからない。

「……はい！　ありがとうございます！」

　しかし、シュシュは破は顔がんし、頭を下げる。それがシオンにも気け配はいで伝わる。

　シオンはそのまま、また歩みを始める。

　シュシュとは裏うら腹はらに、その表情は苦く渋じゆうと苦く笑しように満ちていた。

　強い、とシュシュは言った。自分のことを『強い』と。

　──冗じよう談だんじゃない。

「私は……」シオンはそして、唇くちびるを噛かみ、誰だれにも聞こえないような、声にもならない呟つぶやきを洩もらす。

　──私は強くなんかない。

　まだ、まだ、まだまだ足りない。

　長く伸びた左腕の袖そでを、シオンは密ひそかに握にぎりしめた。
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　ほんの一いつ瞬しゆんの気の弛ゆるみが命に関かかわることになる。それはスラムでの真しん理りであり、事実でもあった。ただ、常つねに不ふ条じよう理りで、また堪たえ難がたい。真実は常に納なつ得とくできる形で到とう来らいするとは限かぎらない。襲しゆう来らいし、そして陵りよう辱じよくし、時には殺す。

　忘れていた訳わけではない。しかし油ゆ断だんがなかったと言えば嘘うそになる。

　囲まれていることを認めた時には、もう遅おそかった。無む言ごんのままに詰つめ寄より、圧あつ力りよくをかけてくる十数人の集団は、殺意をその眼めに宿らせたまま、じっと息を潜ひそめていた。

「参まいったな……」トツメがやれやれ、といった表情で頭を掻かく。

「お前、ここで随ずい分ぶん目立ってたらしい」

「そうみたいだ」イルは自分とトツメを囲む男たちを見み据すえながら呟いた。

　数人、見覚えがある。前回ここに来た時に殺し合いをした集団に混じっていた顔。

「この前真っ先に逃げ出した下げ衆すが頭数を揃そろえて復ふく讐しゆうか？」イルが嗤わらう。返事は、ない。

「なんだ、知り合いか？」トツメは間ま抜ぬけな冗談を口にする。

「そうなら、帰ってもらってくれよ」

「莫ば迦か。話し合いができるならそうする」

「そりゃそうだ」

　男たちはゆっくりと、しかしはっきりと殺意を持ってにじり寄ってくる。

「しかし、あれだな」トツメは笑った。

「こいつはちと、ヤバいかもな」

「全部で……」

「十二人か」

「ひとり六人だ」

「まだ仲間がいるかも」トツメは珍めずらしく慎しん重ちような台詞せりふを吐く。「物もの陰かげに隠かくれているとか」

「その気け配はいはないみたいだ」イルは落ち着いて返す。しかし内心、酷ひどく警けい戒かいしていたのも事実だ。

「でも、仲間を呼ばれる可能性もあるぞ」

　この人数に尾つけられていたのに気が付かなかった。その事実がイルを苛いら立だたせ、また更さらに過か敏びんにもさせていた。

　自分が情けなかった。愚おろかしくも油ゆ断だんしていた。

「お前ら」イルが静かに集団に呟つぶやいた。そして、敵てき意いを剥むき出だしに殺意を混ぜる。

「全員、殺す」

「囲まれてる奴やつの台詞せりふじゃねえな」やっと集団のひとりが声を出す。

「強がりか？」

「事実だ。──それで追おい詰つめてるつもりか？」

「おい」短い声でトツメが諫いさめる。挑ちよう発はつするな、と言っていた。

　しかし、その刹せつ那な。

　瞬まばたきほどの間に、イルは懐ふところから短刀を取り出しながら、上じよう体たいを屈かがめて低てい姿し勢せいで地に跳はねた。そして眼めで追うよりも疾はやく男のひとりの懐に飛び込むと、地面すれすれから半身を跳ね上げ、その手に持っていた刃やいばで男の首くび筋すじを裂さく。

　脈みやく動どうに合わせて血の噴ふん水すいが不ぶ様ざまに昇のぼった。

　男が倒たおれた時には、すでにイルはトツメの傍そばに戻もどっている。

「まずひとり」イルは笑いもせずに宣せん言げんした。

　空気が、強こわ張ばる。

「人の話を聴きけ」トツメが怒おこったように呟く。

　男たちは俄にわかにざわめき立ち、身み構がまえる。

　イルは短刀を逆さか手てに持ち替え、また身を低くした。

「……ったく、お前はともかく、俺は丸腰だぞ？」トツメは不満そうに鼻を鳴ならす。

「向こうもそうだ」イルはこともなげに返す。

「俺はお前ほど、強かねえ」

　便べん宜ぎ上じようの護ご衛えいなどそんなものだった。邪じや魔まなだけだ、とイルは父親を心の裡うちで責せめる。

　警戒を強めながらもじりじりと、にじり寄る人の渦うず。

　イルはそれらとトツメを交こう互ごに見み遣やり、少し、逡しゆん巡じゆんした。

　実じつ際さい、イルの強みはその敏びん捷しようさだ。刃は殺すための手段でしかない。素す手ででも、その疾さで相手の虚きよを突けば、首の骨をへし折るくらいわけはない。自分の力を過か信しんしている訳わけではなかったが、足あし手で纏まといはトツメの方だった。トツメの動きは鈍にぶい。力こそイルよりは強いものの、多数に囲まれれば不利になるのはトツメの方だ。

　──どう殺すのが、合理的か。

　全部で十二人。ひとり六人。──トツメを見捨てるのは、少し偲しのびない気がした。

「おい」イルは後ろを振り向かず、背中を守るトツメに声を掛ける。

「使え」そしてその手に持っていた短刀を、背中越しに差し出した。

「……あ？」トツメの声が低くなる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。──多た分ぶん、足あし手で纏まといはお前の方だから」

「言ってくれるな」トツメは否定しない。

「……ま、その通りだが。その方が合理的に殺せる、か？」

「そうだ」イルは表情を、気け配はいを変えずに呟つぶやく。

「いいのか？」トツメは確認しながらも、短刀を受け取った。

「──死ぬな」イルは短く告つげる。そして殺意を再ふたたび、目の前の敵てきに向けた。

「はっ！」トツメは笑う。囲まれている状じよう況きように変わりはなかったが、武器を手にして微かすかに落ち着いたような声だった。

「お前、いつもそうだよな。誰だれも寄せつけないような鋭するどい眼めをして──殺意をまき散らしながら生きる」

「何を言っている？」

　イルは背中越しに笑い返す。こんな時にする話ではない、呑のん気きな口く調ちようだった。

　それはつまりいつものトツメ、ということだ。

「その癖くせ、変にお人好しだよ」

　トツメは尚なおも笑う。短刀をひらつかせているのが気配でわかる。

　そんなトツメを、イルは少しだけ、心強いと感じた。

「……軽かる口くちは終わってからにしろ」しかし、気は抜けない。

「いや」トツメの口調は、変わらなかった。

　不ふ意いに後ろから敵意のない感かん触しよくが、イルの肩を抱だく。

　直後、鋭するどく冷たく、堅かたい何かがイルの喉のど笛ぶえを横に走り抜けた。

「……が？」

　イルは間ま抜ぬけな声をあげる。いや、正確にはあげようとした。声は発せられることなく、掻かき消きえる。熱あつく生なま臭ぐさい錆さびの味がイルの喉に溢あふれ、うがいのようながぽ、と血の泡あわ立だつ音が、耳に届とどいた。

　──なん、だ？

　訳わけがわからない内に、湧わき出でる血によって息が塞せき止とめられる。反はん射しや的てきに喉を掻きむしると、体温よりも熱い滑ぬめりが爪つめの間に流れ込む。

「軽口じゃ、ないんだ」トツメの声が聞こえた。

　更さらに、背中に異い物ぶつが侵しん入にゆうする痛いたみ。脊せき髄ずいを抉えぐられる感かん触しよくと共に、下半身が痺しびれる。

　イルは倒たおれ込こんだ。

　流れる視し界かいに、血ち塗まみれの刃やいばを持って嗤わらうトツメの顔が、見えた。

「悪いな」声は、間ま延のびして聞こえる。「この方が合理的に殺せる。……お前の言う通りだ」

　更さらに駆かけ寄よった数人が、イルの手足を押さえる。その向こうでにやにやと厭いやらしく笑う奴やつらのひとりが、ひゅう、と揶や揄ゆするように口笛を吹いた。

「御苦労だな、トツメ」

「すまねえな。ひとり、死んじまった」

「構かまわねぇ。どうせ人数合わせだ」

　口から溢あふれ出でる血。息ができない。抵抗しようにも足が動かない。状じよう況きようが理解できなかった。頭では何となくわかっていても、信じられなかった。

　そんなイルを見み遣やると、トツメはいつもののんびりとした口く調ちようで、短刀をかざす。

「さぁ、急いで処しよ置ちしねぇと。──何せこいつは特別製だ。呑のん気きしてる内に傷が塞ふさがっちまう」

　トツメは世せ間けん話ばなしでもするようにそう呟つぶやくと、イルの身体を仰あお向むけに転ころがす。手に持った短刀を矯ためつ眇すがめつしながら、刃を立てた。

「……よっ」間ま抜ぬけな声と共に。

　イルの左胸に刃が突き立つ。

　その身体が硬こう直ちよくし一いつ瞬しゆんの後のち大きく跳はねた。

　真っ赤になった視界の中、変わらない笑え顔がおで、裏うら切ぎり者ものが嗤った。
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　住まいとも呼べない、申し訳程度に薄うすい戸板で囲まれた『家』に帰ると、スラムにはまるで不ふ似に合あいな、小こ奇ぎ麗れいな格かつ好こうをした少女が、嬉うれしそうに部へ屋やの中に佇たたずんでいた。

　上じよう機き嫌げんな面おも持もちでカーテンを潜くぐったキキトは、来客の顔を見み遣やるや、一いつ層そう顔を紅こう潮ちようさせ、駆かけ寄よる。

「シュシュ……」

　久しぶりに会う妹の名を、呼んだ。

「ただいま、姉さん」

　シュシュは姉に抱だきついた。キキトの服ふく装そうはスラムに見合った、みすぼらしく薄うす汚よごれたものだったが、自分の服が汚れるのにもまるで構わず、全身で姉との再さい会かいの喜びを味わう。

「……どうしたのよ」キキトはしかし厳きびしい顔でシュシュを引ひき剥はがす。

「あんた、また……」

「へへ」シュシュは無む邪じや気きに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」複雑な表情でキキトは問う。

「うん。仕事終わった直後だし、すぐには召しよう集しゆうないから、ばれないよ。レインさんがこっそり通してくれたの」

　そうして十三歳の小さな少女は、懐ふところから結けつ構こうな量の金きん属ぞくの入った袋ふくろを取り出し、ほら、と姉の目の前で揺ゆらした。
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「報ほう酬しゆうも貰もらったよ」

「……何、言ってるの……。あんたが無ぶ事じで、良かった」

　キキトは思わず、声を上ずらせた。

　この小さな妹が『上』に昇のぼったのは、一年ほども前のことだった。

　蛇へびに似た鱗うろこで覆おおわれた右足を持つ姉と、指に毒どく牙がをたたえた妹。姉の変へん異いはスラムでも何の変へん哲てつもない──つまりは何の使い道もないものだったが、妹のそれは、違ちがった。普ふ段だんは純血の人間と変わらない外見を持っていたが、危き険けんを感じると指先から毒牙が伸びる。

　第一位変へん異い種しゆ、と一般に呼ばれる存そん在ざいであったが、その存在は普ふ通つうの変異種と比べて異い常じように少ない。だからスラムでは、純血の外見である、という認にん識しきがすなわち異い端たんとみなされることに直結する。毒牙、という危険な変異を隠かくし持もっている純血もどき。他人の感情は、その一点に収しゆう束そくしていた。

　幼い頃ころからずっと、差別、嫉しつ妬と、畏おそれ、偏へん見けん、あらゆる負ふの感情にさらされ続けた妹を、キキトは必ひつ死しに庇かばい続つづけた。父は最初からいなかった。娼しよう婦ふだった母は、客の誰だれかから伝う染つされた病やまいで、三年前に死んだ。自分もいずれそうなるだろうというのは、キキトも何となく覚かく悟ごしていたから、同じ道を妹にまで歩ませることはしたくなかった。

　そんな妹がある日突とつ然ぜん、『上』──バベルにあるエデンの傭よう兵へいになる、と言い出した。人間の天てん敵てき──ケモノと戦うという危き険けんな仕事。まだ十二歳にも満みたなかったシュシュの言葉にキキトは反対したが、妹の意い志しは堅かたかった。キキトに話した時にはもう、シュシュは秘ひそかに上に赴おもむき、エデンの入団許可を受けていた。

　確かにこのままスラムにいても、シュシュの未来に選せん択たく肢しはない。すなわち姉と同じく娼しよう婦ふになるか、それともその毒どく牙がを利用して人殺しや恐きよう喝かつを生業なりわいにするか。──どの道、命を削けずりながら死を伸ばすしか、生きる道はなかった。

　それならばと、キキトは妹をエデンに送り出した。

　それから、季節はもうひと回り。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　その人に迷めい惑わくかけてるんじゃないの？」

　キキトはシュシュの肩を抱だき、眉まゆをひそめながら髪を撫なでる。

　一いつ旦たんエデンに入ると衣い食しよく住じゆうの心配はいらない。報ほう酬しゆうも貰もらえ、それなりの豊かな暮らしができる。しかしそれは言葉通り命の、そして自由の値ね段だんだった。仮に戦せん闘とうで死んでも文もん句くは言えず、普ふ段だんの行動さえ著いちじるしく制せい限げんされる。本来なら外出など、不可能なはずだった。

　しかしシュシュは何ヶ月かに一度、こうして戻ってくる。シュシュによれば、事情がある場合に限って『レインさん』という人物がこっそり手引きしてくれる、ということだった。それがどんな人物なのかキキトは知らない。しかし『こっそり』ということは勿もち論ろん、シュシュもその『レインさん』も、それなりの危険を背せ負おっている、ということだ。

「もちろん我わが儘ままは言えないけど──家族に会うだけって知ってるし、私を信用してくれてる。ちゃんと戻ってくるって約束してるもん」

　壁かべを背に並ならんで座り、姉妹は言葉を交わす。

「仕事は？」

「……うん。大丈夫」

「本当に危あぶないと思ったら、すぐに逃げるのよ」

「大丈夫だって」

「──上は、どう？　酷ひどいこと、されてない？」

「大丈夫。皆、私と同じなの。私みたいに酷い扱あつかいを受けてきた──ううん、私なんかまだましな方よ。他の所──特に純血と同じ集落にいた人はもっと酷い。それにここから来た人も他に何人かいるし。……皆、私に優やさしくしてくれる」

「──そう」

　キキトはシュシュの肩を抱いた。

　シュシュがエデンに行った本当の目的を知ったのは、つい最近、シュシュが何度めかの出動を終えて、一度帰ってきた時だった。

　──私がお金を貯ためて、姉さんをここから出してあげる。

　妹は、そう言った。

　エデンのある『上』──機械都市には、純血の人間が街を作っている。純血の、純血による、純血のための閉ざされた生活空間。キキトたちの棲すんでいる真上で、何百人もの純血が安あん穏のんと金きん属ぞくの壁かべに囲まれ、暮らしている。エデンはその都市──『バベル』の階かい層そうを幾いくつか私有し、独自の営えい利り活動を行っている組そ織しきだった。

　そうしてエデンを動かしているのは、都市の中でも巨大な権力を持った人物であるらしい。シュシュの話によれば、大きな、記録に残るほどの功こう労ろうをあげたウェポンは、更さらに大量の金属をエデンに支払うことで、『バベル』への入にゆう居きよを許きよ可かされる、ということだった。そしてそれが、変へん異い種しゆがウェポンとなることで得られる最大の報ほう酬しゆうだった。

　本来ならば機械都市に変異種が住むなど莫ば迦かげた夢物語でしかないし、事実納おさめなければならない金属だって並なみ大たい抵ていの量ではない。しかし、それが──前例はないとしても──可能である、という。そう公言されている。

　──私が強くなってお金をためれば、姉さんと上に住めるんだよ。

　妹は、そう言った。

　その言葉が嬉うれしく、そして悲しかった。

「いい？」だからキキトは、帰ってくる度たびに、シュシュに同じことを言う。叶かなわない夢を見る妹に、しっかりと言って聞かせる。

「絶ぜつ対たい、無む理りしちゃ駄だ目めよ。危あぶなくなったら逃げなさい。──死んだりしたら、許ゆるさないから」

　妹は、その度に笑う。「大だい丈じよう夫ぶだよ」と言う。幼い頃ころからのシュシュの口くち癖ぐせだった。

「今日はね……」

　シュシュは嬉しそうに語る。

「エデンには、凄すごい人がいるの。とても強くて、ケモノなんかあっという間に倒たおしちゃうの。少し恐こわい感じのする人で、誰だれともあまり話さないんだけど──。私、少しだけ話、した。ぶっきらぼうだったけど、優やさしい人だったよ」

　決して、キキトの前で悲しい顔を見せない。それがキキトにはいつだってたまらなかった。

「あそこは、辛つらくないよ。訓くん練れんとかちょっときついし、規則も厳きびしいし、しんどいけど、それも自分の身を守るためだもん。辛くない。私、もっと強くなる。もっと、──あの人みたいに強くなって、たくさん働く。そして、絶対いつか上に家を買って、姉さんと住むんだ」

「シュシュ」キキトはだから、眉まゆをひそめる。妹はいつだって無理をする。

「焦あせっちゃ駄目」

「わかってる。絶対無理はしない。でも頑がん張ばってる。──それでいいでしょう？」

　しかしシュシュもまた、キキトの気持ちを痛いたいほど察さつしているようだった。

「そうね」

「……姉さんは？　辛つらいこと、ない？」

「私？　私は、ね……」辛いことなんかないと言いかけて、キキトはふと、思い当たった。

　そしてシュシュに向かって笑う。

「……楽しいことがあった。友達が、できたよ」

　キキトは、真っ黒な髪の、不ふ思し議ぎな少年のことを話した。その話をすれば妹も安心する、そう思った。

　あの少年も、妹と同じく、身体のどこにも変へん異いはない、と言っていた。多た分ぶんあの少年も、妹と同じなんだろう。自分以外の存そん在ざいから疎うとまれ、憎にくまれ、蔑さげすまれ、だから見えもしない月をひとりで見ながら。それでも心の奥では、誰よりも寂さびしがっている。

　キキトはシュシュに楽しげな言葉を向けながら、考えていた。

　──今度会ったら、この娘この話をしよう。

　目の前で笑い聞き入る妹を見つめながら。
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「おいトツメ。足は、ちいと無む理りだな」

　イルを押さえた男のひとりが面めん倒どうそうに、しかしどこか浮わついた調ちよう子しでトツメに呼び掛けた。

「そうか……じゃ、仕方ねえ」トツメは応える。

　その手には、奇き妙みように大きい何かの塊かたまりを、弄もてあそんでいる。

　血と泥どろと肉。

　イルの右腕、肘ひじから先、だった。

「しかし、何なんだ？　こいつ……」

　驚きよう愕がくしたように誰だれかが呟つぶやく。トツメがイルを刺さしてから、まだ三十分も経たってはいなかった。しかし苦く悶もんの表情で必ひつ死しの抵てい抗こうを試こころみるその少年は、既すでに足に力を込め、男たちを引ひき剥はがそうともがき、暴あばれていた。

「いくら何でもおかしいぜ？　ちゃんと、心臓刺したんだろうな？」

「……当たり前だ。喉のどと背中と心臓。見てただろ？」

　何も知らない者は間ま違ちがいなく、イルに驚おどろき、恐おそれを抱いだくだろう。確信をもって頷うなずいたトツメだったが、その実、気き味みの悪さに呆あきれかけていた。

　──心臓を刺しても死なない、そんなことがあるのか、と。

　相当に痛いたくはあったらしい。硬こう直ちよくし飛とび跳はねて痙けい攣れんし喉のどの傷口から血ち飛沫しぶきをまき散らし狂くるったように暴れていた。その前に脊せき髄ずいを傷付けたから下半身はまるで動かなかったが、上半身だけで跳ね回り、声にならない声で血混じりに吠ほえる様さまは、気味が悪いのを通り越して笑いさえ出る。

　しかし短刀を引き抜き少し待つと、事切れるどころか動きが活発になっていく。慌あわてて一同が取り押さえると反抗さえする。

　背中の傷は、早々に塞ふさがってしまったらしい。治なおったかどうかはともかく、心臓も動いているようだ。思いきり深く掻かき切きった喉のどはまだ完全に癒いえてはおらず、時とき折おり血の泡あわを口の端はしに滴したたらせながら、声にならない声を搾しぼり出だしてはいたが、それももう少しで治ってしまうだろう。

「……化け物め」誰だれかが喉を鳴ならした。「どうすりゃあ、死ぬんだよ」

　背中を刺さしたトツメはだから、イルが完全に動けなくなるようにと、四し肢しの切せつ断だんを命じた。『仲間』は、イルのものだった短刀で、イルの右みぎ肘ひじから先、腕の肉を、血を、筋きん肉にくを、神経を掻き分け、そして刃こぼれにも構かまわずに、最後に骨を、切断したのだった。さすがに短く薄うすい刃では、足までは上う手まく切り落とせなかったらしい。しかしイルを満足に動けなくさせるには、取とり敢あえずは右腕だけで充じゆう分ぶんだった。

　それでもなお、逃のがれようと足あ掻がき、暴あばれる。

「首、切り落とせば死ぬんじゃねえか？」誰だれかが震ふるえる声で、剣けん呑のんなことを口走る。

「そうだな」トツメは首しゆ肯こうする。しかしまだ、そうしない。

「でもまぁ、即そく死ししないなら即死しないで、それなりに、な」

　トツメは息いき巻まく男たちを制すると、ゆっくりと腰を降おろし、仰あお向むけのイルを、見下ろした。




「が……ん、で、だ」

　イルは、必ひつ死しに抵てい抗こうしていた。

　堪たえ難がたい痛いたみと屈くつ辱じよく、そして不ふ思し議ぎな喪そう失しつ感かん。気が狂くるいそうだったが、抵抗することで辛かろうじて正しよう気きを保たもっている。

「おっ！　もう喋しやべれるのか」トツメが感心したように嗤わらう。「丈じよう夫ぶな身体に産んでくれた親に感かん謝しやしなきゃな」

　喉の傷は、呼吸ができるまでに恢かい復ふくしていた。

「お、ま……えな……んで」発音が明めい瞭りようになり始める。出血は既すでに収おさまり、気き道どうと声せい帯たいは正せい常じように働きつつある。

「なんで、だって？」

　トツメは呑のん気きに聞き返した。それはあまりにも普ふ段だんと変わらない、間まの抜ぬけた声だった。そしてそのことが一いつ層そう、イルの胸に、痛みよりも堪え難いものとして残る。

「……ま、最後だしな。教えとくのも悪かねえ。俺は……お前が嫌きらいじゃなかったぜ。人間嫌いなのかお人好しなのかさっぱりわかんねえ、お前みたいな態たい度どの矛む盾じゆんした奴やつは。誰も信じちゃいねえのかと思いきや、妙みように無む防ぼう備びで」

　その瞳ひとみは、何な故ぜか優やさしかった。少なくとも、嘘うそを言っているような眼めではなかった。

「……でもな。この前この界かい隈わいでやらかした殺し合い。あれはいけねえ」

　しかしその眼に、悲しみが宿る。

「俺はな……今の暮らしが嫌きらいだった訳わけじゃねえ。お前の親父は、あれで結けつ構こう羽は振ぶりがよかった。俺も、だから西区で働いてた」

「……と、つめ？」イルは思わず力を抜いた。

　ここぞとばかりに、強い力がイルを縛いましめる。

「友達がいたんだ」

　展てん開かいは突とつ然ぜんだった。

「ガキの頃ころから一いつ緒しよでな。スラムにも二人で来たんだ。まぁちょいと事情があって、俺は西区、あいつは東区で、別れることになって、それぞれ何とかやってた訳だよ」

「え？」

「でもな。……そいつ、この前、死んじまった」

　……まさか。イルは、無む言ごんで尋きいた。

「そう」トツメは頷く。「右手が触しよく手しゆみたいになってた奴やつ。お前、殺やったろ」

「……そう、か」

　イルの返事は、どこか上うわの空そらだった。よく、──スラムではとてもよくあることだった。殺したことを後こう悔かいしてはいなかった。先に手を出したのは向こうだったからだ。ただ、トツメを怨うらむ気持ちが消えた、それだけだった。裏うら切ぎられた訳じゃなかったのか、そう、思った。

「さ、感かん傷しようたっぷり、お別れの時間は終わりだ」トツメは自じ嘲ちようするように呟つぶやくとイルの右腕を放り出し、誰だれかから短刀を受け取る。

「首、落としてやるよ。かなり痛いてぇと思うが仕方ねぇ。そうしなきゃお前、死なないっぽいし」

「化け物め」誰かの声が遠くに聞こえる。

　トツメは短刀を逆さか手てに持ち、イルを見下ろした。

「何か、言い残すことはあるか？」

「……僕は」しかし。

「僕はまだ、死ぬ気はない」

　イルの瞳に、再ふたたび力が宿る。

「僕は確かにお人好しらしい。正直、お前のこと、多た分ぶん信しん頼らいしていたよ。……だけど、素直にお前に仇かたきを取らせてやるほどじゃない」

「俺もだ」トツメは、狼狽うろたえなかった。「お前を見み逃のがしてやるほど、お人好しじゃない」

　暫しばしの間の、無む言ごん。

「……お前ら」先に口を開いたのは、イルだった。

　首をもたげ、イルを見下す顔を順番に仰あおぎ見る。その視し線せんに込められたのは、いつもの全てに対して向けられる憎にくしみではない。トツメと、その仲間、全員に向けて。

「……何でだ？」

　イルは、そう言った。

　たった四文字だった。間ま抜ぬけで、我わが儘ままで、不ふ条じよう理りな言葉だった。

　それしか浮かばなかった。ただ、そう思った。

　空気が、弛し緩かんし、同時に強こわ張ばる。

「……やれよ」誰だれかが呆あきれたように呟つぶやいた。

　トツメは無む言ごんで、刃の欠けた短刀を、イルの喉のど元もとに。

　迷まよいなく、垂すい直ちよくに、突き立てた。
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　広い部へ屋やで、金髪の女性が寛くつろいでいた。

　バベル第十三階かい層そう、エデン本部。第四区画、ウェポン居きよ住じゆう区く、個室。

　そして『天使』フィオナ＝レスファは、突とつ然ぜん立ち上がる。

「……あ」声にならない声をあげた。

　身体の奥で、何かが震ふるえる。

　譬たとえようもない不安と、安心感。

「……これは」

　唐とう突とつだった。しかし感じる。確かく証しようはないが、間ま違ちがいない。

　──自分の時と同じだ。

「はじまる」
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　確かに、刃は刺ささった。

　骨に当たる感かん覚かくがあった。

　手を捻ひねった。ごり、と肉の中に埋うまった堅かたいものをこそいだ。

　直後、事切れる気け配はいがした。

　まだ半分ほどで切せつ断だんには至いたっていなかったが、殺した、そう確信したはずだった。

　その直後、トツメは短刀から手を放す。放さずにはいられなかった。

　柄つかを持った手にあり得ない方向の、あり得ない力がかかったのだ。

　真上方向、それも柔やわらかく大きな力。

　トツメは、そしてその仲間たちは、硬こう直ちよくし戦せん慄りつする。

　その少年は自分でもよくわからないような表情で、眼めをしばたたかせる。

　喉のど元もとから吹き出したはずの血液が、その場で生物のように蠕ぜん動どうしていた。

「ひいっ！」手足を押さえていた者たちが一いつ斉せいに後ずさり、少年の縛いましめは呆あつ気けなく解とかれる。

　──イルは、半身を起こした。

　ずりゅ。

　それは、変へん貌ぼう、だった。

　刃やいばが揺ゆらめいている。血に押し出されたように抜け落ちる。深く喉の肉を押し分けたはずの亀き裂れつが血に塞ふさがれたように閉じる。

　今度は、切せつ断だんされた右みぎ肘ひじの傷口から、血が吹き出した。それは獲え物ものを喰くらう蛇へびのように、無む秩ちつ序じよに伸び、放り出された右腕に。

　かぶりつき、縮ちぢみ、くっつく。

　傷きず痕あとは、瞬まばたきする間に消える。

　喉の傷が再さい生せいした。切断された腕が、繋つながった。

　ごく、と音をたてて、喉に残った血を飲み込んだ。

　誰だれも言葉を発することができない。

　ずくん、と、繋がった腕が僅わずか蠕動する。

　その指先が細かに動く。──そして。

　唖あ然ぜんと、或あるいは呆ぼう然ぜんと、更さらには慄りつ然ぜんとした衆しゆう人じん環かん視しの中。

　少年は、二、三度瞬まばたきして、それからゆっくりと立ち上がった。

　不ふ思し議ぎそうに繋がった右腕を動かし、手を開いたり閉じたりしている。自分の身に起こった予よ測そくしない、理解できない出で来き事ごとを、確かめるように。

　身体の中に、何かがある。

　それが、沸わき立たっている。

「ひ、ひいいいい！」誰かが逃げ出そうと、腰が抜けたまま両腕を泳がせる。

　他の誰かが一いち目もく散さんに逃げ出した。

「名無し……」トツメがぼんやりとしたまま言葉を紡つむぐ。

「あああああああ！」そしてひとりが、恐きよう慌こう状じよう態たいになる。

「ば……け、けけものめ！」

　イルの身体から抜け落ちた短刀を拾い、イルに飛び掛かった。

「よせ！」トツメが、叫ぶ。

　イルは反はん射しや的てきに、自分の身体に伸びたその刃を持った手の、手首を掴つかんだ。

　意味はなかった。或いは、強きよう襲しゆうを止めようとしただけだった。それ以前に、何も考えていなかった。しかし。

　ぼた、と何かが落ちる音がした。

　イルに襲おそい掛かかった男が、体たい勢せいを崩くずして倒たおれる。

　地面に何か落ちている。

　腐ふ敗はい臭しゆうがした。

「へ？　あ、うあ？　……ぁぁあああああああ！」

　短刀を持った手が、冗じよう談だんのように男から離はなれて、地面に転ころがっている。

　誰だれかが悲ひ鳴めいをあげた。

　イルが握にぎった部分が腐くさり、崩れ、落ちたのだった。

「なんだ？」途と方ほうに暮れたような声で、イルが呟つぶやく。

「……おい」イルは足元で蹲うずくまっている男の肩に、手を置いた。

　やけに掌てのひらが熱あつくなる。

　ぢゅうああああああ、と、不ふ可か解かいな音、そして肉の腐くさる臭においと共に。

　イルの触さわったその部分が、生きながら腐敗した。
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「緊きん急きゆう事じ態たいです！」

　エデン、管理室の一角で、観かん測そく員いんのひとりが声を荒あらげる。

「……どうした？」

　別の一角で大おお仰ぎような機械を弄いじっていた別の男が、その声にゆっくりと顔をあげた。

「バベル直下で強力な瘴しよう気き反はん応のう！」

「……何だと？」誰だれかが立ち上がった。

　その場にいた全員が、一いつ斉せいにざわめく。

「直下で？　……間ま違ちがいじゃないのか？」

　電映金きん属ぞく板ばんには異い常じように脈みやく打うつグラフと、数字が表示される。

「いえ、確かです。それも……自然界には……存そん在ざいし得ません。数値は……クサレカズラの繁はん殖しよく時じに発生するものの数万倍」

「まさか……」男が青ざめる。「反応を詳くわしく調べろ！」

「了りよう解かい！」

　電映金属板のグラフが、脈みやく動どうしている。観測員の何人かが、機械を慌あわただしく操そう作さする。

「ケモノか？　……まさか」

　誰かが、男に問い掛けた。「……映像を、捕ほ捉そくできるか？」

「はい」観測員が動く。少しの間、全員が息を呑のむ。

　機械を操あやつる、音。

「バベル下方部水すい晶しよう体たい、映像を捕捉。開きます」

　電映金きん属ぞく板ばんに、ノイズの混じった少年の顔が、映る。

「……なん、だ？」

「人間？」

　一同がどよめく。ケモノでもない。自然現げん象しようでもない。瘴しよう気きの中心にいるのは少年。

「……ルナ？」

　誰だれかが、呟つぶやいた。

「似てる……」

「るな？」その単語に何人かが反はん応のうする。何人かが怪け訝げんな表情を浮かべる。

　誰かがまさか、と呟く。

「それは……」

「……瘴気反応の……過か学がく判はん定てい、出ました」声があった。男がその方に駆かけ寄よる。小さめの電映金属板に映った二種類のグラフ。男は感かん嘆たんの声をあげた。

「……これは……」

「まさ……か？」

「何の……ことです？」

「嘘うそだろ」

「……間ま違ちがい……ない」

　一同が思い思いに言葉を発する中、

「第四稀き存ぞん種しゆ……」

　ひとりが呟いた。

「稀存……種？」

「……『月』だ」

　管理室の一同は、ぼんやりとした表情で佇たたずむその少年の映えい像ぞうを、茫ぼう然ぜんと見つめていた。
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　足取りは、重かった。

　行き先が、見えなかった。

　帰ればいいのか、帰ってもいいのか。それもわからなかった。

　イルは放ほう心しんしたまま、ふらふらと当あて所どなく歩く。

　酔すい歩ほしているような足取り。どれくらい時間が経たっているかわからない。バベルの索さく敵てき灯とうの光は見えていたから、まだ夜は明けていないのだろう。このまま永遠に、夜が明けないままなのかもしれない、何となくそう思う。

　身体の中で、何かが微かすかに震ふるえているのを感じる。しかし無む意い識しきに握にぎり締しめた掌てのひらは、あの時の熱を忘れたかのように、冷たい。

　夜明け前。イルを襲おそっていたトツメの仲間たちは、脱だつ兎との如ごとく霧む消しようした。

　去さり際ぎわに見せたトツメの、あの眼めがイルの脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

　脅おびえと驚きよう愕がくの入り混じった、まるでケモノでも見るような、眼。

　──いや。

　ケモノだって、あんな真ま似ねはできないだろう。

　──あれは、何だ？

　何度も何度も何度も何度も問い掛ける。意味がわからない。思考が進まない。止まりかけて戻り、戻りかけて止まり、ただ漠ばく然ぜんとその時の光こう景けいが頭の中で繰くり返かえされる。落ちた手。腐くさった肩。脅えた眼。そして暗あん転てん。考えても考えても考えられない。

　身体に、何が起きたのか。

　──もがれた腕が再ふたたびくっ付くような生物はいない。

　──手を触ふれただけで相手のその部分の肉が腐り、爛ただれ、落ちるような生物もいない。

　化け物、と誰だれかが言っていた。しかしイルには、化け物というのがどんな生物なのかわからない。得え体たいの知れないそれ、という概がい念ねんを指すならば、確かに自分は化け物だとイル自身思う。しかしそれ以上に。

　たとえ化け物にしたって、あんなことができるものなのか。

　震えは、悪お寒かんとなっていた。

　昔から、自分が他と違ちがうという意識はあった。傷の治なおりが異い常じように早く、それでいて見かけは純じゆん血けつと変わらない。しかしそれは、自分で納なつ得とくさせることができていた。変へん異いが身体の中に顕あらわれているんだ、と。

　それが、崩くずれて、消えた。

　──僕は、何だ？

　イルにはわからない。感情は疲ひ弊へいして、怒いかりも悲しみも湧わいてこない。一度切れ、繋つながった右腕には、既すでに違い和わ感かんがない。そしてそれが、何よりの違和感となっている。掌てのひらも、同じだった。あれは幻げん覚かくだったのではないかとさえ思う。しかし胸と背中の破れた服が、違ちがう、と言っていた。そこから吹き込む湿しめった空気が、現実だった。

　いつしか疑問が、イルの思考を征せい服ふくしていく。ずっと感じてきた疑問。

　その疑問は、今や際さい限げんなく膨ぼう張ちようしている。

　──僕は、誰だれだ？

　自分の中に、その答えはない。

　だからイルの脳のう裏りに浮かんだのは、ルルとトマージ。姉と父。

　当然の帰き結けつ。自分に近しい、二人の顔だった。

　何か頼たよれるものがあるとするなら、それは血けつ縁えんでしかない。

　尋きいてみなければならない、と思う。

　本能故ゆえか、考えあぐねた末の結論か。

　いつしか、イルの足は、土を踏ふみ締しめる感かん触しよくも朧おぼろなままに、血縁の──家族の住まう西区へと、向かっていた。




　それから一時間ほども歩いたのだろうか。

　狭せまい路ろ地じを方角を頼りに歩き、見み慣なれた風景へと辿たどり着つく頃ころには、イルは幾いく分ぶん落ち着きを取り戻していた。恐おそらく、姉なら、父なら、何か知っているかもしれない。そう考えることで不安を追いやっていた。

　事実がわからなくても、少なくとも、トマージは間ま違ちがいなくイルの父親で、ルルはイルの姉だった。そうでなければ、あの家に置いておく訳わけがなかった。曲がりなりにも親子だからこそ、トマージは二人を、家に棲すまわせ、養やしなっているのだ。愛されているとは微み塵じんも思わなかったが、イルは何となく、それを確信していた。

　そして姉は──ルルは。

　ルルが、イルにとっての最後の砦とりでだった。たとえ二人とも何も知らなくても、そしてトマージがイルを化け物呼ばわりしたとしても。自分が異い質しつな突とつ然ぜん変へん異いであっても。

　ルルだけは、絶ぜつ対たいにイルを裏うら切ぎったりはしない。

　角を曲がり大通りに出ると、粗そ末まつな造りの、それでも周まわりに比べると豪ごう奢しやな、あの建物が視し界かいに映る。イルの足は、自然、早くなった。

　心臓が微かすかに高たか鳴なり、不安が少し増ぞう殖しよくする。

　門番の男がこちらを見ている。今はそれを風景としてしか認にん識しきできない。イルはその風景を無む視しして、建物の入り口になっているカーテンを潜くぐろうとした。

「……あ、あの」

　と。門番が、慌あわてたように声をあげた。「今は、入れませんよ」

　イルは男を見み遣やった。途と端たん、男は表情を歪ゆがめる。さぞ酷ひどい顔をしているのだろう、と思った。

「……何な故ぜだ？」イルは、低い声で呟つぶやく。

　予よ想そうは付いた。大方、トマージが娼しよう婦ふでも抱だいているのだろう。

　大事の前の小事、とでも言いたかった。あまりにも日常的な父との齟そ齬ごに、イルは俄にわかに怒いかりを覚える。同時に父親への憎にくしみで自分への恐きよう怖ふが薄うすれ、少しだけ安あん堵どする自分が腹立たしい。

「ボスが……誰だれも入れるな、と」

　──そんな場合じゃない。

「関係ない。……大事な用事がある」

「しかし……私が」

　おろおろと狼狽うろたえる門番とトマージの呑のん気きさに、イルは拳こぶしを握にぎり締しめる。

「黙だまれ、殺すぞ」イルは門番を威い圧あつした。そうすることで落ち着きを取り戻せた。門番は、イルのその、ただ事ではない気け配はいに硬こう直ちよくする。

「責任は僕がとる」

「え？　……しかし……」

　尚なおも逡しゆん巡じゆんする門番を、イルは無む視しすることに決めた。門番の男を視し線せんで押おし退のけ、カーテンを潜くぐる。

　奥からは案あんの定じよう、微かすかに聞こえる女の喘あえぎ声ごえと、面めん妖ような行こう為いの空気が伝わってきた。

「……何を……」イルは怒りを通り越して、悲しみを感じた。不安で泣きたくなる感情と、怒りで激げつ昂こうしそうになる感情。ふたつがせめぎあう。唇くちびるを噛かみ締しめ、真まつ直すぐに父の部へ屋やへと、歩みを進めた。カーテンを幾いくつか潜り、部屋を抜け、地面を踏ふみ締しめる。嬌きよう声せいは徐じよ々じよに大きくなっていく。

　父の部屋の前で、立ち止まった。

　規則的な、高い声と、それに合わせた父の息いき遣づかい。衣きぬ擦ずれの音。地面の擦こすれる音。イルは吐はき気けを覚えた。気持ち悪い。形けい容ようし難がたい感情だった。一いつ瞬しゆん、このまま引き返そうかとも思う。父親が女を抱いている姿すがたなど、できれば見たくもなかった。

　しかし、怒りと不安と遣やる瀬せなさと、そして嫌けん悪おは、イルをそうさせない。そんな場合ではないのだ。イルは無む言ごんで、乱らん暴ぼうにカーテンをたくし上げた。

「話がある」

　部屋に入り、イルは呟く。瞬しゆん間かん、喘ぎ声と動きは止まった。トマージと、女が、絡からまったままの姿し勢せいで、仰ぎよう天てんしたような表情を向ける。

　イルは眼めを見開いた。

　仰あお向むけになった父親。その危き険けんな右腕は地面に放り出されている。こっちを見る表情は、間ま抜ぬけなほどに驚きよう愕がくを浮かべ。

　父親の上に乗っかった半はん裸らの女──少女、は、反はん射しや的てきに相手から離はなれる。行こう為いの証しよう拠こに、尚なおも息を弾はずませながらも、その顔を薄うす闇やみにもそれとわかるほどに青ざめさせる。

　よく見知った、顔だった。

「……あぁ……」

　父親の腹の上から飛とび退のいた少女が、絶ぜつ望ぼうにも似た泣きそうな声をあげた。

「お前……何な故ぜ」父も、震ふるえる声をあげる。

　トマージは、ルルを抱だいていた。

　イルの呼吸が止まる。

　すべてが歪ゆがんだ。
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　鬱うつ蒼そうとした頽たい廃はいと臭しゆう気きが当然のように暗がりを作る。

　彼女たちは、自分たちのその姿すがたが貧ひん民みん窟くつにはまるで場ば違ちがいなことなど気にも留とめずに、その土に足を踏ふみ出だす。

　エデンの防ぼう衛えいシステムが異い常じようを認にん識しきしてから四時間。

　鈍にび色いろに輝かがやく機械都市から、二人の女性がスラムへと降おり立たった。

　ひとりは灰色の髪。長い左ひだり袖そで。

　シオン＝エシュは、もうひとりの女性を庇かばうように横に並ならぶ。

　茶色の髪を長く伸ばし、端たん正せいな顔にどこかしら冷たい雰ふん囲い気きが漂ただよう女性。長身で、毅き然ぜんとした物もの腰ごしで歩く。二十代半ばほどに見えるが、変へん異いは見当たらない。深緑色のエデンの制服を着ている。

『エデン』局員、ウェポン管理部副部長。

　名をレイン＝リィンといった。

「──酷ひどい所ね」その声が、小こ賢ざかしい静せい寂じやくに響ひびく。

　シオンが答える。

「……どこだって同じです」

「『上』も？」レインは指を真上に立てる。

「さして変わりはありません」

「まぁ、そうでしょうね。……こういう空気は、今やどこにだってあるわ。純じゆん居きよ区くにも雑ざつ居きよ区くにも。機械都市にだって。閉へい塞そくしてるのよ。世界全体が」

　シオンは表情を変えない。

　二人は──というよりも半ば一方的にレインは──話しながら、ゆっくりと歩く。

　シオンは周しゆう囲いを警けい戒かいしたまま、レインにぽつ、と問い掛けた。

「副部長が出てくる必要が？」

「そうね。……あると言えばあるし、ないと言えばないけど。……護ご衛えいを頼たのんだのは、迷めい惑わくだった？」

「いいえ。ただ、危き険けんです」

　無表情ながらもどこかその声には、気き遣づかいが含ふくまれていた。

　それは、シオンが彼女──レイン＝リィンに対してだけ、見せる表情でもある。

「……大だい丈じよう夫ぶよ。信しん頼らいしてるもの」レインはそんなシオンの頭を、満足げにぽん、と叩たたく。

　レイン＝リィンは、分わけ隔へだてなかった。

　純血でありながら変へん異い種しゆを蔑さげすみも恐おそれも憎にくみもしない。何な故ぜそうであるのかは誰だれも知らなかったが、そんな気安さ故ゆえに、大たい概がいのウェポンから慕したわれている。

　──シオンも、例外ではない。

「仮にも稀き存ぞん種しゆに加入依い頼らいをするのだから、それなりの地位にいる人間が行かなければならないわ。誠せい意いを見せる、という奴やつね。……それがひとつ。で、もうひとつは……ただの好こう奇き心しんよ」

　レインは無む邪じや気きな笑えみを浮かべる。冷れい酷こくそうな顔に似に合あわない、悪戯いたずらっぽく幼い笑え顔がおだった。

　シオンはしかし、それでも表情は変えずにただ、黙だまって頷うなずく。レインは返事も待たずに、ひとりで続けた。

「十年以上前──私がまだエデンに参加していなかった頃ころ。エデンの黎れい明めい期き。とても優ゆう秀しゆうなウェポンがいたそうよ。名前は『ルナ』。彼女の力はとても──強かったらしいわ。彼女の加入と共に、エデンはウェポンによるケモノ殲せん滅めつ活動を開始した。それほどに。

　それも当然。彼女は……『稀存種』だった。我々の象しよう徴ちようにして最大戦力。エデンにとって、純血よりも貴き重ちようかつ重要で、ウェポンにとって、純血なんかよりも高こう貴きかつ完全な変異種。彼女は──ルナは、『混乱』以前の記録によるなら第四稀存種。呼こ称しよう名めい──『月』だったの」

　稀存種──その存そん在ざいは、エデンではある種の特別な感情を以もつて認にん識しきされている。ウェポンは羨せん望ぼうと希望を、そして純血種は畏い怖ふと恐きよう怖ふを。稀存種はその存在意義からして、様々な意味で別格の存在だった。

　しかし、レインの口く調ちようからは恐れも戦おののきも感じられない。相手が誰であろうと、恐れもしなければ蔑みもせず、見下しもしなければ敬うやまいもしない。

　だからこそ──シオンはレインと話す時、僅わずかに饒じよう舌ぜつになる。

「その稀存種が、どうしてここに？」

「彼女は──ルナは──失しつ踪そうしたのよ」レインは頭を振った。

「理由は誰にもわからない。結局、彼女がエデンに参加していたのは十八年前から十五年前までの三年弱。しかし戦せん果かは十年分。今や伝説に近いわ」

　歩きながら、レインの焦こげ茶ちやの髪と、シオンの長い左ひだり袖そでがなびく。鈍にび色いろの風が、吹いていた。

「十五年間、ずっとエデン上じよう層そう部ぶは彼女の行方ゆくえを探さがしていたわ。私なんかより更さらに上の──エデンの経営者たちは」

　エデンの経営者。それはつまり純血の人間で、同時に過か学がく研究者たちでもあるという。シオンは顔も見たことがない。ウェポンがケモノ退たい治じで得た収入の大半は『混乱』の原因究きゆう明めいだとか『過学』の技術解明だとかに回されているらしい。

　それが何の役に立つのか、シオンにはわからないし興きよう味みもなかった。『稀き存ぞん種しゆ』は彼らにとって研究上重要な役割を持っているらしかったが、それも同じだった。ただ、その稀存種が──『月』が──どの程度の力を持っているのか、それが少しだけ、気になった。

　いつだって気になっている。自分の力と他人の力。その比ひ較かく。自分の力をあいつらに行こう使しする度たびに、自分の持っている力がどの程度のものなのかわからなくなる。稀存種というならば尚なお更さらだった。自分の力はまだ充じゆう分ぶんでない。ならば他人の力はどうなのか。その力──稀存種の力を超えることが可能なのか可能でないのか。自分は本当に上手じようずにやれているのか──。

　レインは、そんなシオンの心中を見み透すかしているかのように微び苦く笑しようして、続けた。

「その行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。私たちも──『過学』も、万ばん能のうではない。たったひとりの人間を探さがすことさえできなかった」

　金きん属ぞくで構成され機械で形成された都市、バベル。前時代の過学が生み出した巨大で偉い大だいな遺い産さん。人間は現在──それを、ひいては機械そのものを、充じゆう分ぶんに、完全に扱あつかえないでいる。二百年以上の時間をかけて失われた機き能のうと忘れられた使用方法は断だん片ぺん的てきで取り返しがつかなく、そして致ち命めい的てきに混乱していた。殆ほとんどの機能は受動的にしか働かない。センサーは異い常じようを認にん識しきした時しか動かない癖くせに一いつ旦たん動けば過大で膨ぼう大だいな情報を得られる。機械都市同士で行える交信システムは画像も音声も立体的で臨りん場じよう感かん溢あふれるものを映し出す癖に、それは機械都市でしか扱あつかえない。都市防衛システムの兵器群は恐おそろしく強力だが力の調ちよう節せつが不可能で手て加か減げんできない。『揺ゆり籠かご』のように一いつ瞬しゆんで任にん意いの場所に物質を送ることができる機械はあるが、それを使わなければ徒と歩ほによる移動しかできない──。

　エデンの純血種たちは、いつだって歯は咬がみしている。失しつ踪そうした稀存種ひとり、満足に探すことができない。機械を──過学をもっと上う手まく扱えれば、こんなことにはならなかったはずだ。

　レインは、それが悔くやしい、とでも言うように諦てい念ねんにも似た表情で続けた。

「だけど、昨日。見つかったのよ。それもここで。バベルの防ぼう衛えいシステムのセンサーが反はん応のうしたの。ルナの息子むすこ。似ている。間ま違ちがいない。当時のルナを知っている者は、その少年の映像を見て、そう、口を揃そろえたそうよ。……エデン上じよう層そう部ぶの人間も。

　すぐに命令が出たわ。エデンに引き込め、って。ウェポンになるかどうかはこの際さい問わない、とも。ウェポンになるのを拒こばめば研究材料としてだけでもいい、ってね。

　だけど……私は、私を含ふくめてウェポン管かん轄かつの局員は──やっぱり戦力として欲しいと思ってる。だから、先手をうって出てきたの。入ってくれれば……これで三人になる」

　現在ウェポンとして働いている稀存種は二人いる。第一稀存種『フィオナ＝レスファ』、そして第二稀き存ぞん種しゆ『カロマイン＝セク』。ただ、二人ともが圧あつ倒とう的てきな力を持っている故ゆえに、任にん務むの負ふ担たんは大きかった。第二稀存種は二週間ほど前から特とく殊しゆ任務のために他都市へ長期出張中。あと五日もすれば帰ってくるらしいが、出張中であっても連日のように戦っているに違ちがいなく、フィオナはと言えばこちらも毎日のように通つう常じよう任務──戦せん闘とうへとかり出されている。

「研究は勝手にすればいいけど……ケモノ殲せん滅めつがまず第一よ」

　レインは改めて、悪戯いたずらっぽく、笑った。

「私も、そう思います」シオンは、答える。少しだけ──ほんの少しだけ、笑えみが浮かんだ。

「そうよねぇ」

「……あの」シオンは出発前に確認したその少年の顔を思い出す。襤ぼ褸ろを纏まとった、夜の色をした髪の少年。あどけなさが残るその表情は、とても何かの力があるとは思えなかった。それが微かすかに、苛いら立だたしい。

「あの少年に、どんな力が？」

　レインの声が、息を殺したように強こわ張ばる。

「瘴しよう気き。……生物を腐くさらせる、毒どく」

「……瘴気」シオンは僅わずかに上うわ擦ずった声をあげる。

「そう。クサレカズラなどの腐ふ敗はい性せい植物が出す、繁はん殖しよく時じに他の生物を腐らせるものと同じ。厳げん密みつには少し違うらしいんだけど……わたしは詳くわしく知らないの。ただ、腐敗の速度と威い力りよくは段だん違ちがい、らしいわ。昨日、バベルの防ぼう衛えいセンサーでその異い常じよう密度の瘴気が計けい測そくされた。そのことが、発見に繋つながったの。……偶ぐう然ぜんなのか、皮ひ肉にくなのかはわからないけれど」

　レインは、スラム街を見み渡わたした。

　太陽の光が満足に届とどかない。薄うす暗ぐらく、そして湿しめっている。まるで、街そのものが腐敗を始めたように。考えられる限かぎりの頽たい廃はいが、街のあちこちで流れ出しているように見える。

「……目的地はもうすぐよ」

　レインは僅かに、歩く速度をあげた。

　シオンはそれに、黙だまってついていく。
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　透とう明めいな地面は、柔やわらかい肉の感かん触しよくがした。

　少年は、その地面の上を、当あて所どなくただ歩いていた。目的があったような気がしたが、思い出せない。確かとても大事な目的だったような気がしたのだが。

　空には巨大な物体が、ふわふわと浮かんでいる。丸く、ぼんやりとした輪りん郭かくを持つそれを、少年は月だ、と何な故ぜか確信した。

　歩きにくいなと感じ、その場で軽く飛とび跳はねる。地面はぶよぶよと、相変わらず肥ふとった肉の感かん触しよくがする。弾だん力りよくに頭がくらくらしそうになったので、少年はそれ以上跳はねるのをやめ、前に進もうと一歩を踏ふみ出だす。

　しかし、踏み出せない。地面に足が、足首まで埋うもれている。少年は慌あわてて、踏ふん張ばる。しかし力を入れれば入れるほど、足は音をたてて、地面に埋まっていく。……喰くわれている。少年はそう感じた。この地面は何かの生き物で、僕を喰い殺そうとしている、と。

　地面に短刀を突き立てようと、腕を振ふり降おろした。しかしぶよぶよの地面は、薄うすい刃を撥はね返かえす。見ると、短刀は血で汚よごれ、欠け、曲がっている。

　ああ、これはもう、使えないんだ、と思う。僕の腕を切せつ断だんした時に、汚れ、欠け、曲がってしまったんだ、と。

　──くそっ、あいつらがぞんざいに扱あつかうから。

「酷ひどいこと言うなぁ」その時後ろから誰だれかの声がした。

　振り返ると、トツメが佇たたずみ、へらへらと笑っている。

「お前が、悪いんだろ？」

　──違ちがう。

「何が違うんだ？」

　──それは……。

「お前が、殺したんだよ、化け物め」

　地面は、腐くさっていた。

　地面は少年を喰おうとしていた訳わけではなかった。少年の足が、地面を腐らせていたのだ。

　──じゃあ、こいつは……。

「俺の友達だ」トツメが地面を指差し、忌いま々いましそうに答えた。

　地面は、腐り、足を呑のみ込こんでいく。トツメの顔も直後、腐って落ちた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」また別の方向から声がした。女の声だった。

　──姉さん。

「今、助けてあげるから」

　懐なつかしく、暖あたたかい声だった。

　──駄だ目めだ、こっちに来ちゃ。

　少年の足を引き抜こうとする少女。少年は必ひつ死しで、少女を止めようとする。少年に触さわったものは腐ってしまうのだ。

　──駄目だ！

「短刀、失なくしてしまったのか？」今度は、男の声だった。

「せっかく、俺が渡わたしたのに」

　父親は息子むすこを見下ろす。その瞳ひとみには、何の感情もこもっていないように見える。

　──うるさい！

「俺はお前を心配しているんだ」

　──嘘うそを吐つくな！

「嘘じゃない」

　──じゃあ、何で……。

　父親に何が言いたかったのか、思い出せない。

「もうすぐ、引き抜いてあげる」姉は腫はれた頬ほおのまま、それでも笑い、少年の頭を撫なでる。

　──駄だ目めだ、姉さん。僕に触さわったら、腐くさってしまうんだ！

　イルは、叫さけぶ。しかし声が出ない。いつの間にか喉のどを切きり裂さかれている。叫べない。

　ルルは笑って、言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたの姉さんなんだから」そして。

「……だから、お願い。

　父さんみたいに抱だいてくれる？」

　姉は弟の唇くちびるを舐なめる。

　直後、トマージの右腕の鋏はさみがルルの首を切せつ断だんした。




「あああああああ！」

　叫ぶのと飛び起きるのは同時だった。

「大丈夫？　……気が付いた？」

　頭が痛いたい。

　──夢か。イルは、ぼんやりとした頭で考えた。振り返ると、見知った顔が怪け訝げんな表情で、正せい座ざしたままイルを見つめている。

　少女は、キキトだった。イルは、見み慣なれないあばら家の中に、いた。

「眼め、醒さましたの？」カーテンの向こうから、知らない声がする。

　状じよう況きようが呑のみ込こめなかった。

「びっくりしたよ。……倒たおれてるんだから」

　キキトが優やさしげな表情で、それまでイルの枕まくらになっていた足を崩くずした。

「……どういう、こと、だ？」イルの声は、未いまだ夢の余よ韻いんを引ひき摺ずり、震ふるえている。

「あの場所」キキトは近寄り、イルの額ひたいに浮かんだ汗あせを、撫でる。

「あんたと私が会った場所。西区の。……あそこであんた、倒れてたのよ」

「たおれてた？」

　どこまでが夢で、どこまでが現実なのか。

「そう……眠ってた。野や暮ぼ用ようがあってさ、あれからちょっとして戻ったんだけど。服も色んなとこ破けちゃっててぼろぼろで、身体中血ち塗まみれでさ。びっくりしたよ。死んじゃってるのかと思った」

「ああ……」徐じよ々じよに頭が、はっきりする。

「でも、あれ、ただの返り血だったみたいね。怪け我が、どこにもなくて、よかった」

　見ればイルの服は新しいものに換かえられている。それはスラムの人間にとって標ひよう準じゆん的てきな襤ぼ褸ろではあったが、少なくとも激しい破れも汚よごれもない。

　それ私の寝ね間ま着きだけど、ごめんね、とキキトは僅わずかに頬ほおを赤くした。

　しかしイルはそんなキキトの感情に気付かない。

「どれくらい、眠ってた？」

「ここに連れてきてからは、二時間くらい」

「……そう、か」

　夢では、なかった。

　あの光景を見た後のことを、段だん々だんと、思い出す。家から走り去って、そして。

　いつもの場所に行って、そのまま眠ったのだろう。

「無む防ぼう備びで……危あぶなかったよ。下へ手たしたら、殺されてた」

「いや」イルは、キキトの言葉を否ひ定ていした。「殺されは、しないと思う」

　どうやったら死ぬのか教えて欲しいくらいだ、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに言いかけて、口を噤つぐむ。

　一度眠ったせいか、自分でも驚おどろくほど冷れい静せいだった。何も感じない。

　──或あるいは諦てい念ねんか。

「随ずい分ぶんな自信ね、姉さんのお友達」

　部へ屋やの向こうから、また声がした。

「『姉さん』？」その言葉に、ルルのあの姿すがたを思い出す。殺意だか敵てき意いだか喪そう失しつ感かんだか何だか判はん然ぜんとしない感情が一いつ瞬しゆん現れ、そしてまたすぐに消えた。

「ああ、妹なの」キキトはこともなげに答えた。

「シュシュ、いらっしゃい」

　返事をしたのは随分と大人びた声だったが、カーテンを潜くぐって出てきたのは、まだ年とし端はもいかない少女、だった。十二、三歳ほどにしか見えない。

「はじめまして」

　シュシュと呼ばれたその娘は、年相そう応おうの笑えみを浮かべ、それから姉の方を見み遣やり、悪戯いたずらっぽく笑う。

「あなたが、イルね？　姉さんの大事なお友達。姉さんの大事な場所に連れてってもらって正解だった。まさか会えるとは思わなかったもん」シュシュは『大事な』を強調した。

「ちょっと！」キキトが小声で、シュシュを諫いさめた。

「……ああ」イルは返事をする。シュシュの含ふくみにも、キキトの様よう子すにも、気付かずに。

「ここまで運んでもらったみたいで……すまない。それに、服も」

「どうってことないわよ」シュシュは、スープの入った器うつわと、小麦粉を捏こねたものをひと欠片かけら、イルに差し出す。

「こう見えてもね、結けつ構こう、力強いんだから。あなた、見かけより軽かったし。姉さんと二人だったから、楽だった」

「……そうだ」

　イルは、ふと思い当たった。頭が覚かく醒せいするにつれ、感かん覚かくが日にち常じようから乖かい離りしていく。自分は今までの自分ではなかった、ということを思い出しながら、それでも酷ひどく冷れい静せいに、イルの脳のう裏りに懸け念ねんを残す。

「僕に触さわって……平気だった？」

　言いながらも何も感じない。もしかして自分はもう死んでしまっているのではないかとすら思えるほどに。

　二人は、きょとんと、惚ほうけたように顔を見合わせた。

「……なに、言ってるの？」

　それから、シュシュがけたけたと、転ころがるような声で笑った。

「あははは！　変な人……まだ、寝ね惚ぼけてるんじゃない？　随ずい分ぶん魘うなされてたし。平気か、って尋きかれれば……まぁ、あなたの服着替えさせてる時の姉さんの顔は、赤かったけど」

「ちょっと！」キキトがまた小声をあげる。頬ほおが微かすかに紅こう潮ちようしていた。イルは無感動にそれを見ていた。

「取とり敢あえず、食べて。お腹なか、空すいてるでしょ」シュシュはそんなキキトを無む視しして、イルの前に置いたスープとパンを指差す。

「……すまない」──大だい丈じよう夫ぶだったみたいだ。

　ではあれは何だったのだろう？　夢か現実か判はん断だんできないまま、イルはスープの器うつわを手に取る。中には粗そ末まつながら、肉片が浮かんでいた。ここではかなり豪ごう華かな部ぶ類るいに入る食事だった。

「……食べていいのか？」

「いいよ」シュシュが、あっけらかんと言った。

「ちょっと働いたから、お金に余よ裕ゆうあったし」

　それから、シュシュは後ろを向くと、部へ屋やを出ようとする。

「私、向こうに行ってるね。……ごゆっくり」去さり際ぎわに、姉に目め配くばせをしながら。

「……もう」キキトは、仕方ないわねと愚ぐ痴ちを零こぼした。

　イルは立ち去る少女を見み遣やる。

　そんな姉妹の意味ありげなやり取りに気付かない。現実感がなかった。自分の身体が何かの容いれ物もののようで、それがひび割れて中身が全部流れ出てしまった後のような、そんな空くう洞どうだけがある。

　だから、キキトの表情よりもイルは、立ち去ったシュシュの背中、肩口辺あたりが、微かすかに血で滲にじんでいることに敏びん感かんだった。赤い彩さい色しよくが視し神しん経けいに刺し激げきを与え、それが脳のう髄ずいに届とどく。

「……あ」イルの口から、思わず声が洩もれた。

「……どうしたの？」キキトが尋たずねる。

「今……あんたの妹、肩に……」言葉にしながらも感情はない。

　ひょっとして僕がやったのか、とだけ、その言葉だけ、浮かんだ。

「ああ、あれね」キキトは、肩を竦すくめ、声をひそめた。

「困ったもんだわ。仕事中に怪け我がしたらしいの。私に隠かくしてるつもりなのよ。……心配掛けまいとして。莫ば迦かな子」

　じゃあ……。

「僕のせいじゃ……ないのか？」

「……どうして？」キキトは心しん底そこ、怪け訝げんな顔をする。

「いや」イルは、眼めを伏ふせた。「いいんだ」

　黙だまってスープを啜すすった。食欲はなかったが、思っていた以上に美お味いしいと感じる自分に気が付く。味み覚かくがイルの中から溢あふれた何かを、引っ張り戻した。

　──現実なんだ。そう思った。

　ずっと不安定で、張はり詰つめていた神経が焼き切れて呆ぼう然ぜんとなっていた。それが微かすかながら、やっと繋つながったような気がする。──繋がったのは細い一部分だったけれど。

「あんな所で、どうして？」キキトは、食事をするイルを見つめる。

「……疲つかれてたんだ」イルは、嘘うそとも言えない嘘を吐つく。本当のことなど、何ひとつ言える訳わけがなかった。

「本当に、それだけ？　……何か、あったんじゃない？　凄すごい魘うなされてたし」

「……いや。本当に疲れてたんだ。色々なことが、一度に起こって」

　一いち応おう、嘘では、ない。

「そっか」

「ああ。……すまない」無む意い識しきに、イルは謝あやまった。

「あのね」そんなイルの表情をじっと見ながら、キキトは不ふ意いに、話題を変える。

「あの子、私の妹なんだけど……。見た？」

「……何を？」

「変へん異い。……どこにも、なかったでしょ」

　言われて、初めて思い当たる。

「そう言えば」なかったような気もする。「純血なのか？」

「違ちがうわ。隠せるのよ。……自由に。……そういう変異種もいるの。純血からは『擬ぎ態たい』って蔑さげすまれるらしいんだけど……。あの子、指先から牙きばが出るの。毒どくを持った牙。それが変異なんだけど、普ふ段だんは指の中に隠れてて見えないの」

「……そうか」そういう変異もあるのか、と思う。

　知らなかった。スラムにいる人間は殆ほとんどが無意味な変へん異いを身体に曝さらけ出だしている。胸や腹など、服で隠かくされるべき部分に変異のある人間はいるが、そういう場合はわざわざ服に穴を開け外部に見せるのが、スラムでの暗あん黙もくの了りよう解かいだった。外見で変異種だと判はん別べつできない人間は、間ま違ちがいなく目立つからだ。

「でね」キキトは、イルの小さな感情の発はつ露ろを遮さえぎって、続ける。

「私、思うんだけど……。あんたも、そうなんじゃない？」

「……え？」イルは怪け訝げんな顔をする。自然に出たのか、意い識しきしたのかは自分でもわからない。

「あんた、純血じゃないんでしょ？　で、変異が見当たらない。……そういう時って、自分でも気付かないけど、身体の中に隠れてる場合、多いみたいよ。あの娘こがそうだったの」

「……そう、なのか？」──でも、僕は。

　イルの脳のう裏りと掌てのひらに、自分の腕が繋つながる光景と握にぎった手首の腐くさって落ちる感かん触しよくとが俄にわかに蘇よみがえる。あれは自分がやったことだ。それは間違いない。だとしたら。

　濁にごった何かが、イルの胸を包む。

　カーテンの向こうから、声がした。

「そういう者の持つ変異の多くは」

「……シュシュ？」キキトが振り返る。

「自分の身を守れる、武器になる」

　シュシュが、部へ屋やに戻ってきた。

「……『エデン』は知ってる？」




　　　　４




　それとほぼ、同時刻。

　レインとシオンは、辿たどり着ついた。

「……あそこですか？」

「ええ」

　少年の消しよう息そくが途と絶だえたのは。

「あの家に入ってから……よ」

　レインの言葉に、シオンはそのみすぼらしいあばら家を凝ぎよう視しする。スラムに林りん立りつしている、他の建物とも呼べないような小屋に比べればかなりましなものであるそれは、しかし、それでも決して、予よ想そうしていたより遥はるかに原始的だった。

「あの場所までしか追つい尾びできなかった。──過か学がくは、万ばん能のうではない」

　レインは立ち止まり、自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやく。

『混乱』以前に造られたと言われている機械都市『バベル』。その下部、つまりスラムを覆おおう天てん井じように当たる部分には『水すい晶しよう体たい』と呼ばれる、直径十メートルほどの、人間の眼がん球きゆうに似た丸い半球体が貼はり付ついている。それが本来どのような目的と機き能のうを持っていたのか今では定さだかでない。どれほどの潜せん在ざい機き能のうを持っているのか、その知ち識しきさえ失われてしまっていた。現在、その水晶体は、バベル下部にある空間の受動的な異い常じよう認にん識しきとそれに伴ともなう映えい像ぞう捕ほ捉そくに使われている。

　つまり、異常があった時以外、水晶体を操そう作さすることさえできない──。瘴しよう気き反はん応のうが消しよう失しつしてしまうと同時に、機器類は沈ちん黙もくする。高こう濃のう度どの瘴気が計けい測そくされ、映像が捕捉できたはいいが、それ以上の情報を得るのは不ふ可か能のうだった。瘴気の反応がある程度の時間少年の周りに残ざん留りゆうしていたから、辛かろうじてここまで──建物の中に入るまでは──映像を追つい尾びさせることができたが、この場所が限げん界かいだった。建物の中までは覗のぞけないし、何より瘴気反応が弱まり過ぎていた。

　レインは微かすかに唇くちびるを噛かみ、そして思い直す。過か学がくは恐おそらく、万ばん能のうなのだ。万能でないのは人間の方だ、と。我が慢まんできない葛かつ藤とうが、そこにはあった。

　過学は『混乱』以い降こう、退たい化かの一いつ途とを辿たどっている。新しい技術は全く生み出されていない。バベル上空に浮ふ遊ゆうしている幾いくつかの『有ゆう機き衛星』にしても、本当はもっと大量の、利便な機能があるのだろうが、人類はそれを使う術すべを徐じよ々じよに忘わすれてしまいつつある。些さ細さいな切っ掛けで『揺ゆり籠かご』も、いつ操作不ふ能のうに陥おちいるかしれなかった。使う方法のわからない機能はないのと同じだ。実じつ際さいそういう装そう置ち──訳わけのわからない機械──は、既すでに幾いくつも、ある。

　過学だけではない。すべてがゆっくりと、ただ滅ほろんでいく。

　湖がひとつ残ったようなものだった。水は有ゆう限げんなのに、人はそれを使って生きていく以外にない。汲くみ上あげられ、日の光で蒸じよう発はつし、水みず嵩かさは少しずつ減へっていく。雨も、降ふらない。

「後は、足を使うしかなかったの」レインは苦にが々にがしげな表情だった。

「……はい」シオンはそんなレインを見ながら、静かに、しかし毅き然ぜんと応こたえる。

　二人は建物に向かって歩みを再さい開かいする。近付くほどに、薄うす汚よごれた建物の門と思おぼしき入り口に、人間がひとり立っているのが見える。

「……あれ、門番かしら？」レインが、小声でシオンに尋たずねる。

　シオンは短く答える。「命令を」

「友好的には、見えないわね……」

　蜥蜴とかげのような尻尾しつぽを生やした男は、長い木の棒ぼうを持ち、どこか虚うつろな場所を睨にらんでいる。

「取とり敢あえず」レインは、髪を掻かき上あげながら、まっすぐに門番の男に視し線せんを投げ掛ける。男はその視線に気付くと、訝いぶかしげな表情を返した。

「私が接せつ触しよくしてみるわ。護ご衛えい、お願いね」

「了りよう解かい」

　二人は、男の前に立った。

「……なんだ？　お前ら」男が、レインとシオンを、交こう互ごに睥へい睨げいする。見み慣なれない服ふく装そうに顔をしかめているようだ。

「……純血か？」

「私は……そうよ」レインが答える。

「で？」男は不ふ意いに、下げ卑びた、品のない笑えみを浮かべた。

「純血様がこんな場所に、何の用だ？」

「ここの家の方に用件があって、来たわ」

「……、はっ！」一いつ瞬しゆんの間を置いて、男は短く嗤わらった。

　そして、舌した舐なめずりをする。

「お前らは莫ば迦かか？　ものを知らないようだな。三つ教えてやる。

　ひとつ。ここは出来損ないの街だ。何の用事があってこんな場所に来たのか知らないが……えらく場ば違ちがいだ。

　ふたつ。ここに棲すんでる奴やつらは俺も含めて酷ひどく質が悪い。そんな場所にお綺き麗れいな身体をしてる女が二人。……正しよう気きとは思えねえな。集団で代わりばんこに、三日三晩ぶっ続けで気が狂くるうまで犯おかして貰もらいに来たのか？」

　男はそこまで言うと、二人の身体を、厭いやらしくじろじろと凝ぎよう視しし始め、そのまま続けた。

「それからみっつ。

　部外者が知らなくても無む理りはないかもしれねえが、この家は西区のボスの塒ねぐらだ。ここでボスに逆さからう奴はいない。まともな奴なら、見ただけで眼めが潰つぶれるってほど、避さけて通るもんだ。

　……了りよう解かい？」

　規則正しく、男は肩に担かついだ長い棒ぼうを揺ゆらす。

　レインは、無表情に男を見み据すえた。

「御ご忠ちゆう告こく、感かん謝しやします。……お礼を、しなければね」

「ああ、なんだぁ？」男の表情が、歪ゆがんだ。「俺は無む理り矢や理りの方が燃えるんだが……」

　しかし。

　シオンはレインの言葉と同時に、音もなく男の背はい後ごに回る。腕を締しめ上あげ、関かん節せつを固めてから首くび筋すじに、シオンは黙だまって、いつの間に変へん異いさせたのか、その左腕──『魔ま女じよの剣』の爪つま先さきを突き付けた。

「ぎぎ……てめ……あああっ！」痛いたみと恐きよう怖ふで、男は悲ひ鳴めいをあげる。

「あなたも、ものを知らないようね」レインは動けなくなった男を、睥へい睨げいした。

「三つ、教えてあげる。

　ひとつ。抵てい抗こうすれば、あなたは死ぬ──これはわかっているかしらね。

　ふたつ。私たちはあなたではなく、この家の主あるじに用事があって来たの。だからあなたと仲よくする時間も、その気もない。

　それからみっつ。

　私はね。……悪意には悪意を以もつて接せつすることにしてるの」

　レインの冷たい視し線せんが、男を捉とらえる。

「二度とその、下げ卑びた笑え顔がおを私に見せるんじゃない」

　男は真っ青に血の気を引かせた。

「さて……。ここからは忠ちゆう告こくではない。命令だ。速すみやかにこの家を案内しなさい」




　顔を歪ゆがませた男を先頭にカーテンを幾いくつか潜くぐり、広い部へ屋やに行き着く。

　対たい面めんした男は、訝いぶかしげな表情で二人を出迎えた……が、その表情に、驚おどろきが混じった。

　レインもまた、眼めを見開く。

　お互たがいに、意外な見覚えのある顔が、そこにあった。

「……あんたは」

「──トマージ。トマージ＝イル？」

　トマージとレインは顔を見合わせ、驚きよう愕がくと共に同時に言葉を発した。
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「──そんな。こんな所に……いた、の」

　トマージは驚愕の表情を強こわ張ばらせ、一いつ瞬しゆん後のち、今度は皮ひ肉にくげに笑む。

「知らなかっただろうな。……お前らエデンは……上は、ここのことなんて歯し牙がにもかけない。あれからすぐ、ここに移った」

「……まさ、か」

　レインは何かを察さつしたように眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、叱しつ責せきの視し線せんをトマージに向けた。

「確かにそうね。エデンは……いえ、バベルはこのスラムを完全に無む視ししている。今回のようなことがない限かぎり、下方部水すい晶しよう体たいだって動きもしない」

　西区のボス、トマージは、威い嚇かくするように胡座あぐらを崩くずし、片かた膝ひざを立てる。シオンが門番を突き飛ばし、身み構がまえた。しかしレインが、それを制す。

「……初めまして、と言うべきかしらね」レインが、トマージを睨にらみ付つけたまま、言った。

「そうだな」トマージは低く、唸うなる。

「成長したな。今の立場のあんたとは……初めてだ。そうだろう？」

「あの後、エデンに正式加入したの。エデン、ウェポン管理部副部長。……それが、今の私」

「──『世せ話わ役やく』か。うってつけだ」

「そうかもね」

　門番が逃げ出すのを横目に、シオンは無む言ごんで二人を傍ぼう観かんする。

「──何をしに来た？　こんな茶も出せないむさ苦しい場所へ。見み舞まいか？」

「……わかっているでしょう？」

「何のことだ？」

「返してもらいに来たのよ」

「だから、何のことだ、と言っている」

「十二年前」レインは、微かすかに声を荒あらげた。「いえ、十五年前、かしら？　あなたが──おそらくあなたが、エデンから奪うばったもの」

「俺は何も、奪っちゃいない。……奪われたのはどちらかと言えばこっちの方だと思ってたが」

　そして、無む言ごん。暫しばしの沈ちん黙もくの後、レイン＝リィンは誰だれに言うともなく、呟つぶやき始はじめた。

「あなたがエデンを去ったのが十二年前。私はまだ、ただの手伝いみたいなものだった。そして彼女が失しつ踪そうしたのはそれよりも更さらに三年前。その頃ころ私はまだ、エデンにいなかった」

「去ったんじゃない」トマージは、口を挟はさむ。「放ほう逐ちくされたんだ。それに……『彼女』ってのは、何のことだ？」

「とぼけないで」レインは、怒おこっているような、泣いているような、複雑な顔をする。

「──元ウェポン、トマージ＝イル。

　第四稀き存ぞん種しゆ『月』の……、ルナの息子むすこが、ここにいるんでしょう？」

　言葉には鋭するどい光が、影かげを射さしている。

「ルナ……あのルナか？」

「あくまでとぼける気？」

「何のことを言っているのかさっぱりわからん」

　そう言っているトマージは無表情で、感情が読めない。レインは僅わずかに唇くちびるを噛かむ。

「で、何の用でここに来た？　ここには俺とルルしか住んでいない。会っていくか？　あんたにはよくルルと遊んでもらってたからな。あいつも喜ぶかもしれん。……もっとも、そんな緑色の、上等な服さえ着てなかったらの話だが」

　皮ひ肉にくげな声こわ音ねだった。レインは一いつ瞬しゆん、悲しげに微ほほ笑えむ。

「残ざん酷こくなことを言うのね」

「考えようによっちゃ、あんたの方が残酷だがな。結局はそっち側に行くことを選んだ訳わけだ」

「私は……」レインは声を荒げかけ、刹せつ那な、黙だまる。

　静せい寂じやくが流れた。

「……帰れ。ここはあんたの来る所じゃないし、何より今は今だ。十二年前とは違ちがうんだ」

「……そう……そうかも、ね」

　どこか何かを喪そう失しつしたような声で、レインは呟つぶやく。そして直後、シオンに向かって言った。

「帰き投とうします」

　シオンの視し線せんが、疑問を投げかけてくる。

「いいの。……今日の所は、出直した方がいいわ」

　そして踵きびすを返す。トマージはそれを黙って眺ながめていた。

「トマージ＝イル」しかし去さり際ぎわに、レインはよく通る声で、悲しげに冷たげに、宣せん言げんした。

「今日は……引き下がります。だけど、また来るわ。何度でも来る。今度は本当に、覚かく悟ごを決めて、ウェポン管理部副部長、レイン＝リィンとして。どう思ってもらっても構かまわないわ。

　これは……私が自分で選せん択たくした、結果だから」

　足音とカーテンを潜くぐる気け配はいだけが、静寂の部へ屋やに響ひびいた。
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　バベル第十三階かい層そう、エデン本部。第四区画、ウェポン居きよ住じゆう区く。

　十三歳の少女、シュシュ＝ケイトの部へ屋やには、灯あかりが点ともっていた。寝しん具ぐの上、仰あお向むけに少女はぼんやりと天てん井じようを見上げる。

　──この天井にも、慣なれてしまった。

　ウェポンに入隊してすぐは、相当な違い和わ感かんが部屋中に散らばっていた。柔やわらかい布ふ団とん、銀色の壁かべ、無む機き質しつな天井、そして、金きん属ぞくの匂におい。姉のいない生活は寂さびしさと共に、それらを毎晩増ぞう幅ふくさせてはシュシュを悩なやませたものだった。毎日の訓くん練れん、純血の上じよう司し、冷たい眼まな差ざし、出動と戦せん闘とう、新しい人との出会い。それら全ては新しん鮮せんで、何より恐おそろしかった。

　──だけど。

　いつの間にかそれは日常に変へん貌ぼうする。恐らくどんなことでも、いつかは慣れ、そして何とも思わなくなってしまうのだろう。

　その証しよう拠こに。久しぶりに帰った故こ郷きように、シュシュは懐なつかしさを覚おぼえた。あれほど憎にくみ、疎うとみ、逃げ出したいと思った故郷に。留る守すにしていたのは少しだけのはずなのに、スラムの街並みはどこか別の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。眼めに見えない微かすかな違和感があった。──つまりそれが、懐かしさの正しよう体たい、だった。

　すべてが、変わっていく。

　シュシュは、見慣れた天井に向かって軽く溜ため息いきを吐つき、起き上がる。瞳ひとみを閉じ、瞼まぶたの裏うらに、姉の顔を浮かび上がらせる。

　その偶ぐう像ぞうに少しだけ修しゆう正せいを施ほどこし、最後に見た姉の顔に描かき換かえる。髪が伸びていた。ほんの少し、大人びた表情になった。

　それから、嬉うれしそうに笑っていた──。

　原因は多た分ぶん、あの少年なのだろう。

　それが恋なのか、それとも違ちがうのか、姉はわかっていない。姉のように恋も知らずに身体を売り始めた女には、それも当然のことなのかもしれない。

　だけど、姉は、笑っていた。

　姉の笑え顔がおを思い出す。あんなに嬉しそうなキキトの表情を、シュシュは見たことがなかった。

　いつもシュシュの前で、キキトは笑っていた。泣く顔よりも、怒おこる顔よりも、どんな顔よりも、笑顔を一番多く、自分に見せてくれていた。しかしそれは、嬉しさからくる自然な笑顔とは違っているということを、シュシュは知っていた。

　胸の奥、背中近くに何か重りがぶら下がっているような感じがする。

　この機械都市に姉とふたりで住みたくて──あのスラムから姉を救すくい出だしたくて──シュシュはウェポンになった。姉の喜ぶ顔が、本当の笑え顔がおが見たくて、自ら危き険けんに身を投じた。ずっと守ってくれていた姉を、今度は自分が守りたいと思った。

　──それなのに。

　姉の幸せそうな顔を、シュシュは初めて見た。それも自分ではなく、他の誰だれかに向けられたものを。一番望んでいたそれは、自分の知らない所でいつの間にか。

　部へ屋やに、機械的なベルが鳴なる。

　呼び出し、だった。出動の予定はまだ無かったはずだ。何の用だろうかと微かすかに思うが、その思し考こうは上うわの空そらに消えた。

　シュシュはそれでも、無む言ごんで立ち上がる。心に抱かかえた微かな痛いたみは、この前の戦せん闘とうで負おった背中の傷と同どう調ちようしたように脈みやくを刻きざむ。

「……はい、何か？」ドア近くに設せつ置ちされた受話器を取り、シュシュは抑よく揚ようのない声をあげた。返事に反はん応のうして、事務員の声がする。

「ウェポン、シュシュ＝ケイト」

「はい」呼ばれた名に事務的な返事をする。

　これも、日常になってしまっていた。その感かん覚かくが姉との距きよ離りを広げているような気がする。

「管理部から呼び出しだ」

「用件は？」

「下部スラム出身の者に聞きたいことがある、と」

「何を、ですか？」

「第六区画まで」質問に答えず、事務員はいつものように淡たん々たんと機械的に喋しやべる。

「わかりました──すぐに伺うかがいます」軽い溜ため息いきを吐つく。

　そんな声にも、もう慣なれていた。

　シュシュは受話器を壁かべに掛けた。茫ばく漠ぜんとした気分は晴はれないまま、取とり敢あえず部屋のドアを開ける。

　用件が何なのかは、どうでも良かった。

「──そうよ」自分でも気が付かない内に、シュシュは呟つぶやいている。

「姉さんは、私が守るんだ」
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　月は、見えない。

　暗くら闇やみは光と影かげを纏まとって、際さい限げんなく空を舞まう。しかしそんな空は、金きん属ぞくの天てん井じようでしかない。

　二人は並ならんで、座る。

「──ねえ。昨日の──シュシュの話……」少女が、声をあげた。

「あれ、たぶん、ホントだと思うよ」

　イルは返事をしなかった。

　キキトは少年を見た。

　綺き麗れいだと思う。

　顔だちもそうだが、それ以上に、身体が。襤ぼ褸ろから伸びた手足は、青白い皮ひ膚ふを纏まとって細く、それでもしなやかに弛たゆたう。どこから見ても、それは一いつ片ぺんの狂くるいもない。

　その様よう子すが綺麗だ、と思った。シュシュと、妹と同じ端たん正せいさを持っている。

　自分の足を見み遣やる。赤黒い鱗うろこは濁にごった血の色に似ている。少年のそれと比べるとそれは醜みにくく、不完全で、同時に生物として不自然だった。

「あんた、綺麗だもん」つい思いが、言葉になる。

　イルはやはり、返事をしない。キキトは構かまわずに続けた。

「シュシュもね、綺麗だった。だから、そう思うの」

「──僕は」イルはしかし、誰だれに言うともなく、呟つぶやく。

「僕には、帰る所がない」

「え？」

「何もわからない」

　キキトはイルの顔を見遣る。瞳ひとみに、色がない。視し線せんが定さだまっていない。

　やはりあの時、何かあったのだろうか？

「どうして？」

　無む言ごん。

「どうして帰る所がないの？」

　沈ちん黙もく。

「──言いたくないならいいんだけど……」

　キキトは何だか悲しくなる。どうしてなのかはわからなかったけれど、それでも。

「僕は……」しかし暫しばらくの後、イルは小声で呟きを再さい開かいする。

「僕はもう、僕じゃない。僕じゃなかった。

　姉さんも、父さんも、家族じゃなかった」

　意味がわからなかった。

「……それって、どういうこと？」

「さあ」その言葉と共に透とう明めいな雫しずくがひとつ、少年の漆しつ黒こくの瞳から、落ちた。

　たったひとつ。

「……イル？」キキトは。

　何も言えず、ただ隣となりに座っていた。

　涙なみだというものは、子供しか流さないと思っていた。大人になると自然と流れなくなるものだと思っていた。キキト自身も、もう泣き方を忘れていた。

　だから男の子が泣いている時にどうすればいいかなど、わかるはずもなかった。
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　シオン＝エシュの部へ屋やはいつも薄うす暗ぐらい。

　灯あかりが嫌きらいな訳わけではない。しかしシオンはいつも、どうしても必ひつ要ような時──例たとえば何かを探さがすとか──以外は、殆ほとんど部屋の光量を最小限に抑おさえていた。着替える時も、シャワーを浴あびる時も、眠る時も。

　いつも部屋は薄うす暗ぐらかった。

　不ふ便べんなことはなかった。シオンは特に部屋で何かをする、ということもなかった。出動の直後には一日か二日、『休きゆう暇か』と呼ばれる自由な時間がウェポンに与あたえられている。エデンの外──つまり、バベル第十三階かい層そう以外の場所に行くのは基本的に許ゆるされていないが、他のウェポンは束つかの間まの、恣し意い的てきに与えられた飴あめを満まん喫きつしている。しかしシオンは、暇ひまさえあれば第三区画──ウェポン訓くん練れん区くに赴おもむき、訓練用に捕ほ獲かくされた小型の『ケモノ』を相手に、その左腕を痛いためつけていた。

　そして、それで一日は事足りた。

　シオン＝エシュの部屋はいつも薄暗い。

　見たくないものを見ずに済むように、自分からそうしているからだった。

　薄うす地じの部屋着を脱ぬぎ捨すて、青白く細い肢し体たいをぼんやりと闇やみに浮き上がらせたまま、少女は立ち上がり、その黒の中で、裸ら身しんに布を纏まとっていき、

　最後に、上着を羽は織おる。

　呼び出しの時間だった。これから部屋の外へ、明るい場所へ行かなければならない。だからシオンは、青あお鈍にび色いろの、奇き妙みように左袖だけが腕より長く伸びた上着を羽織る。

　自分でも見たくないものを、他人に見られずに済むように。

　ドアを開け、外に出る。強い光が広がりきっていた虹こう彩さいを細める。

　あまり日に焼けない手足は青鈍の布地と相まって光の中で酷ひどくみすぼらしく、埃ほこりをばらまいたような灰色の髪と共に、その影かげまでも色を薄うすめているように見えた。
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　キキトの声は優やさしかった。

　それは昔、イルがよく覚えていないほど昔、聞いたことのあるようなそんな響ひびきだった。

　──あの時の声は、誰だれだったんだろう？

　思いを馳はせても、答えは虚こ空くうに溶とけ、帰ってこない。イルの頭を撫なで、それから抱だき締しめてくれたあの声は、もう今では聴きこえない。母の記き憶おくはないから、恐おそらくは姉だったのだろう。

　しかしそれは、もう過去だ。

　イルが変わってしまったのか、姉が変わってしまったのか、どちらか。或あるいは、イルも姉も変わってしまったのではなく、その本質を隠かくしていただけなのだろうか？

　その答えもわからない。

　はっきりしているのは、もう戻れない、ということだけだった。

　それでもイルは、姉の声に似たその優やさしいキキトの声に懐なつかしさを覚える。

　キキトが、かつて自分の妹にそうしていたように、優しく声を掛けているだけだとしても、それでも。

「ここに住んでもいいよ」キキトは笑う。

　イルは答えない。答えるのが恐こわい。

　あの時のおぞましいものは、いつ、どんな切っ掛けで再ふたたびやって来るか、全く見当が付かない。だからキキトを──他人を頼たよる訳わけにはいかなかった。

「──いや。すぐに出ていく」だから、そう答える。

　あの日からもう三日近く、──キキトの妹が『上』に戻ってから既すでに二日、経たっていた。もうこれ以上、長なが居いする訳にはいかない。できるだけ早く、出ていく必ひつ要ようがあった。

　キキトを腐くさらせてしまう前に。

「でも……どこに行くのよ？」

　何も知らないキキトは不ふ審しんげな顔でイルに問う。

　残ざん酷こくな質問だった。当てもなかった。しかし、

「なんとか、なる」どうにでもなればいい。

「何なら、この街を出てもいいかもしれない」

「莫ば迦かを言わないで。……外は、危き険けんよ」

　機械都市の下に棲すむことの唯ゆい一いつの利点。それはケモノに襲おそわれずに済む、ということだった。金きん属ぞくの壁かべに囲まれて暮らす純血に──その都市に寄き生せいするような形で、流る浪ろうする変へん異い種しゆたちが勝手に集まってきて形成されたのが、このスラムだった。機械都市はケモノ撃げき退たい用ようの防ぼう衛えいシステムを備そなえている。やつらも安あん易いには近付けない。バベルはスラムの傘かさとなり、寄生虫でしかないスラムもその恩おん恵けいを受けている。

　そこから出ていく。およそ、正しよう気きの沙さ汰たではないが、イルにはその方がよかった。

　──正気でなくなってしまった方が。

「ケモノの餌えさになりたいの？」キキトは眉まゆをひそめる。

「……それもいいか」

「冗じよう談だんはやめて」

「……とにかく、これ以上ここにはいられない。……訳わけは言えないけど」

「どうしても？」

「ああ」

「じゃあ」キキトは微かすかに、自分に問い掛けるように頷うなずいた。「私も──一いつ緒しよに」

「駄だ目めだ」イルは間かん髪はつ入いれずに、提てい案あんを拒きよ絶ぜつする。

「どうしてよ！」

　キキトは声を張り上げた。
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「訳がわからない！　出ていくだけならいいよ。あんたも子供じゃないんだから、自分の面めん倒どうくらい自分で見られるでしょう？　それはわかってるのよ。私が言いたいのはそんなことじゃない……」

「じゃあ──何だ」

　キキトの声は、恐おそろしいものを搾しぼり出だすように震ふるえていた。

「あんた──死にたがってるように見える」

「ああ」イルは空々しく、笑う。「あれは、冗じよう談だんだ」

「違ちがう」今度はキキトが、拒絶する番だった。

「冗談じゃない。わかってるでしょう？

　ここでは生きる意い志しを失くした奴やつは真っ先に死んでいく。……そして、あんたは今、そういう状じよう態たいよ。

　何があったのか、何が起きてるのか、それは知らない。尋きいても教えてくれない。だけど、私だってわかる。……このままじゃあんた、生きていけないよ」

　語尾は、微かすかに震ふるえていた。

「──何で、だ？」イルは呟つぶやく。

「何でだ？　あんたは他人だ。──何な故ぜ僕の世せ話わをやく……？」

「──私は」

　キキトは近寄り、イルの手に手を重ねる。思わず振りほどこうとしたが、キキトの力は思ったよりずっと強い。体温が、イルに伝わった。真まつ直すぐな視し線せんがイルの黒い瞳ひとみを射い抜ぬく。それは責せめるような、諭さとすような、叱しつ咤たと情じようの入り混じった、そんな視線だった。

「あんたは──私なんか邪じや魔まだと思ってるかもしれないけど──余よ計けいなお世話と思ってるかもしれないけど──二回目に会った時、言ったよね？　私はあんたと、友達になりたかった」

　イルは、答えることができなかった。キキトの視線は、直接的に、イルを責め立てる。

「だから、あんたが死ぬと悲しい。あんたが傷付くと痛いたい。あんたがいなくなると寂さびしい」

「──僕は……」

「こういう気持ちは、初めてだった。妹や死んだ母さん以外では、初めてで……。

　だから、失なくしたくないと──思った」

　何も言えなかった。イルの中に、言葉が浮かんでこなかった。悲しみではない胸の痛み。その感情が何なのか、イルにはわからなかったし、知りもしなかった。

　ただ、手に触ふれるキキトの体温だけが、その時のイルの感情を支ささえていた。
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　そしてスラムは静かな慌あわただしさに包まれていた。

　何十人もの男が、路ろ地じの陰かげ、廃はい屋おくの中、家族の棲すむ家、それらの区別なく、禁きん忌きもなく、押し入り、分け入り、そして去る。一連の行動が、夜も昼もなく、それでもひっそりと続けられていた。

　その光景は街の至る所で見受けられた。人の死肉を喰くらい死肉を人に喰われる役目を担になった、闇やみに紛まぎれて息を潜ひそめる小動物さえも、その住すみ処かを徹てつ底てい的てきに荒あらされ、不服そうに牙きばを剥むく。しかし屈くつ強きような男達はそんなものには眼めもくれず、不ふ遜そんな態たい度どで、何かを探さがすように、街を歩き回る。それは波に似ていた。波はスラムを洗っていた。そしてその波は、スラムの西せい端たんの、ある一点から放ほう射しや状じように、東に、北に、南に向かって広がっていた。

　中心にいるのは、右腕が蟹かにに似た巨大な鋏はさみである男。街を荒らしていたのは、彼の部下であり、手足である男たち。

　トマージ＝イルは、酷ひどく焦あせっているようだった。

　失うせものを探さがすのに全力を尽つくしているように見える。彼の手下が西区以外の場所を荒あらし回まわることを快こころよく思わない連中がいるのは明らかだというのに、気にも留とめずに。

　傍かたわらには女がひとり、所しよ在ざいなさげに立っている。女もまた、失せものに対してその神経をすり減へらしているのが表情からは見て取れる。

　スラム自体の敷しき地ち面積は、それほど広くない。しかしその狭せまい空間にひしめき合った街並みは、必要以上に複雑で、混乱していた。水も洩もらさないような網あみを張るのは不可能に近い。逃げようと思えば、逃げるのは容た易やすかった。

　それでもトマージ＝イルは、探たん索さくの手を緩ゆるめようとする気け配はいはなかった。一いつ刻こくも早く、失せものを探す必要がある。

　それはトマージの存在意義に関わることだったのだから。

「見つかるかしら……」

　傍らに立った女──失せものの姉が不安げに呟つぶやく。失せものの父はその不安を掻かき消けすように、声を荒げつつ言葉を返した。

「見つけなきゃならん。……あいつらに、先を越されてたまるか！」

　執しゆう念ねんに似た色が、瞳ひとみに宿っていた。




　そんな中、上の機械都市から再ふたたびスラムへと降おり立たった者が、三人いた。

　純血の女性と、それに付つき添そう二人の、変へん異い種しゆの少女。

　場ば違ちがいなことは変わらない。そして彼女たちがそれを気にも留とめていないことも。

　シオン＝エシュは無む言ごんで、表情すらも動かさない。

　レイン＝リィンは意い志しを秘ひめた瞳を、スラム街の喧けん噪そうと陰いん鬱うつにではなく、別の何かに向けたまま、歩ほを進める。

　そして二人を案内する少女、シュシュ＝ケイトは。

　困ったような、喜ぶような、複雑な表情を見せながら、見み慣なれた光景の中を歩いていた。

　目的地は決まっていた。スラム南区、彼女が棲すんでいた、家。

「もうすぐに、着きます」シュシュは後ろの二人に声を掛ける。




　未いまだトマージの探索の手は南区の端はしまで及およんでいない。だから三人は、スラムに異い変へんが起きていることにも、彼女達がその異変の先を越していることにも気付かない。




　そしてその時、少年は。

「──僕も……あんたのことを友達だと思ってる」

　そのすべてを腐くさらせかねない危き険けんな手に、少女の体温を、感じていた。

「じゃあ……」少女は、表情を微かすかに綻ほころばせる。

「いや」しかし少年は、少女を尚なおも拒きよ絶ぜつする。

「僕はそれでも……ここにはいられない。生きていく意い志しも、今は持てそうにない」

「……どういうことなのよ」

「…………僕は」

　少年と少女は、イルとキキトは暫しばらくの間、見つめ合う。その視し線せんがお互い、痛いたかった。

「僕は、普ふ通つうの人間じゃ、ないんだ」

　搾しぼり出だした声は、血に似ていた。

「……意味が、わからない」キキトの声は、細い。

　イルは、答える。傷を抉えぐるように、心臓を掴つかみ出だすように。

「僕は……僕も知らなかった。できれば知りたくなかった。

　いや、今でも本当のことは、知らない」

「教えて」細い声に、力が籠こもる。

　──イルは、決心した。

　キキトに化け物呼ばわりされる未来を思い、ほんの少し拳こぶしを握にぎり締しめながら。

　ゆっくりと、話し始める。

「あの日。僕があの場所に倒たおれていた、あの日。……僕は、あの時、死んだんだ」

「は？」キキトはしかし、怪け訝げんな声をあげる。

　無む理りもない。それは唐とう突とつで、何より突とつ拍ぴよう子しもない話だ、とイルも思う。

「争あらそいが起きていた」それでもイルは、独ひとり言ごとのように、呟つぶやきをやめない。キキトの瞳ひとみを覗のぞき込こんだまま──動かずに。

「僕は、何人かに殺されたんだ。背中を刺さされ、喉のどを切られ、胸も刺された。それから腕をもがれ、最後に首を切り落とされかけた」

「でも、あんた……」

「死んだと思った。あいつらも、僕自身も。でも、死ななかった。傷があっという間に塞ふさがって、……もがれた腕がひとりでにくっ付いた。それから僕は立ち上がった。誰だれかが僕を化け物だと言った。誰かが襲おそい掛かかって来た。僕は何なに気げなくそいつの腕を掴んだ。──そしたら」

　ひと呼吸置いて、それからイルは、

「そいつの腕が、僕の触さわった所が、腐くさって、落ちた」

　キキトの手から自分の手を離はなし、言葉を吐き出す。

「何を……」冗じよう談だん言わないで、とキキトは付け加える。事実、信じている顔ではない。

　イルはキキトの眼めを、正面から見返す。嘘うそではない、と。

　キキトは困こん惑わくしたように視線を逸そらした。

「冗談でも、嘘でもない」イルは淡たん々たんと続けた。

「僕の腕は一度千ち切ぎれた腕だ。それに僕の触さわったものは腐くさってしまうかもしれない。自分でもよくわからない。……だけど、

　僕は、危き険けんなんだ」

「でも……私は、平気だったよ。あんたに触っても、何ともなかったじゃない」

「自分でもわからない。いつそうなるか、わからないんだ」

　呆ぼう然ぜんと、キキトは立たち尽つくしている。

「イル……」キキトは近付いた。怖おず怖おずとゆっくりと、イルに手を伸ばす。

「僕に触るな！」しかし、イルは。

「自分でもわからないんだ！　僕はおかしい。普ふ通つうじゃない！

　僕は……何なんだ!?」

　キキトの手を逃のがれ、後ずさるその声は、半ば自分自身に向けられていた。

「……なに、言ってる、の」キキトは震ふるえ、

「……僕は……」

　声が聴きこえたのは、その時のことだった。

「私はあなたを、知っているわ」

　聴きき慣なれない声が、会話に割って入る。

　イルとキキトの会話が止まる。

　部へ屋やの外で、人の気け配はいがした。

　ふたりは振り向く。カーテンを潜くぐる衣きぬ擦ずれの音。その向こうから、いくつかの人ひと影かげが、見える。

「──姉さん」

　その内のひとりが、聞いたことのある声を出す。

「シュシュ……？」キキトは声の主ぬしの名を呼んだ。

　シュシュは部屋に、入ってくる。何か思おもい詰つめるような、そんな表情をしていた。

　早過ぎる帰き還かんだった。キキトは訝いぶかしげな視し線せんを妹に向ける。

「あんた達……、誰だれだ？」

　そして、イルは。

　シュシュの後ろの人影に、警けい戒かいの声をあげた。

「話を──聴いていたな？」

「最後の部分だけ、ね」シュシュの背はい後ごで、また知らない声がした。

　イルは身み構がまえる。キキトは混乱している。

「──探さがしたわ」

　シュシュの脇わきから、女がひとり前に出た。キキトもイルも、初めて見る顔。

　栗くり色いろがかった長い髪と、聡そう明めいで理り知ち的てきな印いん象しようの目鼻立ち。何より纏まとっている衣服はとてもスラムのものとは思えないほど清せい潔けつで、上等だった。

「あなたをずっと、探さがしていたの」女は、言った。

「紹しよう介かいするわ」シュシュが眼めを伏ふせ、キキトとイルから視し線せんを逸そらしたまま、

「私の上じよう司し──、レイン＝リィンさん」

「初めまして」女は笑う。キキトは思わずつられて頭を下げる。

　イルは訝いぶかしげな視線を、女に向けた。
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「──あなたの母親は、我々の組そ織しき──エデンにいたのよ」

　その女は、レイン＝リィンと名乗った。

　シュシュ＝ケイトが連れて来たのは、上の──機械都市バベルの中にある、ケモノ殲せん滅めつのための機き関かん──エデンの人間だった。

　イルも、エデンの名は知っていた。しかしそれは単純な知ち識しきとしてであり、自身が関かかわったこともなければ、またスラムの生活に何の関係もなかったから、詳くわしいことは知らなかった。ただ、他の人間から金を貰もらい、あの恐おそろしい生物を──ケモノを専門に殺す連中だということは誰だれかから聴きいて、知っていた。

　そんな連中が、自分を探さがしていたという。

　それに──。

　母親、と、その女は言った。

　僕の、母親？

「──どういうことだ？」イルは女を睨にらむ。疑ぎ念ねんと困こん惑わくを込めて。

「まずは──ひとつずつ順を追って話さなくてはね」

　キキトの家の玄げん関かん口ぐちで、イルとレイン＝リィンは二人で向き合っていた。家の中でキキトとシュシュが、話の終わるのを待っている。

　そして。

「私たちの組織──エデンは、二十年ほど前に設せつ立りつされたの」

　レインが話をする、その少し向こうで。

「設立したのはバベルに住んでいた過か学がく研究者のひとり。その人はバベルの階かい層そうのひとつをすべて使って、エデンをそこに設せつ置ちした」

　少女がひとり、こっちを見ていた。

「今から約二百四十年前。世界を『混乱』が襲おそった。その『混乱』が具体的にどんなことだったのかは今では伝わっていない。──記録は失われてしまっている」

　イルと、同年代くらいに見える。ただ眼めだけが、外見にそぐわないほど大人びていた。

「とにかく、その『混乱』以い降こう、この星の環かん境きようと社会は一いつ変ぺんした。知っているでしょう？」

　髪は灰色。濁にごった色だった。スラムの喧けん噪そうに似に合あいそうな、汚よごれた色。少しだけ細い眼に、薄うすい唇くちびる。それに病気にでもなっているような、青白い肌はだ。

「少しは」

　少女の視し線せんを気にしたまま、イルは女の言葉に相あい槌づちをうつ。

「人間が築きずいていた文明は崩ほう壊かいし、草は枯かれ、木は死に、川は切れた。土は濁り、海は淀よどみ、そして──あの『ケモノ』が現あらわれた」

　女──レイン、と名乗った女性の話は回りくどかった。イルは少し焦じれったくなる。かと言って自分を探さがしていた、というこの女の話を途と中ちゆうで遮さえぎってしまう訳わけにもいかず、イルは向こうの少女の顔を、視し線せんだけでちらと見る。

「『混乱』以い降こう、人間はそれまで育はぐくんでいた文明──『過か学がく』を発展させる術すべを失っていた。だから大発生したケモノを滅ほろぼすことは、今でもできないでいる」

　少女と──視線が交こう叉さする。

「人間にも問題はあった。『混乱』以降に、身体に変へん異いを持つ変異種が生まれ始めた。身体に変異を持たない者は変異種を蔑さげすみ、自らを純血種と呼んだ。残された過学、壊こわれずに在あった機械都市は純血種が独どく占せんし、変異種は都市から切られる。そうこうする内ケモノが野やに跋ばつ扈こしているせいで都市同士の交流も断だん絶ぜつする。閉へい塞そくに耐たえきれず都市から流出する人もいた。人々は減へっていく。たった二百四十年で、世界は切れ切れになってしまったの」

「……それは、知っている」

　視線の交叉に何な故ぜか居い心地ごこちが悪くなり、イルはレインの方に視線を向け直す。

「でも、エデンは──」レインは、そんなイルの様よう子すに気付いたふうもない。「私たちには変異種も純血種も関係ない。私たちの目的、それはたったひとつ。単純なものよ。……ケモノを殲せん滅めつすること。『混乱』以前の人間が残した過学を研究、利用し、そして人間の力で我々の天てん敵てき──ケモノを殲滅し、人間社会を再ふたたびあるべき姿すがたに戻す。それがエデンの目的」

「あんたたちが、ケモノを殺しているのは知ってる……高い金をとって」

　イルは皮ひ肉にくっぽく笑った。黒い髪が微かすかに揺ゆれる。

「──そうね」レインは苦く笑しようした。「私たちも、慈じ善ぜんでやってる訳わけじゃないの。過学を維い持じするには、更さらに研究するにはどうしても費ひ用ようがかかる。私たちの組そ織しきは、営えい利り形けい態たいでなければ立ち行かない。確かに目的と理り想そうはあるわ。だけどどんな理想も現実にならなければただの夢よ。夢を現実にするために、一番早くて確実な方法──。それを実行しているの」

「どういうことだ？」まだ本題は始まらないのか、とイルは少し、思う。

「エデンは、変異種を傭よう兵へいとして雇やとっている」レインの声に、力が入る。

　本題に、近付いているらしい。

「変異種の中でも変異が戦せん闘とう用ように特とつ化かした者たちがいる。それは知っているでしょう？」

「シュシュのような、か？」

「そうよ。彼らを傭兵として雇こ用ようし、依い頼らいを受けてケモノを殺す。過学は有ゆう限げんだから、それを無む闇やみに使えない。だったら人を使えばいい、創そう始し者しやはそう考えたんでしょうね。だけどね。創始者の思おも惑わくはともかく……わたしはこの方法を素す晴ばらしいと思ってる」

「何で、だ？」

「変異種が、人を救すくうからよ。

　この方法だと、純血種に変へん異い種しゆの価か値ちと存そん在ざいを力ずくで認めさせられる。……世界は今、ゆっくりと滅ほろんでいる。わかるでしょう？　ケモノのせいで都市と都市は断だん絶ぜつし、純血種は機械都市や壁かべの中の集落に閉とじ籠こもってる。お互い協力しようともしない。自分たちが持ってる資し源げんを、過か学がくを、自分勝手に大事にしてそれでいて消しよう費ひして、目の前のケモノに脅おびえて外に出ようともしない。そして変異種はそんな純血種にゴミみたいに扱あつかわれて、彼らに隷れい属ぞくさせられたり隔かく離りされたり……。

　そんな世界を変えられる。わたしはそう思ってるの」

「──上う手まくいけば、だ」イルは、溜ため息いきを吐ついた。

　目の前の女性は熱を込めて喋しやべっている。恐おそらくこのレインという女性にとって、それは酷ひどく大事なことなのだろう。

　しかしこういう──理り想そうとかの話は苦にが手てだった。

　普ふ段だんでも苦手なのに、今はそんな気分じゃない。

　そんなことよりも──。

「結けつ局きよく僕とその『エデン』とは何の関係があるんだ？　何な故ぜ僕を探さがしていた？　母さんがエデンにいたというのは何だ？　僕はそんな話、聴きいたこともない」

　イルの言葉に、レインは笑えみを洩もらした。

「あ……ごめんなさい」そして悪戯いたずらっぽく、子供のように笑う。「話が回りくどくて長いのは私の悪い癖くせだわ」

　イルは静かに息を吐はく。一体何なのだろうと思う。

　しかし──。

「本題に入るわ。あなたを探していた理由と、あなたの出生」

　レインの表情が、鋭するどく、堅かたくなった。

「あなた──傷の治癒が異常に早いでしょう？」

　イルは、眼めを見開いた。

「……なんで」

「さっき私は言ったわね。人間は『混乱』以い降こう、純血と変異種の二種に分かれた、って」レインはイルの疑問に答えない。冷たい感じの表情に、険けわしさが増ました。

「──あなたはね。

　変異種の中でも特に、『稀き存ぞん種しゆ』と呼ばれる特種の存そん在ざいなの」

「……え？」

「稀存種は名が示す通り、変異種の中でも特に稀き少しような存在。

　その特とく徴ちようは三つ。

　極きわめて高い傷の治ち癒ゆ力りよくによる、常じよう軌きを逸いつした身体の復ふく元げん能のう力りよく。

　交こう配はいによっても混こん在ざい、変化しない固有遺い伝でん子しの恒こう常じよう性せい。

　そして個体特有の、身体の変化に伴ともなって発はつ現げんする特とく異い的てき、過か学がく的てき結果を引き起こす力」

「……どういう、ことだ？」

　さっきまでの回りくどい話から頭が切きり替かわらなかった。

「『きぞんしゅ』……？　……」

「わかっているはずよ」レインはイルを見み透すかしたように言葉を続けた。

「心当たりはあるでしょう？　傷の治なおりが早いことも。父親に似ていないことも。そして、その力も」

　イルは無む言ごんで額ひたいに手を当て、レインから眼めを逸そらす。

「『混乱』以前から残っている資し料りようによると、稀き存ぞん種しゆはその時点で七種類が確認されている。それぞれが、各おの々おの、特種な力を持ち、現在も親から子へ、力を受うけ継ついでいる。

　あなたは──。あなたの力は。

　物質を腐ふ敗はいさせる瘴しよう気きを体内で生成し、それを結けつ晶しよう化かして体外に発現させる力。

　あなたの母親から、受け継いだ力よ」

　イルは視し線せんを上げた。レインの眼めを、真まつ直すぐに見つめる。レインの視線は険けわしい。眼を逸そらせない。ずっと思っていた、疑問を、ぶつけた。

「──つまり僕は、化け物なのか？」

　その瞳ひとみは、黒く鈍にぶい光を宿していた。




　化け物、という少年の声に、シオンは微かすかに反はん応のうする。

　聴きき慣なれた言葉だった。条件反はん射しやのように、無む意い識しきに鼓こ動どうが跳はねるのがわかった。

　会話をずっと聴いていた。少年の脅おびえが見て取れた。激しい敵てき意いも、恐おそらく虚きよ勢せいだろう。

　灰色の髪を、右手で無意識に掻かき上あげる。

「──化け物なんかじゃないわ」

　レインは、かつてシオンに向かって言ったのと同じ言葉を、少年に告つげる。記き憶おくが少しだけ、甦よみがえった。

「──嘘うそだ！」

　少年の言葉に、シオンは心の裡うちで微かに苦く笑しようする。

　──返す言葉も、同じ。

「嘘じゃないわ」レインの声は落ち着いていた。「あなたは化け物なんかじゃない」

「──僕は」

「稀存種。その存在は『混乱』以前からあったというわ」

　少年は沈ちん黙もくする。意味がわからないようだった。

「『混乱』以前から、稀存種の存そん在ざいは確認され、記録に残っていたわ。曰く、人類の救すくいの手、曰く、神の御み使つかい。呼び方は様々だけど、それらは全て、あなたの先せん祖ぞに向けられた言葉よ」

「──でも、それは」

「厳げん密みつな意味では『人間』ではないのかもしれない」

　少年の顔が青ざめる。レインは決して、おためごかしを言う人ではないと、シオンは知っていた。だからその言葉は、時に冷たくも聞こえる。

「だけどそれを言うなら、変へん異い種しゆも人間ではないでしょうね」

　──レインは、だからこそ信じられる。シオンはそう思っていた。

「──でも、僕は」少年は口くち籠ごもる。

「教えてくれ。僕は──要するに何なんだ？　僕の母さんは誰だれだ？　父さんと姉さんは？

　僕は、どういうふうに生まれたんだ？」

「十五年前──」

　レインは瞼まぶたを閉じて、口を開いた。
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　かつて、エデンに優ゆう秀しゆうなウェポンがいた。

　名をルナと云った。

　彼女がエデンに入ることになった経けい緯いは記録に残っていない。ウェポンとして働いていた期間は僅わずか三年。しかし彼女は記録の上で確認できる第四稀き存ぞん種しゆの力を有しており──紛まぎれもなくその当時、そこにいた。

　漆しつ黒こくの髪を長く伸ばし、どこか哀かなしげな笑えみを宿した表情は、胸の痛いたみを伴ともなった魅み力りよくを見る者に与あたえた、という。

　しかし彼女の美しさとは裏うら腹はらに、その力はあまりに大きく、恐おそろしいものだった。

　彼女の掌てのひらには、蒼あおい円形の小さな玉が宿る。

　その小さな玉は、夜、闇やみの中、空に浮かぶ星──月に似ていた。

　月の名は『凶まが玉たま』と云いった。

　誰かが名付けたのか、或あるいは彼女の先せん祖ぞがそう呼んでいたのか、それはわからない。とにかく彼女の掌に浮かぶその球形の物質、『凶玉』はつまり、彼女の力、瘴しよう気きを結けつ晶しよう化かさせたものだった。それを彼女が握にぎり潰つぶすと、辺あたりには高こう濃のう度どの瘴気が発はつ散さんし、ケモノも人も、命を持つものは全て腐くさり逝ゆく。

　エデンが、彼女を──つまりその稀存種そのものを『月』と美び称しようしたのは、凶玉を割らせ、その力を行こう使しさせることを彼女に求めた、せめてもの償つぐないだったのかもしれない。

　彼女はいつも微かすかに笑い、哀かなしげにケモノを屠ほふった。

　仲間たちは彼女を信しん頼らいしつつも、心のどこかでは彼女の力を恐れていた。稀存種は──戦せん闘とうに参加していた稀存種は──その頃ころ彼女ひとりだけだったから。

　エデンに発見され、保ほ護ごされていた稀き存ぞん種しゆは当時ルナを含めて四人。しかし他の三人はいずれも稀存種の力に目め覚ざめていなかった。

　そして──残りの稀存種に至いたっては未いまだ個体の生せい存ぞんを確認できずにいた。

　伝でん承しようと記録から、稀存種が七種類存在することはわかっていた。しかし『混乱』から二百余年、ケモノの脅きよう威いによって分ぶん断だんされ、孤こ立りつした人間社会は互たがいの交流さえ不自由で、その環かん境きようは『混乱』以前の歴史、以い降こうの記録を曖あい昧まい模も糊ことさせるに充じゆう分ぶんだった。

　かつて確かに存在したであろう七種類の稀存種。その全ての血が残っているかどうかも定さだかではない。しかしエデンは──特に一部の、過か学がく研究部の人間たちは、稀存種に注目し、重要視し、そして何な故ぜか固こ執しつしていた。まるで稀存種を集めるのが自分たちの存そん在ざい意い義ぎだ、と言わんばかりに。

　だから、唯ゆい一いつ力に目覚めていた存在としてのルナは、兵器として、また研究対たい象しようとして、エデンに束そく縛ばくされ──あらゆる意味で、本質的な孤こ独どくを抱かかえていた。そのことをルナがどう思っていたのかは、今となってはわからない。ただ彼女はいつも寂さびしげに笑い、夜と同じ色の黒い髪かみをなびかせながら、ただ黙だまって任にん務むにあたっていたという。

　表向きは順じゆん調ちように見えた。当時のエデンは黎れい明めい期き。機き構こうと商売の形けい態たいを確立させながら、常つねに人材不足に悩なやまされていた、そんな時じ期きだった。その中にあって彼女はウェポン最高の戦力として重ちよう宝ほうされており、実質エデンも彼女を中心とした作戦を展てん開かいしていた。そういう意味で、彼女は必ひつ要ようとされていた。

　ただ、それが彼女の望んだ形であったかどうか。

　結局ルナは十五年前のある日、突とつ然ぜんに忽こつ然ぜんとエデンから姿すがたを消した。

　理由を、切っ掛けを知る者は、いなかった。

　──ひとりを除のぞいては。




　それから、ルナがエデンを去って、更さらに三年の後。

　エデンはそれでも、大きくなっていた。

　彼女の抜けた穴を埋うめて余りある数のウェポンの人員増加と、仕事の信しん頼らいの向こう上じよう。それは少数精せい鋭えいの分隊を派は遣けんし、複数の依い頼らいを同時に請うけ負おうことを可能としていた。

　そんな中。ウェポンの任にん務む遂すい行こう中ちゆう、つまりケモノとの戦せん闘とう中ちゆうに事じ故こが起きた。

　軽い事故だった。当時から戦死するウェポンは少なからずいたし、それに比べれば些さ細さいな事故ではあった。エデンにとっても特に重要視するほどのことではなかった。

　ウェポンのひとりが、負ふ傷しようしたのだ。

　重じゆう傷しようではあった。しかし彼らの戦闘においては、個人の負傷の度合いよりもむしろ負傷した人数の方が問題になる。その時負傷したのはそのウェポンひとりだけだった。任務の遂行にさして支し障しようを来すものではなかったこともあり、任務そのものは完かん遂すいされもしていたから、特に記録に残ることでも、問題視されることでもなかった。実じつ際さい、彼の負ふ傷しようの記録はもう残っていない。

　そのウェポンは神しん経けい毒どくを持つケモノに噛かまれ、意い識しき不明となって数日間、死の淵ふちを彷徨さまよった。──そして結果、ウェポンであり続けることができなくなった。

　昏こん睡すいしている最中に高い発熱に見み舞まわれていたせいか、それともケモノの神経毒によって身体のどこかに欠けつ陥かんが発生したのか、或あるいは何らかの心しん因いん性せいのものなのか。命は助かったが、後こう遺い症しようが残ったのだ。彼はその日から身体の変へん異いを、隠かくせなくなった。

　ウェポンは、第一位変異種──つまり、有ゆう事じ以外は見かけ上、純血と変わらない外見であることが資し格かくの条件にある。純血にとっては恐おそろしく気き味み悪く同時に醜みにくいものでしかない身体の変異を、表向きにでも隠せる者でなければ、ウェポンにはなれない。顧こ客きやくの畏い怖ふや不安感や嫌けん悪お感かんを無む闇やみに助じよ長ちようさせないようにという、それがエデン上じよう層そう部ぶの一部の純血種により決定された無む慈じ悲ひな方針だった。

　彼は事じ故この後遺症で、身体の変異──巨大な、蟹かにの鋏はさみに似た右腕──を、『擬ぎ態たい』によって隠すことができなくなってしまっていた。右腕が戻らなくなってしまっていたのだ。

　そして彼はエデンから放ほう逐ちくされた。ウェポンである彼は、もう四年近くの間エデンに貢こう献けんしてきていたし、その豪ごう気きな性格から同どう僚りようの信しん頼らいも厚あつかったが、ウェポンは所しよ詮せん傭よう兵へいでしかなく、彼は戦うこと以外に何の技ぎ能のうも持たなかった。資格を失った者に用はないとばかりに、上層部からは呆あつ気けなく解かい雇こ通知が出され、ウェポン内部から引いん退たいを惜おしむ声は聴きこえても、雇やとい主ぬしに逆さからえる傭兵はいない。結けつ局きよくそれは、『聴こえただけ』だった。

　彼はエデンに来た時と同じように、唯ゆい一いつの家族──六歳になったばかりの娘──を連れエデンを去り、いずこへともなく、消え、

　エデンには、何の影えい響きようもなかった。




　トマージ＝イルがそれからどういう経けい緯いでバベルの下部、スラム西区に辿たどり着ついたのかはわからない。彼はその三年後には娘と、それから小さな男の子を連れ、西区を暴ぼう力りよくで以もつて取り仕切る連中を束たばねる、そんな立場にいた。

　子連れのトマージ。

　足あし手で纏まといのはずの子供二人を連れて尚なお、それでも圧あつ倒とう的てきな強さで、誰だれにも負けることのない彼は、いつしか仲間内からそう呼ばれていたと云いう。




　　　　３




　父親の顔を見ながら、ルルは昔のことを考えていた。

　──あの子と初めて会ったのは、私が幾いくつの時だっただろう？

　幼おさない頃ころ、父親のことが大好きだった。優やさしく、頼たよりになる父。朧おぼろげにしか思い出せないが、機械仕じ掛かけの『上』に住んでいた幼い頃は、父の仲間は皆、彼のことが大好きだった。今でもそのことだけは、忘れていない。

　ルルちゃんのお父さんがいるから、皆安心して戦えるんだよ。

　彼らは口を揃そろえて言った。幼すぎて言葉の意味はよくわからなかったが、とても嬉うれしかった。

　傍かたわらに見える厳いかつい、凶きよう器きの右腕。

　それに対して、恐きよう怖ふを感じたことはなかった。それどころかずっとその右腕は、自分を守ってくれてきた。

　いつからだろう？　その右腕が守るべきものが、少女ではなくなってしまったのは。

　それは『彼女』が、父に黙だまってエデンから去ってしまったあの時なのか。それとも機械仕掛けの塔とうから追い出されてしまったあの時なのか。或あるいは──父との子供をたったひとりで産んでいた『彼女』と再さい会かいしてしまったあの時なのか。

　だからといって、まだ幼く事情を知らないルルには、『彼女』に悪意を抱いだくような知恵もなかった。産みの母を知らないルルに『彼女』は優しくしてくれたし、何より父親が大事にしていた『彼女たち』を、自分も大事にしなければならない、そう思っていたから。

　それは今でも変わらない。もう少しルルが年をとっていたなら『彼女』を、『彼女たち』を、憎にくんでいたかもしれないが。

　だけど、ルルは。

　とても短い間だったが、ルルはその人を『かあさん』と呼んでいた。

　そして『あの子』のことを、肉親として愛した。

　母親の面おも影かげの濃こい『あの子』。

　──『あの子』は多た分ぶん、母親の──『彼女』の顔を覚えていない。いや、覚えていないと言うよりは、忘れてしまったと言うべきかもしれない。覚えていない訳わけはない。彼女が死んだのは、弟が四歳の時だったのだから。

　覚えていないのではなく、忘れてしまったのだ。

　ルルが自分を産んだ母の顔を覚えていないのとは違ちがう。恐らく弟は、無む意い識しきに母の顔を、姿を、存在を、記憶から消してしまったのだろう。──自分たちのせいで。

　あの人が──『彼女』が死んでから、父は、自分は、変わってしまった。

　父は『彼女』を失った罪つみの意識から、それ故ゆえまた罪を犯おかし始はじめた。過か剰じような愛情は刃やいばになる。『あの子』を守ろうとするあまり、父は『あの子』以外を──『あの子』さえも──傷付けることを厭いとわなくなってしまった。そしてルルはそんな父と『あの子』との間で、姉としてではなく母として、娘ではなく女として、自分を犠ぎ牲せいにするようになっていった。父の心情に応こたえようと、応えたいと、その一心で──。

　その行動が、『あの子』から『彼女』の記憶を奪うばったのだ。──多分。

『あの子』。少女の弟。父と、『彼女』の息子むすこ。

　初めに誰だれが悪かったのかはもうわからない、そんな罪つみと罰ばつと原因と結果の連れん鎖さの中で、綻ほころびはいつしか逃のがれられない断だん裂れつとなって、容よう赦しやなく父を、ルルを、そして『あの子』さえもを責せめ立たてている。

「──父さん」

　少女は、傍かたわらに立つ父に向かって、思おもい詰つめたように口を開く。

　トマージに、ルルは思いきって、自分の思いを告つげた。

「あの子が見つかったら……。私、全部、話すわ」

　父は、答えなかった。
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「帰る……そうだよ」

　カーテンの向こうから、イルはシュシュに向かって、溜ため息いきと共に言葉を吐はいた。

『エデン』の──エデンからの来らい訪ほう者しやの、話は終わった。

　胸が、重い。

　無む言ごんで出てきたシュシュが自分の傍そばを通り過ぎるのを見ながら、イルは複雑な思いを隠かくしきれずに、シュシュに言葉もかけられない。

「──私たちは」レインが、イルの背中に向かって微ほほ笑えむ。どこか寂さびしげなそんな笑え顔がおだったが、イルはその表情を見ることはなかった。

「私たちは待ってるわ。──いえ、本当は無む理りにでも連れて帰りたいのだけど」

「──戦力としてか？」だから背中を向けたまま、皮ひ肉にくを込める。レインの言葉に不ふ満まんがあるわけではなかった。レインの話は多少回りくどく、思わせぶりな所があったが、真しん摯しで丁てい寧ねいで、恐おそらくは信用に足るものだった。しかし、それでも、皮肉を込めずにはいられない。

　それだけイルの感情は、当とう惑わくし混乱し疲ひ弊へいし、強こわ張ばっていた。

「──正直な気持ちではね」レインは、誤ご魔ま化かさない。それがイルを苛いら立だたせる。

「あなたは強いわ。──これから、更さらに強くなる。エデンにとって、貴き重ちような戦力になるほどに」

「わからないな」イルはようやく、わざとらしく振り返り、頬ほおを歪ゆがませる。

　何のことはない、ただ、気持ちをぶつける相手が欲しかっただけだった。

「あんたたちは上う手まくやってるんだろう？　僕の母さんがどれほどのものだったか知らないけど、僕ひとりの力がそんなに役に立つとは思えない」

「確かに」レインは意外にも、頷うなずく。

「今のあなたは恐らく、それほどの戦力にはならない。──はっきり言うわ。あなたたち稀き存ぞん種しゆは、特とく殊しゆなの。戦力としても、象しよう徴ちようとしても、そして試し体たいとしても」

「……どういう、意味だ？」

「戦力としてというのは、つまりあなたの力はあなたが思っている以上に凄すごいものだ、ということ。将来的な話だけど。象徴としてというのは、だからあなたたち稀存種は他の変へん異い種しゆにとって、とても頼たよりになるということ。そして試体として、というのは──」

　レインは少し、間を置いた。

「あなたの身体には謎なぞが多いということ。身も蓋ふたもない言い方をすれば、あなたの身体は研究の対たい象しようとなっている、ということよ」

「つまりあんたたちは……僕を利用したいんだろう？」──化け物の、僕を。

「そうね」レインはそれでも、否定しない。

「エデン上じよう層そう部ぶの都つ合ごうを言えば、そうなるわ。でもね。私は──私は強きよう制せいしない。来るかどうかはあなたが決めればいい」

　いっそのこと、無む理り矢や理りにでも連れていかれた方が楽かもしれない、とイルは思った。エデンに行きたい訳わけではなかった。しかしこれからどうすればいいかなんて、わかるはずもない。

「とにかく」レインは、髪を掻かき上あげ、踵きびすを返す。「あなたがその気になったのなら、私たちは歓かん迎げいするわ。──また来る。その時に返事を聴きかせて」

　そして、去っていく。

　灰色の髪の少女は無む言ごんでレインの傍そばについて歩き出す。護ご衛えいか何かなのだろうか、結けつ局きよく少女は片かた時ときもレインから離はなれなかった。シュシュも、何な故ぜかどこか所しよ在ざいなさげに、頻しきりに振り返りながらレインの後を追う。

「──帰った、の？」

　三人の後うしろ姿すがたを無む言ごんで見送るイルの背中に、キキトが怖おず怖おずと声をかけた。

「ああ」イルは、答える。

　恐おそらくキキトも、家の中から話を聴きいていたのだろう。

「──どう、思う？」だからイルは、尋たずねた。

　背中を向けたままだった。振り返るのが何だか恐こわかった。

「──どう、って……」

「僕は……わからない。自分がどうすればいいか、わからないんだ」

　自分のことを決めるのが、これほどまでに苦しいことだったのか、と息を吐はきながらイルは背中を落とす。

　自分が何ものだったのか、生まれてからずっと考えてきた。母親はスラムの娼しよう婦ふ、父親は西区のボス。そう言われて育ってきたし、自分の出しゆつ自じにも疑問を持っていなかったから尚なお更さらだった。答えの出ない疑問を払ふつ拭しよくするように、いつしか人の言いなりになることを嫌きらい、父親に反抗して、自分の意い志しを貫つらぬいてきた。誰だれの言いなりにもならない。言葉に出したことはなかったが、それが自分の生き方であり誇ほこりだと、そう思っていた。

　だけどそれは、まやかしだった。母親は『稀き存ぞん種しゆ』という特とく殊しゆな存そん在ざいと聞かされてしまった。嘘うそではないのだろうし、あの時の自分を考えると、信じざるを得ない。とすると、父親はトマージかどうかもわからない。そう思った瞬しゆん間かん、自分の生き方も誇りも、全ては嘘になった。

　自分のことを誰かに決めてもらう。避さけていたはずの選せん択たくを、イルは今、望む。

「──キキト」だから、キキトの名を呼び、問うた。「僕は……どうすればいい？」

　さっき──キキトが言った、その言葉を思い出す。ずっとここにいてもいい、とキキトは言った。友達だ、とキキトは言った。イルの手に触ふれた手。その体温。

「僕は──稀存種、とかいうものらしい。変な力を持ってる。それは確かだ。だけどどうしていいか、僕にはわからないんだ」

　少し前のことなのに、随ずい分ぶん昔のような気がする。あれは現実だったのだろうか？

　答えてくれ。

　答えて欲しい。イルは瞼まぶたを閉じる。

「私──」キキトは、そして震ふるえる声で。「私──、いや、あんたは……」

　答える。

「たぶん、エデンに行った方がいいと、思う」

　イルはその言葉に、眼めを開けた。

　深く、深く息を吐く。息と共に何かが、消えていく。

　期き待たいしていた言葉ではなかった。

　──あれはやっぱり、夢だったのか。

　気け配はいを察さつ知ちしたのか、脅おどされたようにキキトは矢や継つぎ早ばやに、独ひとり言ごとのように喋しやべり始はじめる。

「──そうよ。向こうにはさ、あんたと同じ、きぞんしゅ、って人が他にもいるんでしょ？　だからさ、何かわかるかもしれない。いや、そうよ。だって、上に行けばあんた、自分のこともっとわかると思うし。それに、シュシュも言ってたけど……」

　そうか、と、イルは思った。

　あの時と同じだった。トツメがイルを殺そうとした時。トツメの友達を、イルが殺していたことを知った時。

　そうか、と。ただそれだけ、思った。同じように、思った。

「──わかった」

　尚なおもキキトは何か言葉を紡つむいでいたが、イルはその言葉が自分に向けられていないことに気付いていた。

　その言葉は多た分ぶん、キキト自身を納なつ得とくさせるための言葉なのだ。

　だからイルは、それを遮さえぎる。

「わかった。……そう、するよ」

「え……」

「エデンに、行く」

　それから初めて、振り返った。

「今まで、ありがとう」

　キキトの顔は、何だか違ちがって見えた。

　イルはそれを確認すると、またキキトに背中を向ける。まだレインは近くにいるだろう。また来るのを、待っている必要はない。

　そして、走り始めた。

「あ……待っ」誰だれかの声が、後ろで聞こえる。すまない、と思う。

　恐こわがらせて期待して、

　だから、傷付けた。

　すまない、と。

　イルは、泣いていたのかもしれない。だけど涙なみだは多分、出てはいなかった。
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　二人の後ろをついて歩きながら、シュシュの気分は沈しずんでいた。

　自分のとった行動がこれで良かったのか、その結論が出なかった。しかし、シュシュはただ尋きかれたことに答えただけだ。バベル下部スラム出身者のひとりとして呼び出され、レインの質問を受け、それに正直に答えた、それだけのことだ。呼び出されたのはシュシュだけではなかった。スラム出身のウェポンがあと二人、同時にその場にいた。イルのことを尋かれるとは微み塵じんも思わなかったし、ましてやレインたちがイルを探さがしているとは、欠片かけらも知らなかった。その人なら知っていますと答えたシュシュは案内を頼たのまれ、そして結果、こうなった。

　シュシュは何もしていない。

　──だけど。

　キキトとイルは、何か言い争っていた。カーテンの向こうからでは内容は殆ほとんどわからなかったが、言葉の断だん片ぺんは聞き取れた。そしてレインと話をするためにイルが家から出、入れ代わりにシュシュが家に入った時、姉は言った。

　どういうことなの、イルどうなっちゃうの、と。

　それはシュシュに助けを求めるような、そんな声だった。瞳ひとみが微かすかに潤うるんでいたことに、姉は気付いていただろうか？

　外から聞こえる話に沿そって、キキトのその恋を憂うれうような表情に、徐じよ々じよに畏おそれが混じっていくのを見るにつれ、シュシュは自分の中に安心と後こう悔かいと不安と罪ざい悪あく感かんと、矛む盾じゆんする感情が生まれるのを感じていた。

　──私のしたことは、何だったんだろう。

　悪いことだったのか。姉の思いを踏ふみ躙にじった、嫉しつ妬と深ぶかい妹なのか。

　それともいいことだったのか。危き険けんな人物から姉を守った、立りつ派ぱな妹なのか。

　どちらも建て前で本ほん音ねだったし、どちらも嘘うそで事実だった。

　だからシュシュは、だけど、と思う。

　だけど私は尋かれたことに、答えただけだ、と。

「……どうなるかしらね」そんなシュシュの気持ちも知らず、レインはあっけらかんと話す。

「──わかりません」シオンは無表情に答えた。

　シュシュは黙だまって、二人の会話を後ろからぼんやりと、それでも傾けい聴ちようする。

「そうね。……ただ、協力してくれないとなると……無む理りには誘さそいたくないわ」

　レインは苦にが々にがしげにそう言う。彼女は純血だったが、ウェポンに、変へん異い種しゆに優やさしかった。いつもウェポン側がわの立場を慮おもんぱかってくれている。そういう立場の純血は珍めずらしく、シュシュはレインが好きだった。

　彼女は自分のことをどう思っているんだろう、そう考える。

「上は……そうは、言わないのではないですか？」

　そんなレインに対しても、シオンは表情を殆ほとんど変えない。

　ただ少しだけ饒じよう舌ぜつになる、とシュシュは思う。

　この間の戦せん闘とうで一いつ緒しよに戦った時シュシュは、シオンの戦いぶりに完全に魅み了りようされた。それはレインに向けるそれとは、また違ちがった好こう意いだった。

　ああなりたい、そう思う。

　だけど結果として、シュシュが二人に望むことは変わらない。

　──嫌きらわれたくない。

　シュシュはだからおどおどと、二人の後をついて、黙だまって歩く。

「そうなると私の出番じゃない。ウェポンとも関係なくなるでしょうし……。他の部ぶ署しよ──ウェポン管理部じゃない、どこかが担たん当とうするでしょうね。もっとも、彼は黙って言いなりになるような性格、していないわね多た分ぶん。……ねぇ、シオン。あなたはどう見た？」

「強い、と思います。身体能力だけ見ても、恐おそらくは」

「そうじゃなくて──彼の性格よ」

「──わかりません」

「そっか。ま、そう言うとは思ったけど」

　シュシュを無む視しして流れていく会話が、そこでふと止まった。

「そうそう」レインが、振り返ってシュシュを一いち瞥べつする。

「帰って、人事局に行ったら『紹しよう介かい料りよう』もらえるからね。……まぁ、微び々びたるものだけど」

　何でもないような声だった。しかし、シュシュにとってそれは予よ想そうしない言葉だった。

「え……そんな、私」

「いいのいいの。一いち応おう決まりだから」レインは笑え顔がおで、手をひらひらと振る。

『紹介料』……イルの情報を提てい供きようしたシュシュに対しての報ほう酬しゆうとして金銭を支し払はらう──。

　そんなものいりません。そうシュシュは答えようとした。そんなつもりじゃない、と。しかし、その言葉が咄とつ嗟さに出てこなかった。ふと、キキトと『上』で暮らす夢がちらつき、言葉を詰つまらせた。

「あ……」

　その間に、レインは薄うすい笑え顔がおのまままた前を向いてしまう。

　シュシュはそのまま機き会かいを失う。そんなつもりじゃないのに、と思いながら。

　そうしてシュシュが視し線せんを宙ちゆうに泳がせた時──シオンが眼めを伏ふせ、一いつ瞬しゆん、後ろを振り向いた。

　ちらと自分を見たと、そう感じた。偶ぐう然ぜんか思い過ごしだったのだろうが、シュシュはそれだけで──頭を殴なぐられたような感かん覚かくに陥おちいってしまう。

　──責せめられた？

『紹介料』。お金。レインの言葉。そしてシオンの視線。『姉の友人を売った』そんな言葉が不ふ意いにシュシュの脳のう裏りに浮かぶ。

　──責められている？

　一気に、それは罪ざい悪あく感かんへと変わる。

　──嫌われた……のだろうか。

　シオンとレインはまた何ごとかを話し始めたが、シュシュはもう会話などどうでもよくなっていた。シオンの伏ふし目めがちな視し線せんは何を意味していたのか、それだけが気になる。嫌きらわれた。怒おこっている。疑問は罪ざい悪あく感かんを伴ともなって思い込みという確信に変わる。シオンに責せめられるというのは、シュシュにとって堪たえ難がたいことだった。たとえそれが被ひ害がい妄もう想そうの類たぐいだったとしても、シュシュはもうそう思い込んでしまった。

　シオンさんは怒っている、と。そして多た分ぶん、レインさんも、快こころよくは思っていない。

　姉の友人を売ったつまらない子。きっとそう思ったに違ちがいない、と。

　違うんです。心の裡うちで、必ひつ死しに否ひ定ていする。

　シオンの後うしろ姿すがたに、声なく叫さけぶ。

　──私は、違うんです──。

　二人への距きよ離りが遠く、感じる。




　スラムに不ふ似に合あいな、汚よごれのない、色しき調ちようの統とう一いつされたきっちりとした服を着た三人は誰だれの目にも目立った。だからイルが彼女たちを見つけるのに、さして時間はかからなかった。

「──待ってくれ」

　早足で三人に追い付いたイルは、後ろ姿に向かって、声をかける。

　一番後ろをとぼとぼと歩くシュシュが声に気付く。不自然なほどびく、と驚おどろき振り返るシュシュの様よう子すに、イルは気付かない。

　待ってくれ、ともう一度口を開く。

　レインは──シオンも、振り返った。

「あ……」シュシュは掠かすれた声をあげた。

　この娘こも──脅おびえているのかと、イルは少しだけ思った。

「あなた──」レインは驚きの声をあげる。

「……どうしたの？　何か尋きき忘わすれたことでも？」

　三人が立ち止まる。

「いや」イルは軽く、息を吐はいた。

　シュシュの唇くちびるは真っ青だ。

　恐こわいのだろう。イルはだから、無む理りに笑った。

　伝わったのだろうか？　シュシュは身を堅かたくし、微かすかに頬ほおを強こわ張ばらせる。そんな様子をあまり見たくなかったから、イルはわざとレインに真まつ直すぐ、視線を向けた。

「尋き忘れたことじゃない。──言い忘れたことがある」

「──何？」

　イルは自や棄けぎみに、また無理に笑った。

「決めたよ」

　レインは無む言ごんだった。イルは続ける。

「エデンに……入る」

「──あなた」レインの口が、声と共に微かすかに上下した。「……一体どういう心しん境きようの変化？」

「……シュシュ」イルはしかしレインには答えずに、シュシュの方を見み遣やった。

　シュシュはびく、とまた震ふるえる。

　──すまないなとイルは思い、そして三たび、作り笑いのままシュシュに向かって言う。

「すまないけど……キキトの所に戻って、伝つたえてくれないか。世せ話わになった……って、あと、迷めい惑わくかけて悪かった……って」

「え……でも、わたし」シュシュはレインとイルを交こう互ごに見遣る。

　レインは黙だまって、頷うなずいた。

「……わかった。伝えてくる」シュシュは踵きびすを返し、走り出す。

　イルはレインに向き直り、それから、答えた。

「僕の居い場ば所しよは……もう、ない」

「──そう」レインは素そっ気けなく頷く。

「ここにいても、仕方ない。──エデンに入ることにしようと思う」

　その言葉が終わるか終わらないか──。




　角を曲がりイルたちの姿すがたが見えなくなってから、シュシュは走るのをやめ、歩みに変える。

　気が重かった。

　自然、足も重くなる。

　──私のせいなの？

　──いや、私のせいじゃない。

　神経が疲つかれてしまったのか、頭が妙みように痛いたかった。

　背中の傷も疼うずく。

　思い出す。怪け我が、ちゃんと治ち療りよう区くで診みてもらいなさい。ぶっきらぼうなシオンの言葉。

　思い出す。一日以内に戻ってきなさい。こっそりシュシュを送り出してくれたレインの笑え顔がお。

　思い出す。からかった時の姉、照れたような嬉うれしそうな顔。

　思い出す。迷惑かけて悪かった。イルの哀かなしげで寂さびしげな笑顔。

　関かん節せつに軋きしむような痛みがあった。背中の傷が腫はれているような気がした。熱っぽくて、身体がだるく、頭だって重い。さっきからだ。

　怪我のせいだけじゃないだろう、と思う。

　──結けつ局きよく、私のせいなのかな。

　シュシュは額ひたいに流れた汗あせを、鬱うつ陶とうしそうに手の甲こうで無む造ぞう作さに、拭ぬぐった。




　その言葉が終わるか終わらないか──。

　シオンが初めて、しかし不ふ意いにイルに言葉を投げ掛けた。

「──ふざけないで」

　怒いかりの色をしている。イルは──レインさえも眼めを見開いた。

「……何が、だ？」イルの声が微かすかに震ふるえる。

　シオンの語ご調ちようが微かに強い。他人に対して感情を露あらわにするのはこの少女には珍めずらしい、とレインは思う。少し、意外だった。

「覚かく悟ごもなしに来られても迷めい惑わくよ」

「……え？」

「……自分の意い志しも碌ろくに持たないような人は足あし手で纏まといにしかならない」

「ぼ……僕は別に」

　イルは狼狽うろたえる。

　レインは納なつ得とくした。シオンが怒おこった理由が、そこにあった。

「……そうね」だからレインは、シオンに味み方かたする。

「ウェポンの仕事は命がけよ。たったひとりの小さな不ふ手て際ぎわのせいで部隊全員が危き険けんに晒さらされることだってある。……そのこともよく考えた上での結論なの？」

「……僕は……いや」

　少年はそして、怒ったような顔になり、それから沈しずんだ笑えみを垣かい間ま見みせ、最後に神しん妙みような、それでいて寂さびしげな瞳ひとみに光を鈍にぶらせた。

「そうだ……な。その通りだ」肩を落とす。

「あんたたちに、失礼だし、迷めい惑わくだ……あんたの言う通りだよ」

「……そういう意味じゃない」シオンは無表情に答える。

　そういう意味でなければどういう意味だったのか。レインには何となく、わかる気がした。

　だからレインは、再ふたたびイルに微ほほ笑えみを向ける。

「別にあなたがエデンに来るのを拒きよ否ひする訳わけではないけど……」




　イルは答えなかった。拳こぶしを堅かたく握にぎり締しめていたのを、誰だれも──イルでさえ、気付かなかった。どこに行こうというのだろう。どこに行けばいいのだろう。拒きよ絶ぜつされ続けている。ここも駄だ目めなのか、と微かな声も、風に溶とけて誰にも届とどかなかった。

　日は沈しずみ、夜が更ふけかかっている。

　月は今日も見えないのかと、イルは何な故ぜか、いつものようにそう思った。
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「イルが……迷めい惑わくかけて悪かった、って」

　シュシュは自分で伝えながら、思う。

　──私、なんて残ざん酷こくなことをしてるんだろう。

　家に戻ると、姉は出入り口の前に立ったまま、ただ茫ぼう然ぜんとしていた。後こう悔かいと恐きよう怖ふの入り混じったその表情に、シュシュは血を吐くような思いでイルの言葉を伝えた。

「……そう」ややあって姉は、それだけ返事をした。

「……ごめんね」

　シュシュは小さな声で、キキトにそう告つげる。キキトは一いつ瞬しゆん、顔を歪ゆがませ、それから無む理りに笑って、

「何であんたが謝あやまるのよ」

「……ごめんね」

「謝らないでよ」

「ごめんなさい」

「謝らないでって言ってるでしょ！」

　思わず浴あびせられた大声に、シュシュは思わず泣きそうな顔になる。

　キキトは、は、と俯うつむいた。

「……ごめん、シュシュ」

　今度はキキトが、逆ぎやくに謝る。

「イルに……」シュシュは、これほど弱々しいキキトの声を、聞いたことがない。「私、イルに……酷ひどいこと、した」

「姉さん……」

「でもね……私、恐こわかったの」

「うん」だからシュシュは頷うなずく。ただ、できるだけ優やさしく頷く。

「恐いもんなんてないと思ってた。私だってここで商売してる女だもん。恐がってちゃ、仕事できない。でも……エデンの人の話聴きいて、私いつの間にか恐がってた。イルが、知らないイルに思えて」

　シュシュは黙だまって、頷く。深く、頷く。

「でもあれじゃ、あんたに酷いことした奴やつらと同じだよ。イルは多た分ぶん私よりもっと……。私、謝りたい。イルに謝んなきゃ」

「まだ……間に合うよ」シュシュは誤ご魔ま化かした。多分もう、間に合いはしない。会えるかどうかもわからないし、会えたとしても、謝ったとしても。

　間に合いはしないんだ、とシュシュは思った。

　しかしそれを口に出して認めてしまうと、自分まで終わってしまうような、そんな気がする。

「急ごう、姉さん。……イルのとこ、行こう」

「シュシュ……ありがとう」

　姉は顔を綻ほころばせる。妹はそれにまた罪ざい悪あく感かんを覚えた。

　私は礼を言われるような奴やつじゃない、と。

「行かなきゃ」キキトは夢む遊ゆう病びよう者しやのように歩き出す。シュシュもその後を追う。

「イル……イル」走りながらキキトは、連れん呼こする。必ひつ死しそうに見える。それが痛いたましい。

　イルの顔を思い出す。シュシュの知っているイルは、頼たよりなげで、今でも死んでしまいそうに弱々しかった。初めて見た時から──そうだった。

　キキトはきっと、そうでないイルを知っている。姉は楽しそうに言っていた。

　──最初は、綺き麗れいな顔してるな、そう思ったの。とても冷たい眼めをしてて、でもそれが何だか気になっちゃって。それで会いに行ったの。でね、そしたら、面おも白しろいの。話してみると全然違ちがうの。笑うと、急に優やさしい眼になるんだ。綺麗で優しい眼。柔やわらかい、不ふ思し議ぎな感じ──。

　終しゆう始し、笑え顔がおで、シュシュがそこにいないように。

　シュシュは、姉の後を追う。今も同じだ。シュシュがそこにいないように、イル、イルと呟つぶやきながら、走っていく。

　シュシュは足がもつれかけていた。頭が熱っぽい。置いていかれるような、それでいいような、それはとても厭いやなことのような。ぐるぐる思し考こうが廻まわり、息も荒あらくなる。

　シュシュは、必死で、重い心と身体を引きずりながら、姉を追う。




　だから、気付かなかった。

　キキトの呟きを、何人かのいかつい表情の男たちが、耳みみ聡ざとく、聞きき咎とがめたことに。




　　　　２




「すまなかった」と、イルは言った。「僕は……要するに、逃げようとしていた」

「──そうね」レインは軽く、それを認めた。「こちらから誘さそっておいて勝手な言い分だけど……確かに半はん端ぱな気持ちじゃ、死ぬだけよ」

「そう……だろうな」だけど、イルは一方で。

「いつ死んでもいい。そう思ってた」

「それは──本心ではないでしょう？」レインは、それを真まっ向こうから否ひ定ていする。

　そんなレインを、イルは優しい人だ、と思う。

　──この人は。

「そうだ」だから頷うなずいて、自分の掌てのひらを見た。

　あの時、自分で言った言葉を思い出す。トツメの友達を殺しておいて、仇かたきを討うとうとするトツメに投げ掛けた言葉。

[image: ]

「僕はまだ、多た分ぶん……死ぬ気はない」

　レインは少しだけ、笑う。

「あなたの眼めは、自分は自や棄けになり、迷まよい、傷付いている、と、そう言ってるように──私には見える。でもね。

　自棄になるのは、全てをまだ捨てていない証しよう拠こ。

　迷っているということは、まだ歩く気が残っている、ってこと。

　傷付くということは、生きている証あかしよ」

　大人びた表情で、柔やわらかくレインは言った。冷たく厳きびしく見える顔だちが、逆ぎやくに優やさしい。

「違ちがう？」

「違わない……だろうな」

「どうするかは、あなたが決めればいい。

　だけどそれを決めるのは、あなたの意思ではなく、意志よ」

　イルは、拳こぶしを握にぎった。

「ただ──ここにはもう、僕は多分、いてはいけないんだと思う。自分が他人と違うのは知っていた。だけどそのことの、本当の意味は知らずにいた。今は──知ってしまった」

「──自分の──」

　その時、少女が──付つき添そいの少女がおもむろに、静かに、口を開いた。

「自分の存そん在ざいを確認できるのは、自分自身だけ」

「──え？」

「だから本当に死にたいなら勝手に死ねばいい。誰だれも止めない。止められない。

　死にたくないのなら、生きればいい」

　突つき放はなすような口く調ちようだった。しかしその灰色の、色しき素その薄うすれた両りよう眼めに怒いかりはない。まるでイル以外の誰かに、独ひとり言ごとのような口く調ちようで言い聞かせるように、それでもイルの眼を見つめながら、少女の言葉は、透すき通とおっていた。

　ああ──。

　小さな、しかし眼の醒さめるような声。

　くだらないなと、何な故ぜか自分に対して思った。

「……まだ僕はどうすればいいか、わからない。だけど少なくとも、生きていくことは……できる」




　そんな少年の、少しだけ晴れやかな表情をレインは見つめる。この少年のことは気になっていたし、何より少しだけ、気に入ってもいた。シオンに──傍かたわらで無表情な、この娘こにちょっとだけ似ている、そう思ったからだ。

　だからこの少年も、きっと。

「そうね──」そう思えれば大だい丈じよう夫ぶでしょうね、と言いかけて、レインは不ふ意いに口を噤つぐむ。

　見たことのある顔が、路ろ地じの向こう、十数メートルの距きよ離りに、あった。

「こいつを──どうする気だ」

　その男は、低く、震ふるえるような声で、そう言った。声は小さかった。しかし弾はじかれたように少年が振り向く。

「……見つけた」

　男の傍らにいた少女が、泣きそうな声をあげる。その顔をレインは知らない。しかし──面おも影かげがある。足の変へん異いにも、憶おぼえがあった。昔──トマージがまだウェポンだった頃ころ。

　当時エデン局員の見習いだった、十二歳かそこらのレインが、よく面めん倒どうを見ていた子供。

「……あ」少年の間ま延のびした声。

　密ひそやかな反抗を示すように堅かたく結ばれた拳こぶし。

　レインは眼を伏ふせた。

　トマージとルルの姿すがたが、あった。
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　キキトは必ひつ死しで走っていた。

　呼び止められたのは、突とつ然ぜんだった。

　最初は、自分たちのことだとわからなかった。何度も「おい」と呼ばれ、その後肩を掴つかまれて、それでようやくキキトは、え、と上ずった声をあげた。

「──あんた、イル、ってのはお友達か？」

　見ると屈くつ強きようそうな男たちが何人か、キキトたちを囲んでいる。そこでキキトは初めて、自分の背中に冷たい汗あせが流れているのを知った。

　後ろを見み遣やると、混乱したような表情でシュシュが視し線せんを泳がせていた。

「──なに？　あんたたち」

「イル、ってのはお友達か、と尋きいてる」

「姉さん……？」

　キキトは、その意味が理解できない。

「あんたたち、何者なの？」シュシュは微かすかに掠かすれた声をあげた。息を乱みだし、顔も赤い。

　──体調が、悪いの？

　キキトはそう解かい釈しやくする。怪け我がのせいだろうか。無む理りをさせない方がいいと思い、

「──あんたたちに答える必ひつ要ようはないよ」男たちを睨にらんだ。

　しかし強がってはみたものの、声の芯しんは震ふるえている。男たちはそれを逃のがしはしない。

「……ってことは、知ってる、ってことだ」

「同名ってことはないだろうな」

「イル、って血族名はスラムには他にない。個人名は知らんが」

「じゃあやっぱり『名無し』の坊ちゃんか？」

「ボスに報ほう告こくするか？」

「そうした方がいい。イル、って個人名の別人かもしれんが」

　勝手なことを言いながらも男たちは、キキトたちを取り囲んだまま動かない。隙すきを見つけて逃げようかとも考えたが、男たちは会話の呑のん気きさのわりに、キキトから眼めを離はなしはしなかった。

　それに。

　キキトはちら、とシュシュの方を見遣る。

　シュシュはじっと立ったまま動かない。

「……どうするよ？」男たちの声は下げ卑びていた。

「取とり敢あえず、こいつに吐かせようや。あの気色悪い黒い髪は珍めずらしい。特とく徴ちよう合えば、完かん璧ぺきだろ？　おい、……イルって黒い髪の生なま意い気きな眼をしたガキだよ。知ってるんだろ？」

「無む理り矢や理りにでも喋しやべってもらうぜ」

「そうだな……ひひ、無理矢理にでも」男は舌したを出す。

　冗じよう談だんじゃない、とキキトは思った。仮かりに仕事でもこんな男に犯おかされるのはごめんだ。

「おい、ボスは随ずい分ぶん急いでたが……いいのかよ」

「お前、犬かよ？　役やく得とくってやつだ。こんだけ歩き回ってるんだから、少しはいい目見ねぇと嘘うそだぜ」

「こっちの嬢じようちゃんはどうする？　まだ少し、発達が足りねぇが」

「そいつは俺おれが貰もらう」その方がいいとシュシュを睨ねめ回まわしながら、ひとりが汚きたならしく笑った。

「け、この変へん態たいが」

「おいこいつを侮ぶ辱じよくするな。ホントはもっと若いのがいいんだ」

「筋すじ金がね入りだな」男たちは笑う。

「しかしこいつ……変へん異い、どこだ？」

「まさか……純血か？　そうなら俺もこっちだ」

「は！　そりゃあり得ねえよ。大おお方かた服の下だよ。上品に構かまえやがって」

「でもこの前、ゲフマの間ま抜ぬけが純血の女に手て酷ひどくやられたっていうじゃねえか。可か能のう性せいはあるぞ」

「……そうか。そりゃ、楽しみだな」

　散さん々ざん好きなことを言った後、男たちは、改めて声こわ色いろを落とす。

「……ま、そういう訳わけだ」

「役得、だな」

「喋ってもらうぜ。まぁ素直に喋ってくれりゃあ何もしねえ」

　そんな訳がなかった。男たちの視し線せんは揃そろって、キキトの、シュシュの胸むな元もとや腰、剥むき出だしの足に注そそがれている。

　キキトは、妹を庇かばうように、前に立った。




　一方、シュシュは姉を見つめながら、熱っぽい頭でじっと思し案あんしていた。

　いつもなら、こんな奴やつらはものの数ではない。腕わん力りよくは適かなわないだろうが、シュシュの指先の毒どく牙がはケモノすら数秒で動けなくすることができる。──いつもなら。

　頭が痛いたかった。視し界かいが霞かすむこともあった。背中の傷が熱を持っている。身体がだるい。一度に色んなことが起こり過ぎたんだ、とシュシュは思う。やっぱり背中の傷、医い療りよう員いんに診みてもらっておけばよかったと後こう悔かいした。そうすればここまで体調が悪くなることはなかっただろう。

「あんたたち……」そんなシュシュをちらちらと見み遣やりながら、キキトが男たちを睨にらみ付つけた。「消えな。殺すわよ」

「おお、恐こわいな」男のひとりがおどけてみせる。

　シュシュは、姉を見つめる。姉は気き丈じようにも、シュシュを庇かばって、立っている。足を──細かに震ふるわせながら。

　頭が痛いたいとか、身体がだるいとか、言ってはいられなかった。

　シュシュは、歯を食いしばって、動いた。指先から白い毒どく牙がを伸ばしながら、一番近くにいた男の喉のど元もとに、無む造ぞう作さに突つき刺さす。そして毒を、注ちゆう入にゆうする。

　男の嘲ちよう笑しようが凍こおり付ついた。突き立てられた喉元が僅わずかに溶よう解かいし、首を傾かたむけながら、男は崩くずれ落おちる。その身体が──全身が醜みにくく、ぼごぼごと腫はれ上あがっていく。

「……な」男たちが一いち様ように、驚おどろきの声をあげる。

　空気が、一いつ瞬しゆんで強こわ張ばった。

「……ふざけるのも大たい概がいにしな」シュシュはふらつく足に無む理り矢や理り力を込めながら、できる限りの低い声で、吐き捨てた。

「……私はエデンのウェポンだ」

　そして男たちは一いつ斉せいに、その言葉に反はん応のうする。エデンの名はスラムにも知しれ渡わたっている。いいぞ、とシュシュはそのままの勢いきおいで、倒たおれた男の身体を踏ふみ付つけ、慌あわてる男たちに、嘯うそぶいた。

「ケモノより遥はるかに矮わい小しような、クズ。だけど容よう赦しやはしないわよ。

　逃にげ惑まどうのは誰だれ？　歯は向むかうのは誰？　立ち上がるのは誰？　降おり伏ふすのは誰？　早く決めなさいな。選ぶ時間だけは、与あたえてあげる」

　男たちは、一気に押おし黙だまった。

　ケモノは恐おそろしい。しかしそのケモノを狩かるウェポンは、もっと恐ろしい──。男たちはそう知っている。

　形けい勢せいが逆ぎやく転てんした。シュシュは姉を見つめ、笑う。

　姉さん。──私が姉さんを、守ってあげる。

　その表情は、シュシュの免めん罪ざい、そのものだった。
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　対たい峙じするのは、五人。

　空気は──痛い。

「帰るぞ」そしてトマージの言葉は、イルに無神経に響ひびく。

「……何な故ぜだ」

　イルは、姉と眼めを合わせることができなかった。だから必ひつ然ぜん、その怒いかりや憎にくしみ悲しみ、飽ほう和わしかかった感情の全てが、父親に向く。

「帰ってから説明する」トマージの声は憮ぶ然ぜんとして高こう圧あつ的てきで、いつもとまるで変わらない。

「今……今、説明しろ」イルは、そんな父親を理解できない。

「何な故ぜ、嘘うそを吐ついていた……？」

　唯ゆい一いつの、全ての疑問を口にする。

　レインたちが、黙だまってこちらを見ている。それが少しうざったかった。

「嘘を吐いてなどいない」

　トマージの仕し種ぐさは、表情は、あくまで冷れい静せいで、高こう圧あつ的てきで、いつもの、いつもとまるで変わりがない。まるで──お前の葛かつ藤とうなど無意味なことだと言われているかのようだ。

　それに、イルは激げつ昂こうする。

　捲まくし立たてるように、叫さけんだ。

「……なんでだよ！　嘘だ。嘘だ。嘘だ。母さんのことも、僕のことも、

　それから……あのことも。全部僕に嘘を吐いていた！　隠かくし事ごとをしていた！」

　自分に起きていた不ふ条じよう理りな出で来き事ごとの一いつ切さいを、父親にぶつけるように。

　初めてだった。

　それは生まれて初めての、父親に対する本ほん音ねだった。

　疲つかれている訳わけでもないのに動どう悸きが重い。耳みみ鳴なりがする。イルは父の眼めを見る。

　父親は──トマージは。

　しかし。

「お前には、関係のないことだ」

　一いつ瞬しゆんの、間ま。

　イルは、全く反はん応のうできなかった。不条理すぎた。不条理で、身勝手で、意味不明な、そんな言葉だった。

「かんけいない、だって？」

　関係ない？　関係ないとは、何だ？　それはどういう意味だ？

　──お前の。

　──お前の葛かつ藤とうも。

　──お前の身に起きた不条理など。

　──俺には、関係ない。

「……そうか」イルは呟つぶやいた。「そういうことか」

　俯うつむいて、嗤わらった。

「関係ない。そうか。関係ないよな。……つまり……僕とあんたは他人だ。そういうことだろう？　だったら僕が何だろうが、あんたには関係ない」

　顔を上げて、父親を、いや、トマージを、笑顔で睨にらむ。

「化け物の僕を、あんたが何で飼かってたのかは知らない。知ったこっちゃない。あんたが何をしようが、関係ない。あんたが。……あんたが！　そうだ！

　あんたが自分の娘と何をしようが、僕には関係ないだろうさ!!」

「化け物、だと？」トマージがイルを、居い丈たけ高だかに睨にらみ付つける。

　イルは怯ひるまない。

「ああ化け物だ！　そうだろう？　何の役に立つと思って飼かってたのか知らないけど？」

「……やめて」

　ルルが──イルがそれまで、ずっと見ないようにしてきたルルが、その時そっと、呟つぶやいた。

「やめて」

「やめる？　何をだ？」イルはようやくルルを見み遣やる。

　姉は苦く渋じゆうに充みちた顔をしている。

　だけど。

　だけどそれは。

　──イルの邪じや魔まをする言葉だ。

「何をやめるんだ!?　あんたたちに、僕が、何を？　何をやめさせられる!?」

「違ちがうの……違うのよ」ルルは悲しそうに俯うつむく。しかしイルは、

「だったら──僕の名前を呼んでみろ！」絶ぜつ叫きようする。「名前のない──名前を付けることもしなかった、そんな化け物を……どうやってあんたたちは止める？　それで飼かい馴ならしてるつもりか？　どうなんだ!!」

　答える者はいない。ルルは口を噤つぐむ。

　イルの吐く荒あらい呼吸の音だけがスラムの遠い喧けん噪そうに混じる。

「……トマージ＝イル」

　ややあって、レインが、静かに──しかしはっきりと、父の名を呼んだ。

「……いえ、トマージさん」懐なつかしさを含ふくんだ声。

「教えて下さい。……私は、わからない。……あなたは」

　それに対して父の出した声は、

「レイン＝リィン。あんたにも──エデンのあんたにも、無関係だ」何の変化もない。

「無関係。……便利な言葉だ」イルはそんな父親を嘲ちよう笑しようする。

「そう言えば相手は黙だまるもんな」

「……血を」俯きながら、言葉を紡つむいだのは、ルルだった。「聞いて」

「私のせいなの」ルルはうわごとのように、それでもイルの眼めを見ながら話す。

「私が……悪いのよ。私が父さんの血を、受うけ継ついでいなかったから」

　今にも泣きそうな声だった。そんな姉の声を、イルは初めて聴きいた。

「やめろ」トマージが威い圧あつするように呟く。

「血……？」レインが怪け訝げんな、何かを恐おそれるような相あい槌づちをうつ。

　ルルが、首を横に振った。

「父さんの……変へん異い。父さんの変異は強いから……だから……あなたを……」

　イルは。

「だから……私が、言ったの。闇やみ雲くもに子供を作ろうとするよりは、血を濃こくする方が可か能のう性せいがある、って」

　イルは、どんな顔をしていいのか、わからなくなる。

「……そんな莫ば迦かな！」

　レインが叫んだ。不安が的てき中ちゆうした時のような、思ってもみなかったことを聞いたような、信じたくなかったのに、信じられない、というような声で。

「おかしいわ……そんなこと！　あなたたちは人間なのよ！」

「……純血には言われたくない！」ルルの眼めに、涙なみだがあった。

「純血だってやっているでしょう！　個体数が少ない聖せい域いきでは……珍めずらしくないことだわ」

「だからといって……」

「うるさい！」

　ルルの叫びに、レインは沈ちん黙もくする。

　イルは茫ぼう然ぜんとする。

　近きん親しん婚こんは、種しゆの個体数の減げん少しように伴ともなって増ぞう大だいする。それは、摂せつ理りだ。しかしだからといって、摂理ではあっても──異い常じようであることには変わりない。

「私たちは……あなたたち以上に血を残すのが困こん難なんなのよ」ルルはレインを見み据すえ、まるで、演説でもするかのように声を張り上げ、「個々の変異を正確に受うけ継ついだ子供なんて滅めつ多たに現れない。そういう意味で……私たちは一代限かぎりのくだらない生き物なんだ」

　そして。

「……やめてくれ」イルは微かすかに、やっとのことで、声をあげた。

　──何を言っているんだ？

　姉の笑え顔がおを思い出す。

　姉はいつだって、優やさしかった。

　まるで母のような。

　イルはそんな姉が、姉の姿すがただと思っていた。

　しかし今の姉は──。

「私は──。父さんの子供を、父さんと同じ変異を持つ子供を、産まなきゃいけなかったの！」

　イルの見たことがない、女の、姉だ。

「やめろ──ルル」制したのは、トマージだった。

「トマージさん……あなた」

「あんたたちには、関係のないことだ」

　──歪ゆがんでる。

　イルは思った。

　──歪ゆがんでる。ねじ曲がっている。ざわざわする。これは、何だ？

「何でだ……何でだ。何な故ぜ！　何故だ！」

　いつしかイルは、叫んでいた。

「変へん異い!?　受うけ継つぐ!?　そんなものが、そんな証あかしが必ひつ要ようなのか!?　姉さんは……この人は、あんたの娘じゃないのか？　じゃあ僕は……そうだとしたら、僕は誰だれだ？　僕は……化け物の僕は……あんたたちに似てもいない！　僕は、何だ?!」

　叫びは、自分自身にさえ、突つき刺ささる。

「……お前は」

　トマージの表情が、感情が、イルには判はん然ぜんとしない。しかしトマージは言葉にした。それを、言葉にする。

「お前は……稀存種だ」

　絶ぜつ叫きようにならない掠かすれた声が、イルの喉のどの奥で呻うめいた。




　そして、その時どこかで、

　悲ひ鳴めいが聞こえた。
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　姉さん。──私が姉さんを、守ってあげる。

　シュシュはそう決心し、姉を見み遣やった。姉の表情に、懸け念ねんと安あん堵どが入り混じっている。

　だからシュシュは笑った。ぼうっとする頭で、息を少し荒あらげながら。

　姉は、キキトはそれに頼たのもしげに笑い返してくれる──はずだった。

　しかしシュシュの眼めに映る姉は、違ちがった。

　何故か、違った。シュシュにはそれが、わからない。

「シュシュ……嘘うそ」姉は、後ずさる。

　キキトの眼が驚きよう愕がく不安悲しみ茫ぼう漠ばく思考停止、そして、恐きよう怖ふに彩いろどられている。

　後ろで、何か、変な音がする。

　姉さん？　シュシュは思う。何故そんな顔をするの？

　キキトとシュシュを囲んでいた男たち。そいつらがシュシュに対して向けた視し線せんと同じ、顔。

　姉さん？　シュシュは思う。もう、大だい丈じよう夫ぶなんだよ？　安心していいんだよ？　それなのに何で、そんな顔を、するの？

　姉さん？　シュシュは思う。どうしてそんなに、足を震ふるわせているの？　すぐに片付くんだから。姉さんはイルに、謝あやまりにいけばいい。

「……ひい」誰だれかが、呻うめいた。

　キキトは、わなわなと、大きくよろめく。「そんな……シュシュ、そんな」

　身体が何か、おかしい気がする。

　姉さん？　シュシュは思う。ごめん、私、姉さんを傷付けた。傷付けたんだ。私、我わが儘ままな子だった。姉さんが自分のものでなくっちゃ厭いやで、それで。姉さんがイルに謝ったら、私も、二人に謝るね。許ゆるしてね、姉さん。

「化け物だ……」男の内のひとりが、呟つぶやいた。

　化け物。シュシュは思った。そう呼ばれた時もあった。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだよ姉さん。私、強くなって、いっぱい働く。いっぱい働いて、それでお金貯ためて、姉さんをここから連れ出してあげる。そしたら姉さん？

　イルと、三人で暮らそうよ。

「いやああああああああああああ！　シュシュ！」キキトが大きく、嗚お咽えつと慟どう哭こくの中間みたいな叫さけび声ごえをあげた。

　背中から、音がする。

　姉さん？　シュシュは思った。私、姉さんに守られてばっかりだったね。だから、私……。

「ひいいいいいい！」

「逃げろ！　逃げるんだよ！」

　男たちが、抜けた腰で後ずさる。

　姉さん？　シュシュは思った。お前らぜんぶ、餌えさだ。一匹も逃がさない。沢たく山さん喰くって、大きくなる。生まれたら大きくなる。どんどん大きくなる。大きくなったらもっと沢山喰う。それが、自然の摂せつ理りだ。

　シュシュの中にいた、シュシュでないものが、シュシュの脳のうを借かりて、思った。




　そいつは卵たまごだった。小さな、産みつけられた卵だった。

　それが、生まれた。

「ケモノだ！」誰かが叫ぶ。「でかいぞ！」

　シュシュの背中に産みつけられたそいつは、シュシュの身体を温おん床しように生まれ、

　生まれて、にい、と笑った。
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　どこかから聞こえた、悲ひ鳴めい。

　──何か争いごとだろうか。レインはその叫さけび声ごえを聴きいて、思った。スラムでは、争いというのは決して珍めずらしいものではない。事実スラムへ降おりる度たびに、レインとシオンは人の怒ど号ごう、そして喧けん噪そうを耳にし、死体も目にしている。しかし、女の悲鳴というのは聴いていて決して気分のいいものではない。少なくとも男の悲鳴よりは──。レインは微かすかに、眉まゆをひそめる。

　ただ、こちらはこちらで、そんな場合ではない。レインも完全な部外者ではいられないし、いたくなかった。

　緊きん迫ぱくした空気が、イルの悲しげな声が、そういった考えを許ゆるさない──。

　と。

　悲鳴はなおも、広がっている。女のものに男のものが混じり、騒さわがしげな気け配はいすら漂ただよわせながら。レインは傍かたわらにいる灰色の少女を一いち瞥べつした。シオンは微かに、こく、と頷うなずく。

　これは──何か、おかしい。二人がそう確信する。そしてその確信を証明するように、

「──モノ」

「──ケモノだ！」

　逃にげ惑まどう悲鳴と共に、その言葉が、あった。

「──まさか!?」全員が、その言葉に、反はん応のうする。

　トマージが、顔を硬こう直ちよくさせる。

　ルルが驚おどろきと、不安を顔に顕あらわす。

　イルは、弾はじかれたように我に返る。

　レインは。

「──まさか？」

　バベルには防ぼう衛えいシステムがある。塔とうは、周まわり半径一キロを境さかいとして、『見えない境きよう界かい線せん』で仕切られている。それは言わば、バベルを立体的に覆おおう『国境』だった。ドーム状に、包み込むように線引きされたその『見えない境界線』を踏ふみ越こえ、或あるいは飛び越えた存そん在ざいは──如い何かなる仕組みか──空中に浮かぶ監かん視し用よう有ゆう機き衛星『カダス』によって捕ほ捉そくされ、塔の中ちゆう枢すう機き関かんに映えい像ぞうを映し出される。純血種ならば救きゆう助じよされ、変へん異い種しゆならば放ほう置ちされ、そしてケモノならば、塔の頂ちよう上じように備そなえ付つけられた兵器──対たい象しようを灼やく光、『火』によって──一いつ瞬しゆんにして駆く逐ちくされる。外部侵しん入にゆうした、する、できるケモノなど、

「有り得ない……」可か能のう性せいは、ない。ないはずだ。侵入者などいない。

　シオンはしかし──気配を察さつしたのか、き、と、声の方へ顔を向けた。

「ケモノ……入り込んだの？」ルルがトマージの方を向いて、不安げな表情で問う。

「……侵しん入にゆうされるはずがない。バベルは──ケモノを領りよう域いき内ないには絶ぜつ対たいに侵入させない」

　レインはそれでも、独ひとり言ごとのように鋭するどく呟つぶやく。

「じゃあ……」トマージは、ゆっくりと、指さした。

「ケモノじゃなかったら……あれは何だ？」




　粗そ末まつな家か屋おくを破は壊かいしながら、それでも道なりに、そいつは角を曲がってやってきた。

　ずりゅずりゅと、這はいずり、引ひき摺ずる音。逃にげ惑まどう悲ひ鳴めいは、それを囲む。

　そいつは、全面を堅かたそうな鱗うろこに覆おおわれた、巨大な、半球体の『もの』だった。

　幾いく本ほんもの奇き妙みように長い、先の鋭するどい節ふしくれだった、それでも滑なめらかに動く触しよく手しゆは十数本。足はない。身体を動かし歩を進めているのは流動する腹、そのもの。その様よう式しきは蛇へびに似ていた。しかし細長くはない。ただ、巨大だ。頭もない。或あるいはどこかに埋うもれているのか。瞼まぶたの欠けつ如じよした瞳ひとみは、糸のような虹こう彩さいをして乱らん雑ざつに鏤ちりばめられている。たったひとつの口の中には前歯とも犬けん歯しとも臼きゆう歯しともつかない白いものが濫らん立りつする。無む理り矢や理りにしか背中と呼べない躯からだの頂ちよう部ぶには、意味不明に小さい虫の翅はねが一いつ対つい四枚。

　ケモノでしかないものが、そこにいた。

　十数メートルほども離はなれてはいたが、躯の細さい部ぶがはっきり見える。それだけ、巨大だった。そこにいた誰だれもが、思わず息を呑のむ。

　レインは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後それを振り切って、シオンに向かい、叫んだ。

「第一種非ひ常じよう事じ態たい！　これより私はエデンに戻ります！」

「はい」シオンの声は、低い。

　有り得ない。有り得ないとはいえ──見てしまった。ならば事実だ。エデンも既すでに映えい像ぞうを捕ほ捉そくしているだろう。

　混乱している暇ひまはない。自分は戦えない。それどころか足あし手で纏まといにすらなる。ここに、レインの為なすべきことはない。レインが何かできるとするなら、それは『上』においてだけ、だ。

「ついては……あいつを暫しばらく足止めしなさい」

　レインはだからシオンを見み遣やった。ここにいて、自分の為すべきことを、為さなければならないことを、為したいことを、誰よりも自分で理解している少女。

　シオンは強く応こたえた。

「了りよう解かい」




　レインはこともなげに言い、シオンはこともなげに返す。

　──無む茶ちやだ、とイルは思う。

　──この人は何を言ってる？

　この少女は、少女にしか見えない。つや消しの灰色の髪をたたえた、少女でしかない。

「何を言ってるんだ？　……あの大きさを見ろよ！」だからイルは、叫さけんだ。

「たったひとりで、どうこうできる大きさじゃない！」

「できるわね？」静かに確認するレイン。

「はい」そして頷うなずくシオン。

　イルの叫びにはまるで無む頓とん着ちやくに、呆あつ気けなく、彼女たちは会話を交わす。

「……あなたたちは、逃げなさい」レインはイルたちに、向き直ってそう告つげた。

「駄だ目めだ！　あんたも逃げろ！」イルは少女に向かって怒ど鳴なった。「死ぬぞ！」

　──しかし、その少女は。

　振り返り、イルの眼めを真まつ直すぐに見つめた。

　何かを伝えようとするのではなく、ただ見つめる、そんな視し線せんで。

　灰色と黒が交こう錯さくする。イルは眼を逸そらせない。濁にごった色の眼の光は、限かぎりなく透すき通とおっている。

　そして──。

「これは私の、意い志し」

　それだけをイルに告げ、

　背を向け、走り出す。長く伸びた左腕の袖そでをたくし上げながら。

　変へん異いした左腕。イルは初めて、少女の変異を見た。鋭するどいものの林りん立りつした──刃やいばの左腕。

「逃げなさい！　いいわね！」レインもまた、走り出す。

　イルは、動けなかった。ケモノの恐おそろしさだけではない。

　──あの娘こは……いとも簡かん単たんに駆かけ出だした。あの変異は確かに、武器になるだろう。しかし──桁けたが違ちがう。

　勝ち目がある訳わけがない。普ふ通つうに考えればそうだ。だけど。

　──自分の意志？　自分の意志とは、何だ？

　勝てる訳がないのに。

　──何な故ぜだ？

「ルル！」そんな中、トマージは叫ぶ。「いくぞ！」

　ルルは堅かたく頷き。

　呆ぼう然ぜんとしたままのイルの手を取って、ルルは駆け出そうとする。イルは引ひき摺ずられそうになり、そして反はん射しや的てきに留とどまる。

「……待て、待って、待てよ！」

　トマージは。

「急げ」トマージは、意に介かいさない。たったひとりで戦いに向かった少女にも。そしてイルの言葉にも。

「とうさ……トマージ！」

　その声にも、父親は、振り返らない。

「さあ！」ルルはイルの手を引っ張る。「逃げるの！」

「待って！　……どうしてだ？　ひとりで……あの娘こはひとりだった！　僕には……僕には、できない！」

　わからない。しかしイルの中の何かが呟つぶやく。必ひつ死しで否ひ定ていしている。駄だ目めだ、と。

「逃げるの。逃げなきゃ駄目」

「厭いやだ！」イルは、ルルの手を振ふり解ほどき「何な故ぜだ！　これじゃ……これじゃ、見殺しじゃないか！」叫び、詰つめ寄よる。

「あの娘ひとり、見殺しにして！　それで助かる命なら……僕はいらない！」

　瞬しゆん間かん。

　弾はじく音が、イルの頬ほおを打った。

「ねえ……さん？」ルルが、睨にらむ。

　イルは、痺しびれる頬に痛いたみを感じる。

　ルルが──姉が、イルを殴なぐっていた。

「ふざけないで」視し線せんが、イルを刺さす。イルは戸と惑まどう。

　初めてだった。多た分ぶん生まれて初めてだった──姉がイルを、殴ったのは。

「そんなことを──お願いだから……そんなことを言わないで。

　……あなたは、あなたの命は……何よりも重いのよ」

　その言葉。悲しげな姉の顔。わからない。わからなかった。

　わからないことだらけだ。重い？　命の重さ？　死んで、殺して、そうして──

　イルは激げつ昂こうする。

「僕の──僕の命が何だっていうんだ！　確かに、命の重さはみんな同じなんて言わない！　僕は誰だれかを殺す。誰かも誰かを殺す。殺し、殺される。殺さないと、生きられない。殺されれば、死ぬ。僕はトツメの友達を殺した。だからトツメから殺されかけた。だから僕は、あいつらを殺そうとした。それの繰くり返かえしだ！　それが当たり前だ！」

　自分でも何を言っているのか判はん然ぜんとしない。そのまま叫びはいつしか言葉の意味を失っていきそして感情が代わりに意味を持ち、

「だけどあの娘は、僕を殺そうとはしていない！　だから殺される必ひつ要ようはないんだ……それなのにこのままじゃ、殺されるんだぞ！　僕のために！　僕とあの娘と、どこが違う？　何故だ？　僕は化け物だ！　それなのに……だから？　だからなのか？　僕と、姉さんと、トマージと、あの娘と……何がどう違ちがうんだ？　キキトも、シュシュも、そしてたぶん、母さんだって！　違いはしない。──違ってたまるか！　それなのに……それなのに、あんたは……あんたたちは!!」叫びが、感情を代だい弁べんする。

「僕を放っておけ！　化け物ならいっそ、放っておけばいい！　なのに……」

　なのに、なんで。

　イルは息を荒あらげる。視し線せんは強く、そして儚はかない。吐き出したすべてが、熱を持つ。

「……お前は」しかし、トマージは。

　トマージは表情を変えず、相変わらず冷たい視線で。

「お前は……化け物なんかじゃない」

「……え？」

　刹せつ那な、衝しよう撃げきがイルの鳩尾みぞおちを襲おそった。

　イルは昏こん倒とうする。トマージの言葉の意味を、考える暇ひまもなく。

「こいつは……すぐに気が付く。行くぞ」

　トマージは失しつ神しんしたイルを抱かかえ上あげた。そして二人──いや三人は、その場に背を向け、去っていく。向こうで、ケモノがその場に止まり、蠢うごめいているのが見える。少女がひとり、その前に対たい峙じしている。

「……ごめんなさい」

　去さり際ぎわにルルは、名も知らぬ少女に、そう小さく呟つぶやき。

　それから、父と共に、走り出した。
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　灰はい被かぶり魔ま女じよは、そしてケモノの前に立つ。

　レインに受けた命令を、彼女は無む謀ぼうだとは微み塵じんも思っていなかった。あの少年を、そしてスラムを守るという目的のためだったのだろうが、それもどうでもよかった。暫しばらく足止めしろと言われたが、そのつもりもなかった。

　それは──ケモノと対たい峙じしたのは、ただ彼女の、意い志しによるものだ。

　数多あまたの感情が心の裡うちに溢あふれていた。それは飽ほう和わという揺ゆらめきを孕はらんで少女のつやのない淡あわい髪を薄うすく、軽かろやかに、なびかせる。

　憎にくしみ、怒いかり、悲しみ、恐おそれ、悔くい、諦あきらめ、焦あせり、願い、呪のろい、喜び。

　ケモノを見つめるその瞳ひとみが、全ての色に染そまって充みちた。

　左腕が疼うずくのがわかる。

　急げ。

　少女は前まえ触ぶれもなく、飛とび跳はねた。

　凶きよう器きにも似たケモノの触しよく手しゆが別々の生物のように、蠢うごめいている。それらが少女の跳ちよう躍やくを前に、刹せつ那な、戸と惑まどったように動きを止めた。

　左腕を──剣を振ふり降おろす。指先を──その先せん端たんを一ひと筋すじの線に、迷まよいなく、狂くるいなく。急げ。左腕が喚わめく。ケモノの躯からだ、前面の猫ねこの眼めに、突つき刺さす。弾だん力りよくのある皮ひ膜まくを掻かき分わけた先の、温あたためた獣じゆう脂しのような、ゼラチンの感かん触しよく。目玉の粘ねん液えきを掻き分け、虹こう彩さいに沿そって抉えぐりながら引き抜く。

　ケモノが歪ゆがんだ沸ふつ騰とう音おんに似た咆ほう哮こうをあげた。

　左腕がそれに合わせて軽かろやかに歌う。

　早く、こいつを、殺せ。と。

　だからケモノを踏ふみ台だいに、少女は更さらに高く、飛んだ。

　数本の触しよく手しゆが、少女めがけてしなやかに来る。痛いたみに応おうじた、反はん射しや。それだけに軌き道どうは読よみ易やすい。空中で身をよじり一本をやり過ごし、もう一本を靴くつの裏うらで、受け止める。一本を剣で斬きり付つけ、返す刃でもう一本を振り払う。触手を受け止めた足に勢いきおいを込め、撥ば条ねのように逆さかさに、跳はねる。
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　殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ。剣が呻うめく。こいつを殺して、わたしをひとりにさせろ、と。

　落下の速度で触手に叩たたき付つけた左腕は、堅けん牢ろうそうなケモノの鱗うろことぶつかって派は手でな悦よろこびの悲ひ鳴めいをあげた。着地とともに衝しよう撃げきが脚あしと腕を襲おそう。しかし少女は一いつ瞬しゆん後のち、その場から消え、横に廻まわり込こむ。

　急げ急げ急げ急げ急げ急げ。剣はうるさい。ケモノはわたしに似ている。こいつは化け物だ、私と同じ化け物だ、だから生かしておかない、と。

　蠕ぜん動どうする腹は柔やわらかそうだった。迷まようことなく少女は、その刃やいばだらけの左腕をその腹に埋うめ、そのまま走る。子供に傷を付けられた壁かべのような、下へ手たな裁さい縫ほうで繕つくろわれた縫ぬい包ぐるみのような、傷きず痕あとから血が吹き出す。吹き出す血よりも、少女の動きは速い。

　飛び、跳はね、走り、動き、止まり、また走り、飛び、舞まう。

　いいぞいいぞいいぞいいぞいいぞいいぞ。剣は嗤わらう。こいつらを殺せ、こいつらを殺せば、殺ころし尽つくしてしまえば、わたしに似た醜みにくいものはいなくなる、と。

　ケモノの悲ひ鳴めい。それは苦しそうでもあり、楽しそうでもある。暴あばれ廻まわる触しよく手しゆは建物を破は壊かいし、流れ出す涎よだれは地面を緑に侵おかし、吹き出す血は井戸を赤く染そめ、飛とび散ちる肉は卑いやしく土を纏まとう。

　そうだそうだそうだそうだそうだそうだ。剣は急せかす。こいつを殺せば、また近付く、わたしは人間に、またひとつ近付く、と。

　攻こう撃げきは激しくなっていく。反はん撃げきも猥わい雑ざつさと鋭するどさを増ましていく。それでも少女はかすり傷ひとつ負おわない。対して、魔ま女じよの剣はケモノを着実に傷付けていく。瞳ひとみを潰つぶし、触手を削けずり、舌したを裂さき、堅かたく金きん属ぞくの刃も通らないように見える赤黒く光る鱗うろこにさえ、微かすかな傷を走らせる。

　まだまだまだまだまだまだ。剣は満足しない。こいつを殺し尽くせ、こいつを殺せば──お前は人として認めてもらえる。

　お前は──シオン。

　誰だれかが言った。

　お前は、化け物だ。人に混じった、醜いケモノの子だ。

　誰かに言われた。

　こいつらケモノは、お前と同じだ。お前みたいな変へん異いは、他にはない。

　皆に殴なぐられた。

　出ていけ化け物め、お前がケモノを呼んでるんだろう。

　誰が言った？

　何でお前みたいなのが、生まれたんだろうね。

　誰がやった？

　襤ぼ褸ろ布ぬののように引き裂かれ、泥どろと土と血と肉と骨とが混ざった弟の身体。

　父さんが言った。

　どうしてお前のような子が。

　母さんが言った。

　あんたさえ生まれなかったら──。

　夜。母さんの手。首に残るその感かん触しよく。自分の細い声。それを止める父さん。

　誰が見た？

　天てん井じようからぶら下がり揺ゆれる身体。汚きたないものを散らした母さん。激げつ昂こうする父さん。父さん。殺した。誰だれが？　私が。

　手に手に鎌かまを、鍬すきを、持つ人たち。殺せ殺せ殺せ殺せ殺さないで殺せ殺す殺した。

　お前は──親を。

　剣は、疼うずく。少女は、戦う。

　私は思った。

　こいつらさえいなくなれば。

　私は考えた。

　こいつらさえいなくなれば、誰も私が、こいつらに似ているとは思わない。

　私が思った。

　こいつらのせいだ。私が──父さんが、母さんが、弟が、

　こいつらが私に似ていたから。

　灰はい被かぶり魔ま女じよは、だから戦う。

　声ひとつ洩もらさずに、ただ、疾はやく。ただ、一日も早く。

　ケモノは不ぶ様ざまにのたうち回る。戦いの間、シオンは何も思わない。言葉ではない。飽ほう和わした感情が彼女を突き動かす。作さ業ぎようは彼女の存そん在ざい理由だった。ただどう斬きるか、どう突くか、どう抉えぐるか、どう刺さすか、どう潰つぶすか、どう裂さくか、どう殺すか。

　大きさも強さも関係ない。数も量も知ったことではない。ケモノと名の付く化け物は、卵も幼生も成体も老体も雄おすも雌めすも中性も知恵あるものも愚おろかなものも如い何かなるものも例外なく、確実に、死んでしまえ──殺してやる。

　シオンは短く息を吐はき、それからしなってきた触しよく手しゆを躱かわしざま、またケモノに魔女の剣を、突き立てる。飛び上がって叩たたき付つけ、そして斬り返し、また跳ちよう躍やくし。

　ケモノから流れ出た血は水たまりのように、跳はね回まわるシオンの足に合わせ、玉と散ちる。少女の服は足元から、二酸化炭素を含んだ赤黒い色に塗ぬられていく。

　剣はその勢いきおいを緩ゆるめない。数あった猫ねこの瞳ひとみは大半が潰され、のろまな蠕ぜん動どう運動を行う腹からは臓ぞう物もつが溢あふれても、それでもなお。

　苛いら立だちの細い声が、シオンの、結ばれた薄うすい唇くちびるから、洩れた。

　鱗うろこが──堅かたすぎる。

　ケモノの身体を一面に覆おおう、赤黒い蛇へびの鱗。それは魔女の剣が幾いく度どとなく攻こう撃げきを繰くり返かえしても、薄うすい引ひっ掻かき傷きずを無む尽じんに増ふやすのみで一いつ向こうに裂けてはくれない。その鱗を纏まとった触手は相変わらず、ぬらぬらと別の生き物のように動き、引っ切りなしにシオンを襲おそおうと身み構がまえ、踊おどっている。何より、ケモノの身体は大き過ぎた。このままでは恐おそらく、全ての血を流し尽くさせなければ、こいつは蠢しゆん動どうをやめないだろう。そしてそれには、時間がかかり過ぎる。少女の体力は、筋きん力りよくは、瞬しゆん発ぱつ力りよくは、膂りよ力りよくは、優すぐれているとはいえ決して無む尽じん蔵ぞうではない。

　──致ち命めい傷しようを与あたえなければならない。シオンはそう判はん断だんした。

　戦せん闘とうに入って十分近く。初めて言語で思し考こうする。

　無む作さく為いな瞳ひとみからは、視し神しん経けいが繋つなががっているはずだ。巨大な口の奥には、消しよう化かのための器き官かんがなければならない。ばらばらに動く触しよく手しゆを統とう制せいしている部分はどこ？

　全体は、触手を除のぞけば半球体。下部に収しゆう納のうされていた臓ぞう物もつは恐おそらく活動のための器官ではあっても急きゆう所しよではない。

　シオンは微かすかに上を見上げた。シオンの三倍以上はあるケモノの全ぜん容ようは、小さな丘に似ていた。

　まだ見ていない部分──頭とう頂ちよう部ぶ。半球の、極きよく。

　決心すると、疾はやかった。

　少女は故こ意いに、ケモノの正面からその口元に跳ちよう躍やくする。一種無む防ぼう備びなその姿すがたに、そいつは愚おろかしく反はん応のうした。

　五方向から触手が俟まってきた。口は大きく開けられ、まばらに生えた鋸のこぎりと臼うすが、シオンを噛かみ砕くだき切きり裂さこうと、卑いやしい涎よだれ糸いとを引く。

　触手のひとつめとふたつめを身を捻ひねらせて相あい討うちにさせる。三つめを魔ま女じよの剣で撃うち返かえし、背はい後ごから迫せまった四つめを返かえす刀かたなで受け止める。そのまま、シオンは吹き飛ばされた──かに見えた。一直線にケモノの口に向かって、シオンの身体は宙ちゆうを舞まう。開け放たれた口こう腔こうは、餌えさを求めて間ま延のびする。

　しかし、餌になるつもりも、失敗したつもりもなかった。

　シオンは吹き飛ばされた勢いきおいのまま、ケモノの下した顎あごを蹴けり、

　反動で、飛んだ。

　ケモノの口が、間ま抜ぬけに閉じる。その時にはもう、シオンはそこにはいない。

　そいつの頭頂部を、見下ろしていた。

　中ちゆう空くうから見る、ケモノの天てつ辺ぺん。触手に囲まれた台風の目のように開いた肌はだ色いろのそこには赤黒い鱗うろこが、ない。このままそこに着地し、そして剣を振ふるい身体に穴を掘ほり中ちゆう枢すう神しん経けいを破は壊かいして一いつ巻かんの終わり。

　シオンは自由落下を開始しながら微かすかに、にい、と唇くちびるの端はしを、歪ゆがめた。

　──刹せつ那な。

　その表情が、凍こおり付つく。

　鱗に覆おおわれていない部分であるケモノの頭頂部。

　その肌色に模も様ようが、あった。

　茶色と桃色と突とつ起きと黒っぽい穴と──違ちがう。シオンは認にん識しきした。

　──それは模様ではない。人間の、身体だ。

　そしてシオンはその人間を、見たことがある──。

　襤ぼ褸ろ布ぬのの切きれ端はしを所々にくっ付けた裸ら身しんは幼おさない、まだ成せい熟じゆくを始めたばかりの少女のそれだった。四し肢しが中ちゆう途と半はん端ぱにケモノに埋うまり、右手の肘ひじから先と左足の指だけが、肉の地面から冗じよう談だんのように突き出ている。栄えい養ようの少なそうなぱさぱさの髪は放ほう射しや状じようにケモノに貼はり付つき、木製の髪かみ留どめがその何なん筋すじかにまだ絡からまってぶらぶら揺ゆれて。

　その下にある、空くう疎そな表情をした顔は──。

「……シュシュ……ケイト」シオンは、思わず呟つぶやいた。

　思し考こうが、行動が、戦せん闘とう意い欲よくが一いつ瞬しゆん、止まる。シュシュのその姿すがたに侵しん食しよくされて、音と色が、消え去る。

　反はん応のうが、遅おくれた。

　我に返った時にはもう、触しよく手しゆは躱かわしきれない位置にあった。左側からしなり飛んできたのは僥ぎよう倖こうだった。慌あわてて魔ま女じよの剣で受け止める。が、空中にある身体は体たい勢せいまでを整ととのえる暇ひまがない。

　抗あらがえず、弾はじき飛とばされた。

　一直線に家か屋おくの壁かべ板いたを突き破り、身体は地面に激げき突とつする。衝しよう撃げきと吐はき気け、そして呼吸困こん難なんがシオンを襲おそった。辛かろうじて不ぶ様ざまな激突だけは避さけることができたが、全身を激しい痺しびれが支し配はいする。腕も足も、頭も守ったつもりだったが、動けない。割れ板で切きり裂さいたのか、衣服があちこち裂け、その部分から赤いものが滲にじみ始はじめる。

　──しまった。

　傷よりも痛つう烈れつな後こう悔かいがシオンを襲う。まずい。そう確信する。あいつは間ま違ちがいなく、止とどめを刺さしに来る。シオンは全身に力を入れた。立ち上がらなければ。立って、戦わなければ。

　全身の痺れの中で、耳を澄すます。こっちに来るやつの気け配はいを少しでも読み取ろうと、魔女の剣を支ささえに、身体を起こそうとする。やつが来るのが先か、動けるのが先か。

　静せい寂じやくが、包んだ。

　遠くで聞こえる喧けん噪そうと、家屋の破は壊かい音おんの残ざん響きよう。耳みみ鳴なりの中には、それ以外に何も聴きこえない。──ケモノは、動かない。

　一秒。二秒。五秒。十秒。──気配は、来ない。

　……何な故ぜ？　シオンは、思う。どうして来ない？　今なら──好こう機きのはずだ。私は動けない。畳たたみ掛かけるなら……今のはずだ。

　身体の痺れは徐じよ々じよに激しい痛いたみに変わっていく。その中で少しずつだが、手足の感かん覚かくが戻ってくる。

　──あいつは、

　来ない。動いた気配もない。

　釈しやく然ぜんとしないその静寂の中で、何か虫の羽音のようなものが散らばるように、シオンの耳に届とどいた。
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　人ひとり担かついでいても、その足取りは緩ゆるまなかった。

　ルルは走り、父親の後を追う。

　守らなければならない子は、眠ねむり姫ひめのようにじっと、振しん動どうに揺ゆられながらも意い識しきを閉じたままだった。

「──どこに逃げるの？」あがりかけていた息の中で、ルルは父に尋きいた。

「とにかくスラムから離はなれる。あとは……」父の言葉は続かない。

　まずはケモノから逃のがれるのが先決だった。しかしそれだけでは駄だ目めだ。エデンが欲している。あの人が──ウェポンの管理部が出てくる内はまだ比ひ較かく的てき安全だろう。しかしウェポンとしてではなく、研究材料として、エデンが稀き存ぞん種しゆを捕ほ獲かくしようとするなら──エデンの研究部が捕獲に乗り出したなら──スラムにいるのは、危き険けんだ。

　それならば、どこへ行く？

　ルルは自問自答した。父の顔を見み遣やる。恐おそらく考えていることは、同じだろう。

　スラムの外はケモノで溢あふれている。どこかの集落まで危険を冒おかしながら旅をするのは、得とく策さくとは言えない。

「でも」ルルはしかし、呟つぶやく。

「どこだって構かまわない。──この子が無ぶ事じなら、それでいいじゃない」

　トマージは返事をしない。ルルはトマージの肩に担がれた弟を見つめた。

　成長するにつれて、母親に──『彼女』に、似てくる。はっきりとルルの記き憶おくに残っている『彼女』の顔に年々近付いてくる。性別の違ちがいはあるにせよ、顔も、髪も瞳ひとみの色も、母親の面おも影かげを色いろ濃こく受うけ継ついでいた。父親から受け継いだのは性別のみ、そう言うべきほどに。

　稀存種の子は、稀存種。

　トマージは──父はむしろ、稀存種が『分ぶん裂れつ』するために、ほんの少し力を貸かしたに過ぎないのかもしれない。

　しかし少年は、紛まぎれもなくトマージの子でもある。そして自分の、弟でもある。

　ルルにはそれが、たまらなく悲しかった。

　父の思い。母の愛。『彼女』の遺ゆい言ごん。それが父を変えた。あの日以来、父は笑わなくなった。そうしてそのために──父が『彼女』に報むくいるために罪つみを犯おかす度たび、罪を償つぐなうためにまた罪を犯す度、この子は自動的に原げん罪ざいを、抱かかえなければならない。

　愛情の連れん鎖さは、ルル自身をも巻き込んでいつまでも──続く。

　それでも。

「この子は……この子だけは」ルルは呟く。

　弟だけは、絶ぜつ対たいに守らなければならない。それがルルの、父に対する思いの証明だった。

　ルルは父を愛していた。父の痛いたみを、苦しみを、罪を、誰だれよりも理解していた。自分のことのように。自分の痛みは父の痛みだと、そう思い込んでしまうほどに。

　弟を愛していた。弟の存そん在ざいを大切に思ってきた。父の、この子に対する思いを自分のそれと同どう一いつ化かしてしまうほどに。弟を愛することが父を愛することに繋つながると、そう思い込んでしまうほどに。

　だから、ルルは走る。トマージも、走る。

　スラムではあちこちで喧けん噪そうや悲ひ鳴めいが聞こえている。ケモノが侵しん入にゆうしたという情報は、遮しや蔽へいする者なく、広がっているようだった。しかし、そんなものに構かまってはいられない。

　誰を犠ぎ牲せいにしても──。

　走り始めて、十数分も経たっただろうか。

　ケモノのいた場所から、どれだけ離はなれたかよくわからない。スラムは建物が入り組んで密みつ集しゆうしており、直線距きよ離りでどれだけ離れたのかは、見当もつかなかった。ルルはついに、息を切らす。それを見てトマージが、速度を微かすかに、緩ゆるめた。

「……走れないか？」人ひとりを担かついでいるにも関かかわらず、トマージはルルほど疲つかれているようには見えない。

「だい……じょう、ぶ」ルルはすぐわかる嘘うそを吐ついた。

　トマージはルルの激しく上下する肩を見つめながら、立ち止まる。

　そしてそこで、何かに弾はじかれたように振り向いた。

　ルルはそれを怪け訝げんに見る。乱れた息を整ととのえながら、視し線せんを巡めぐらす。

　と、自分の激しい呼吸に混じって聞こえる。

　ぶううううううううう、とそれは空気の振しん動どうする、音。

「……この音は……」徐じよ々じよに近付いてくる。悲鳴と喧噪とが一いつ層そう酷ひどくなる中で──

「ぎゃひぁああ！」誰かの叫さけび声ごえが、した。

　ルルと、トマージの周まわりの空気が一いつ変ぺんする。イルを担ぎなおしトマージが身み構がまえる。その音は波の速さで、接せつ近きんしてくる。

「父さん……あれ！」ルルは発見し、そして、叫んだ。

　蟲むしの翅はねを震ふるわせながら飛ひ来らいする、人間ほどの大きさをした肉の塊かたまり。

　眼めも鼻も耳もない肉にく片へんは楕だ円えん形けいの先せん端たんに深く細く開いた口のような穴を大きく拡ひろげている。その先せん端たんから長く伸びた舌したをだらりと垂たらし、蟲の翅で飛行するそいつらは、何匹も、群むれをなしてやって来る。

「まだ侵しん入にゆうしていたケモノがいたのか!?」トマージが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。ルルはまずい、と思う。

　これ以上数が増ふえると──かなりまずい。

　そいつらは逃にげ惑まどう人々に襲おそい掛かかり、長い舌で泣なき喚わめく人間たちの身体を巻き、捕とらえ、そして。

　その口の中にまるごと呑のみ込こんでいく。蛇へびのように、狭せまい口こう腔こうに無む理り矢や理り人間の身体を押し込み、詰つめ込こんでいる。

「……ルル！」トマージは叫んだ。

「お前は……逃げろ！」そうして、イルを傍かたわらに降おろす。

「こいつを……連れていけ」

「父さん!?」言葉の意味がわからない。「どうするのよ!?」

「こいつら……大して強くはない。昔見たことがある。同型多数のケモノは、多た分ぶん、あのでかい奴やつが放った道具だ。頭も悪い。俺一人なら何とかなる」トマージは肩に担かついだイルを見み遣やり「──お前は、こいつを連れて、逃げろ」

「……何を……何を言うの!?　無む茶ちやよ！」

　奴らはもうすぐ、こっちにやってくるだろう。それなのに──。

「向こうの……あの家だ！」トマージの指差した先に、小さな家か屋おくが、あった。

「あそこに隠かくれていろ！　俺が……あいつらの相手をする」

「……でも」

「ルル！」トマージは、怒ど鳴なった。「早くしろ！」

「父さん──」

「行け！　足あし手で纏まといだ」そして身み構がまえる。

　ルルは苦く渋じゆうに充みちた顔で頷うなずき、イルの肩を担ぎ、重そうに引っ張り上げる。

「──死なないで」ルルは、父の背中にそう呼び掛ける。

「当たり前だ」

　ルルはふらつきながらも、イルを抱かかえ、トマージの指定した家屋へと向かう。トマージは近付きつつあるケモノの群むれを前に、巨大な鋏はさみの右腕を振りかざした。

「ルナ……」

　呟つぶやくトマージは、イルの知っている父親とは違ちがう顔をしていた。
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　レイン＝リィンがバベルに帰り、エデンに辿たどり着ついた頃ころには、既すでに第一種非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが発令されていた。

　第一種非常事態──『ケモノによる、バベルまたはエデンへの物理的接せつ触しよくが可か能のう性せいとして危き惧ぐされる事態』。この場合エデンは機械都市バベルの、ひいてはバベルに居きよ住じゆうする一般市民を守るために、非ひ営えい利り活動としてウェポンを出動させる義ぎ務むを負おう。原則としてウェポンはエデンの防ぼう衛えいに従じゆう事じし、都市警けい護ごのためには目もく標ひようたるケモノに対して最も確実な方法で殲せん滅めつし得うる戦術内で必ひつ要よう最大限の戦力を行こう使しする。

　作戦便びん覧らんには、そう記しるされている。

　その『必要最大限の戦力』として、フィオナ＝レスファが召しよう集しゆうされていた。ケモノの体長は大きかったが、個体数はひとつ。時間を与あたえさえしなければ、バベルが物理的な破は損そんを被こうむることはない、との判はん断だんだった。ただ問題は、ケモノの現在位置がバベル直下である、ということだ。これではバベルの防ぼう衛えいシステムを使うことができない。防衛用の兵器、『火』の威い力りよくは大きい。手て加か減げんもできない。バベル直下、足元に向けて放つことはできなかった。

　だからケモノを殲せん滅めつするのに、彼女が選ばれた。

　フィオナ＝レスファは作戦室に待たい機きしていた。出しゆつ撃げき命令を受けての待機だった。出動ではなく、出撃。その単語は、普ふ段だん使われないものだ。傭よう兵へいとしてではなく、単独戦術兵器としてのウェポン。そう兵用することを、示し唆さする単語。

　──稀き存ぞん種しゆ。これ以上の生体戦力はエデンには、ない。そして恐おそらくは稀存種一人で充じゆう分ぶん過ぎるほどに充分だろう。少なくとも『上』はそう判はん断だんした──。

　現在エデンに在ざい籍せきする稀存種は二名。もうひとり──第二稀存種、カロマイン＝セクは他都市への長期出動中のため不在であり、自然、フィオナにその役目がまわってくる。

「では、行きます」

　レインの目前に立ったフィオナは、こともなげにそう答えた。

　恐らくは召集から数分と経たっていない。戦せん闘とう準じゆん備びも満足にできていないだろうに、とレインは思う。連絡員によるとついさっきまで出動していたらしい。バベルに帰り、ようやく眠ろうかというその矢先の出撃命令。戦闘用着ちやく衣いに着替えたフィオナは、いつもの上着を羽は織おっていない。剥むき出だしの白い背が、急いで戦闘準備を整ととのえたことを示していた。

　しかし、それでも、その表情には微み塵じんも疲つかれを感じさせるものはなかった。

「お願いね……フィオナ。下ではシオン＝エシュがひとりで戦っています。──急いで」

　言葉をかけながらもレインは自分の無力さを呪のろい、唇くちびるを噛かんだ。こんな時に戦うのはいつだってウェポンだ。純血は無力。それは自分が無力だということ。管理部所しよ属ぞくのレインは、ただ出動するウェポンたちを見守り、祈ることしかできない。──そんな行動に意味はないのに。どんなに策さくを弄ろうしたところで、どんなに頭を使ったところで、どんなに何かを為なそうとしたところで、結局、最後は、最終的に事じ態たいを解決するのは、ウェポンによるケモノへの暴ぼう力りよく。

　──力しか、なかった。

「はい」しかしフィオナは微ほほ笑えむ。レインへの気き遣づかいか、自信の現れか。

「降こう下か用意、整いました」連絡員が、落ち着いた調ちよう子しで言った。

　恐らく純血の誰だれもがこの事じ態たいを──『第一種』が発令されたところで──それほど大したこととは思っていないのだろう。身の危き険けんなど寸すん毫ごうも感じていない様よう子すだった。ましてや下でひとり戦っているシオンのことなど誰も気に留とめていない。レインにはそれが許ゆるせない。しかし彼らを責せめてみても、何も解決しない。

「……ウェポン、フィオナ＝レスファ、降こう下か用意」司令部がいつもと変わらぬ調ちよう子しで命令を下す。非ひ常じよう用よう直通昇しよう降こう機きに、フィオナは歩み寄り、入り込む。

「……気をつけて」レインは、だから──自分が、純血たちが、許せないから──もう一度、フィオナの背に呼び掛けた。

　フィオナは振り返り、緩ゆるやかに微ほほ笑えむ。

「降下します」

　扉とびらが音もなく閉まった。レインの視し界かいから、金色の髪が消える。

　機械の作さ動どう音おん。青色の点てん灯とう。閉まった扉を、レインはじっと、見つめ。

　それから振り返り、他のウェポンの待たい機き状じよう態たいを確かめるべく、そこを去った。




　降下する小こ部べ屋やの中で、フィオナ＝レスファは、小さく呟つぶやく。

「『あなた』は……何と呼ばれていたのでしたか？　『黒い夜の人』。『腐ふ敗はいの月を抱だくもの』。……『月』。私と同じ……『神と人との混血児』」

　ひとりごとのように、誰だれかに問い掛けるように。

　高こう貴きそうな、その金色の眼めはどこか愉たのしそうに。

「……会えるかしら？」

　少し後、小部屋の重力は微かすかに増ふえる。振しん動どうが止まり、音もなく、扉が開き、

　天使は、スラムに降おり立たつ。

　惨さん劇げき。そこは頽たい廃はいに渾こん沌とんと施し策さく、そして恐きよう怖ふの交こう錯さくする悪夢が広がっていた。ケモノによる恐怖と、麻ま痺ひした感覚の織おり成なす暴ぼう動どう。恐怖のあまり逃にげ惑まどう者。何をしたらいいか、どこに行けばいいかわからず途と方ほうに暮れる者。混乱に乗じて盗ぬすみや殺人を公然と行う者。すべては同等に、平等に、スラムを惜おしみなく破は壊かいしていた。

　ケモノを恐おそれた人の作り出した地じ獄ごく絵え。

「あら……どうしましょう？」しかしその光景を眺ながめ、フィオナは細く、困ったように、それでもまるで困った様よう子すもなく、無む邪じや気きな声を洩もらす。情報ではケモノは大型、第一種が一体。この有あり様さまでは目もく標ひようを探さがすのに、手て間まがかかる。……そう、思いながら。

　と。フィオナの眼に、別のものが映った。

　中型のケモノが数匹、スラムを徘はい徊かいしている光景。──一匹では、ない。

「殖ふえた……？　いえ、飛ばしたのですね」

　即そく座ざに、しかし動どう作さはのんびりと、状じよう況きようを理解する。大型のケモノが、使者を放ったのだ。

　──さて。

　フィオナは困こん惑わくする仕し種ぐさを見せ、それでもまったく落ち着いた足取りで、スラムに一歩、足を踏ふみ出だした。
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　そしてその頃ころ、そいつはただ、ひっそりと動かずに、いた。

　小さな敵てきは見かけによらず素す早ばやく、ややこしく、そいつにとっては厄やつ介かいだった。こちらの攻こう撃げきはことごとく躱かわされ、一方で向こうの攻撃は確実に痛いたみを与あたえてくれる。

　この程度では決して死にはしない傷だったが、このままそれが続くとまずいことになる、というのはそいつの稚ち拙せつな頭でも、理解できた。そいつの温おん床しようだったものはすでにその生理機き能のうを停てい止しさせていたから、豊富で、効こう率りつのよい脳のう細さい胞ぼうはとうの昔に壊え死しし、使い物にならなくなっていた。だからそいつは言葉ではなく、本ほん能のうでそう思った。

　運良くこちらの攻撃が当たり、小さな敵をどこかに吹き飛ばしてしまったのを好こう機きに、そいつは決めた。──流れた血と足りなくなった肉を埋うめ、傷を恢かい復ふくさせよう、と。

　そいつは口の中から沢山の子供たちを生み出した。

　それらは、そいつの分身たる仔こではなく、下げ僕ぼくたる部品だった。生み出し、飛ばす方法は本能で知っていた。そいつの母となったものが、そうやってそいつを産みつけたのは知らなかったとしても。

　ただその下僕たちは、本体から離はなれては長く生きられない。繁はん殖しよくが目的ではないから卵を産みつけることもできない。考えることさえもない、ただ単純な本能と、本体の命令に従したがった、唯ゆい一いつの行動をとるだけだった。

　与えた命令はふたつ。

『動く生き物を捕とらえろ。抵てい抗こうするなら、殺して捕らえろ』。

　そして──『それを為なしたら、戻ってこい』

　肉があれば、それを傷口に詰つめ込こんで埋うめることができる。組そ織しきを溶よう接せつし、自分の身体にすることができる。または餌えさとして喰くい、腹を満たすこともできる。そうすれば元気になり、もう一度、自由に動き回れる。或あるいはもっと、大きくなることさえ可か能のうではないか？

　小さな敵は向かってこない。もう、動かなくなったのだろうか？　どちらにしろそいつにとってそれは、優ゆう先せん事じ項こうではなかった。ただ傷を治なおし、腹を膨ふくらせ、そしてもっと大きくなることが今は先決だ、と判はん断だんしていた。

　生まれたばかりのことを思い出す。

　生まれた時その場に居い合あわせた人間たちは、美お味いしかった。しかしその時は身体の大きさがまだ充分ではなく、また上手じようずな喰い方を知らなかったから、かなり残ざん飯ぱんが出てしまった。

　特にあの、柔やわらかかった個体。その唯ゆい一いつ堅かたかった、赤黒い足。今ならあの足も、美味しく食べることができるだろう。

　そいつはそう思い、動けるようになったら喰い残しを回収しに行こうと、決めた。
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　少年が目め覚ざめた時、そこは暗く、歪ゆがんでいた。濃こい闇やみの中で人の体温を感じ、意い識しきは覚かく醒せいを促そく進しんする。記き憶おくは幾いく分ぶん、はっきりしていた。

　思い出す。

　少女がひとりでケモノと戦いに行った。

　自分はそれを止めようとした。

　父と姉が自分を連れて逃げようとした。

　それに反対したら……父の当て身で、意識を失った。

　父親が何か言っていたが、思い出せない。

　──どれくらい眠っていたのだろう？

　傍かたわらで自分を抱だき締しめる姉を、呼んだ。

「……姉さん？」

「気が、ついた……のね」

　ルルが顔を上げる。小声で囁ささやいたことから、どこかに身を潜ひそめていることがわかる。

「……どう、なった？」だからイルもまた、声をひそめた。「ここはどこ？」

　騒さわいだりはしない。状じよう況きようがわからないのなら、喚わめいても無む駄だだ。何より、混乱しても何も生まれないのは──ここ数日で、厭いやと言うほど承しよう知ちしていた。

　だから気分は、少しだけ落ち着いていた。

「……ここは、まだスラムよ」

「隠かくれてるの？」

　微かすかに頷うなずいた気け配はい。

「とう……あいつは？」イルは質問をもう一度、する。

　ルルは答えなかった。イルは訝いぶかしげに、身体を起こす。

　闇やみに慣なれた眼めが、姉の顔を捉とらえる。イルは、眼を見開いた。

　何だ？

　姉は静かに──涙なみだを流している。

「ねえさん？」嗚お咽えつも慟どう哭こくも何もなく、ただ黙だまって、涙だけを流している。泣いていた。そっと、泣いていた。

　──どうしてだ？

　怖おず怖おずと姉の頬ほおに、触ふれると、熱かった。

　濡ぬれた頬は流した涙の量を、高まった頬の体温は泣き続けた時間の長さを物語っている。

「ねえ」姉は泣き声のまま、イルの質問には答えない。

「母さんのこと、覚えてる？」

「母さん……？」

　イルの声は自然、大きさを増ます。僅わずかな差だったが、それでも反はん響きようが小こ屋やにこだました。

「あなたの、母さん」ルルの声は優やさしい。「顔とか……覚えていない？」

「……わからない」イルは答えた。姉の体温は昔、イルの子供の頃ころの記き憶おくと変わらない。

「……あなたの母さんが死んだ時、あなたは四歳だった」

　イルは黙だまり込こむ。ルルはそっとイルの背中に手を回し、泣きながら呟つぶやく。──まるで小さな子に、寝ね物もの語がたりを話して聞かせるように。

「覚えてないのは変でしょ？　だってあなた、母さんが死んだ時、その場にいたのよ」

　──その場に、いた？

　イルの記憶にその光景は、ない。

「私も父さんも、その場にはいなかった。あなただけが母さんの死ぬ所を見たの」

　──死ぬ所？

　思い出せない。母の記憶自体が、イルにはない。

「母さんが、……あなたの母さんがなんで死んじゃったのか、わからない。

　父さんも、私も……知らないの」

　母？　母さんとは……誰だれだ？　イルは思う。抱だかれて眠る記憶。優しい声。それは姉。優しい黒髪。黒髪？　姉さん？　あれは──母さん？

「でもね。……覚えてないのは多た分ぶん、私のせい。あの人が死んでから、私はあの人の代わりになろうとした。私があなたの母さんになろうとした。だから……記憶が混ざっちゃったんだと思う。あなたの中で、母さんの記憶と私の記憶が混ざっちゃったから……だから」

　姉は微かすかに笑う。イルはふ、と尋きいた。

「かあさん……母さんは、なぜ死んだんだ？」

　ルルは答えない。答えずまた、続けた。

「あの人が死んでから、変わったわ。あなたも、父さんも」

「父さん……？」

「父さんは……昔の父さんは、優しかったよ」

「まさか」イルには信じられなかった。あの父が、優しい？

　そんな単語から一番遠い人間が父だ、そう思っていたのに。

「でも……でもね」

　姉は、言葉を詰つまらせた。

　それから。

「死んじゃった」

「え？」

　イルにとって、それは突とつ然ぜんだった。

「父さん……死んじゃったよ」

　ルルはイルから離はなれると、今度は逆ぎやくにイルの胸に顔を埋うめる。

「……しん、だ？」イルは反はん応のうできない。

　──姉が泣いていた理由。それが言葉となって押し寄せる。

「ケモノが……ケモノの群むれが、攻せめてきたの。それで……。ついさっき、よ」

　ルルは、少しだけ咳せき込こんだ。

　頭に血が昇のぼる。自分が眠っている間に、姉と父に起きた出で来き事ごと。思し考こうがまとまらない中、それでも概がい念ねんで、理解する。

「しんだ……とうさんが、しんだ？」

　とても信じられなかった。

　いつもイルを見下していた父。威い圧あつしていた父。

　それが、死んだ。いなくなった。

「──本当？」イルは姉を強く抱だき締しめた。

　胸に、姉が頷うなずく感かん触しよくが伝わる。

「あなたと私を守って、死んだ」

「……嘘うそだ」嘘だ。

　──守る？　誰だれが？　あいつが？　僕を？

　──ただ飼かっていたはずの、僕を？

　姉は震ふるえている。悲しみは深かった。ずっと声を殺して、ただ黙だまって、ひとりで泣いていたのだ。

　一方──。わからなかった。──自分の感情がわからなかった。

　釈しやく然ぜんとしない何かが引っ掛かりながら、考えがまるでまとまらない。どういう顔をすればいいのか、どういう言葉を紡つむげばいいのか、泣けばいいのか、姉を慰なぐさめればいいのか、どうすればいいのか。泣きたいのか、姉を慰めたいのか──どうしたいのか。

「姉さん──」

「……父さんは」姉は静かに囁ささやく。イルの服が熱く濡ぬれている。泣き続けていた。

「あのね。父さんは……あなたを守ろうとした。そして私も、守ってくれた」

　こんな時、どんな顔をすれば、いいのだろう。

「父さん、死ぬ前に、言った。絶ぜつ対たいに、生きろ、って」

　そんなことを言われても、どう答えればいいのか？

　しかし。

「お願い。──わかってあげて」

　次の、言葉。

「父さんはね……いつもあなたのこと、心配してたよ」

　父の、口くち癖ぐせだった。




『俺はお前のことを心配して言ってるんだ』




　その言葉を聴きいた瞬しゆん間かん。考えるでもなく、反はん射しや的てきに、

　イルの眼めに、涙なみだが溢あふれ始はじめる。

「……ああ……」押し寄せてくる。「畜ちく生しよう……！」止まらない。嗚お咽えつが洩もれる。息が詰つまる。目め頭がしらが熱い。胸が痛いたい。

　感情ではない。悲しみではなかった。ただ涙だけが、溢れる。

「あなたの母さんとの約束だったの。あなたを守る、って」

　イルを威い圧あつする父。イルを拘こう束そくする父。イルを繋つなぎ止とめようとする父。

　父を憎にくんでいた。ずっと憎んでいた。今でも憎んでいる。殺してやりたいとさえ思っている。それは、変わらない。何年もかけて染しみ付ついた憎しみは、簡かん単たんには消えない。

「ずっと……ずっと父さんはそれを考えてた」

　──伝わらなかっただけで？

　──僕が理解していなかっただけで？　嘘うそだ……。

　しかし、もう。

　もう父に、会えない。話もできない。姉の口から聴いた言葉は、父の口癖だった。だけどそれはもう、父の言葉では、ない。

　憎しみを伝えることもできないのだ。そう思った。

　問いただしたいことも沢たく山さんあった。まだ晴れない疑問だってある。自分の感情のやり場がない。それはもう、どこにも行けない。

　それだけで涙が、止まらない。

「……卑ひ怯きようだ」しゃくりあげながらイルは呟つぶやく。自分を心配していたという、父。ことあるごとにその言葉を繰くり返かえしていた、父。その言葉は嘘だと思っていた。偽ぎ善ぜんだと見下していた。──それなのに。「言いたいことだけ言って逝いきやがって……何も言い返せない！」

　嗚咽する、イル。ルルはその身体にしがみ付く。イルは姉に縋すがり付つく。

「どうして……何でだ……」

「許ゆるしてあげて」

「わからない……！　何も──。許したって……僕が許したって、もう……もう、届とどかないじゃないか！」

「それでもいいの……許してあげて」

　そして、そのまま少し経たって。




「──ルナ」




　嗚お咽えつする声の中、姉が、言葉を、静かに、紡つむいだ。

「……え？」

「ルナ」もう一度。

　それは母の名だった。イルの母親。本当の母親、という人。イルがその身体を、受うけ継ついだ人。

「母さん……が、なに？」

「違ちがうの」姉の声に、微ほほ笑えみの声こわ色ねが混じる。

「あなたの、名前」

「え？」

　姉は、告つげた。

「あなたの名前。あなたの母さんと同じ名前。あなたが生まれた時に、母さんがつけてくれた名前。『ルナ』……あなたの、名前よ」

「ル……ナ」

　姉は、泣なき噎むせぶ。

「そう……ルナ。ルナ＝イル。

　ルナ……私の弟。やっと……呼べた」

　名無し。そう呼ばれてきた。姉からも父からも、一度も名前を呼ばれたこともなかった。

「……僕に、名前？」

「父さんが……、名前、隠かくしてたの。母さんと……同じ名前だから。見つからないように」

「それが、ルナ？」

「そう。ルナ……ルナよ、あなたの、名前」

「……ああ……」

　僕にも、名前があったのか。

　イルは何度も、繰くり返かえす。ルナ。自分の名前。母親の名前。

　自分が何者なのか、理解した気がする。

　ルナ。

　──僕は……ルナだ。

「今まで……ごめんね」姉は呟つぶやく。涙なみだ声ごえになっている。

　でも……。

「どうして……今になって？」

「ごめんね」姉は再ふたたび、同じことを繰り返した。

　父親が死んだから？　だから名前を隠かくす必ひつ要ようがなくなった？　そんな訳わけはない。

「ルナ……名前、呼びた、かったよ。ルナ、……ルナ」

　姉は何度も何度も、その名を呼ぶ。まるで今までの分を取り返そうとするかのように。今まで呼べなかったその名前を、思い出すように。

　──違ちがう。それだけじゃ、ない。

「ルナ……ごめんね」

　その声が、だんだん弱々しくなっているのは、囁ささやいているからでは、ない。

「姉さん!?」イルは、声を張り上げた。慌あわてて立ち上がる。昏くらい廃はい屋おくを歩き回り、壁かべ伝づたいに木板で覆おおわれた出入り口を探さがし当あてると、蹴けり飛とばす。

　けたたましい音とともに、微かすかな光が屋おく内ないに射さし込こんできた。後ろを振り返る。

　悪い夢は、当たった。
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　イルが目め覚ざめる、少し前。

　ルルは闇やみ色いろの部へ屋やの隅すみで、イルを抱だいて震ふるえながら、父親の帰き還かんを待っていた。

　外からは父の短い怒ど声せいと、それから無む機き物ぶつと有ゆう機き物ぶつの破は壊かいされるそれぞれの鈍にぶい音が壁越しに伝わっていた。

　ルルはただ、震えていた。

　懐ふところに、刃物がある。その冷たい感かん触しよくと弟の体温を、握にぎり締しめていた。

　父から貰もらったものだった。

　弟と同じ、お揃そろいの短刀。それはスラムに来た時、護ご身しんのためにどこかからトマージが手に入れてきた短刀だった。よく切れる刃はルルにとって少しだけ恐こわく、しかし少しだけ安心できるものだった。父親を憎にくんでいた弟も、ずっとそれだけは持ち歩いている。

　ルルはそれを、家族の髪を切ること以外に使ったことがなかった。あまり使いたいとは思わなかったし、スラムに来てからは危き険けんを避さけるため、殆ほとんど外出しなかったからだった。できるならば一生使わずにすめばいい。

　ルルは父の帰りを待っていた。

　父は元ウェポンだ。ケモノ退たい治じは父の仕事だった。だから父に任まかせておけば──強いトマージに任せておけば──大だい丈じよう夫ぶだと思った。

　しかし。家か屋おくに隠かくれて暫しばらくたってから。

　突とつ然ぜん外の音に激しさが増まし、それまでとは違う音色の、トマージの鈍い叫び声が聞こえた。

　ルルは身を竦すくませた。相変わらず破は壊かい音おんは続いていたが、それが急に、不安なものへと変へん貌ぼうした。姉は躊ちゆう躇ちよしながらも刃の柄つかを握り締め、弟をそっと壁かべ際ぎわに横たえると、怖おず怖おずと扉とびら代がわりに立て掛けた戸板をずらし、そっと外の様よう子すを見る。

　眼めを見開いた。

　トマージが血を流しながら、膝ひざをついてケモノと対たい峙じしている、その光景が外にある。

　反はん射しや的てきに、飛び出した。

「来るな！」こっちを見ずに、父は叫んだ。

　ルルは踏ふみ止とどまる。弟と父とを見比べる。

　トマージの鋏はさみは最後のケモノに向けられていた。脇わきには累るい々るいと、切きり裂さかれ絶ぜつ命めいしたケモノたちの屍し骸がいが、トマージを中心として広がっている。

　トマージもしかし、無傷ではなかった。

　返り血なのか自分が流したのかわからない、夥おびただしい量の赤に染そまり、足元が細かく、がくがくと震ふるえている。──そして左腕は、肘ひじから先がなかった。

　それでもトマージは、気き丈じように立ちケモノと向き合っている。眼めも鼻も耳もないそいつは、何を頼たよりにトマージの位置を掴つかんでいるのだろうか？　人の頭程てい度どの大きさをした口から長い舌したを伸ばし、ぶうぶぅと気き色しよく悪い音を立てて飛びながら、正確にトマージを、その鞭むちに似た舌で打うち据すえている。

　トマージには躱かわす気力さえもないようだった。

　ルルは叫んだ。そして──飛び出した。

　ケモノは羽音を唸うならせる。

　トマージは叩たたき付つけられたケモノの舌を捨て身でひっ掴み、渾こん身しんの力を込め手た繰ぐり寄よせ、その右腕の鋏で、舌を切り落としケモノを叩き付け、

　それから駆かけ寄よるルルの絶ぜつ叫きようの中、ゆっくりとケモノとともに、崩くずれ落おちた。

　ルルに抱だきかかえられ、にい、とそれでも力強く笑う父。

　あの日から初めて見るトマージの笑顔。それは昔見たものと変わらなかった。

「……ル……ル」

「父さん」ルルは涙なみだ声ごえで囀さえずる。この傷は治なおるのだろうか？　そして治ったとしても、また元のように強い父でいられるのだろうか？

　大だい丈じよう夫ぶ。父さんが死ぬ訳わけがない──そう、ルルは思い込もうとした。

「すまん……あいつを……ルナを」

　希望でしか、ないのに。

「何を言うの!?」涙で霞かすんで、父の顔が見えない。「死んじゃ……厭いやだよ」

　父が、好きだった。歯車が狂くるってしまっても、結けつ局きよくルルは父親を捨てることができなかった。何度も悩なやんだ。しかし答えはいつも、一いつ緒しよだった。たとえそれが間ま違ちがったものであったとしても。どんなに罪つみを犯おかそうとも。一緒に堕おちていこうと、そう決めた。

「あとを、たのむ」

　それなのに。

「絶ぜつ対たいに、死ぬな、よ」

　停てい止しする、呼吸。

　父は──ルルを、置き去りにする。




　そうして。

　トマージが、ルルの腕の中で、動かなくなって。

　ルルはまた、絶ぜつ叫きようした。声は出なかった。それでも絶叫し続けた。

　背はい後ごでケモノの一匹が弱々しく蠢うごめく。薄うすい翅はねを切きり裂さかれ、飛ぶことができないそいつは、地面に落ちたまま、その細長い舌したを、震ふるえながらもくねらせて、ゆっくりと、しかし鋭するどく。

　衝しよう撃げきとともに。
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　微かすかな光に照らし出されて色を付ける、姉と自分の身体。

「ごめん……ね」

　イルの手は、真っ赤だった。

　姉は弱々しく微ほほ笑えむ。

「あ……ああ……」イルは狼ろう狽ばいの声をあげる。

　イルの胸を濡ぬらしていたのは、涙なみだだけではない。

「ねえ……さん」

　姉は、真っ赤だ。

　血に塗まみれたルルが、そこに座り込んでいた。

「ごめんね……ルナ」

　姉は震える唇くちびるで、また弟の名を呼び、そして、寂さびしそうに笑った。

「……姉さん！」

　駆かけ寄よったイルは姉を抱だき、それから顔を青ざめさせる。

　ルルの背中──腰の辺あたりが深く、無む惨ざんに裂かれ、抉えぐられている。傷口は血に染そまって一面赤黒かったが、それはそのまま出血の多さを物語っている。眼めを、逸そらせない。

　口元からも血が流れている。イルの胸で静かに、声を殺して吐いたのだろうか？　イルの胸はルルの涙と、それからそれより遥はるかに多量の血で、しとど濡れていた。

「どうして……ねえさ、ん」訳わけがわからなかった。父が、トマージが死んだのは、わかる。しかし何な故ぜ。姉は──自分と一いつ緒しよに隠かくれていたのではなかったのか？

「ル……ナ」姉の言葉が、途と切ぎれつつある。

　イルは姉の手を、握にぎる。血で滑すべって、上う手まく掴つかめない。冷えた肌はだと、熱い血。

「ねえさん──ねえさん、ねえさん」

「わたし……ごめん、ね」

　何度も、何度も。ルルは謝あやまった。

「おかしいよ。どうして？　どうしてだ？　こんなのは……嘘うそだ」

　顔を近付ける。蒼そう白はくな姉の顔。いつだって、姉の微ほほ笑えみを見ると安心していたのに。真っ赤な手。その手に撫なでられると、いつも何も言えなかった。

「わ……た、し」

　子供の頃ころは、一いつ緒しよに眠っていた。

「……なんでだよ……」

　姉が泣いている顔なんて、見たことがなかった。

「わ、たしもう、だ、めみた、い」

　ルルの吐く息が熱くなっていく。

「嘘うそだ！」

　なのに体温は、下がっていく。

「大丈夫だ！」イルは叫ぶ。無む理りに笑う。

「こんな……こんな怪け我が、すぐ治なおる。姉さんは……僕の……

　僕の姉さんなんだから……。

　こんな怪我、すぐ……治る。すぐ、治るんだ」

　ルルは、──ルルも、微び笑しようした。

「ごめんね」そして、もう一度、謝って、

「……ねえ、さん？」

　それきり。

　動かなくなった。

「あ……？」

　イルの時間が止まる。

　心臓が、痛いたい。

　息ができない。

「わ……ぁ」

　痛み。

「あ……ああ」

　涙なみだが、声が、出ない。

　抱だき締しめても、何も感じない。イルの体温がルルの身体に奪うばわれていく。




　もう、それは姉では、なかった。




　立ち上がろうとした。何回か立ち上がれずに尻しり餅もちをついてから、それからようやく、ゆるゆると足を伸ばし、地面を踏ふみ。

　イルが生まれる前から、十八年間ルルだったものを、それでもじっと、見た。

　外は静かだった。何も聴きこえなかった。少なくとも、イルの耳には。

　微かすかに射さし込こむ薄うすい光が、邪じや魔まだ。

「ねえさん」姉を、呼ぶ。

　色のない、声で。

　外に出る。一面に、ケモノの屍し骸がいが散らばっている。その中心に、血で汚よごれた肉が転ころがっている。片手がない。右腕は鋏はさみだった。

「とうさん」のろのろと、歩み寄る。

　父も、もう父ではなかった。それは片手をもがれた屍し体たいであり、そこに父は、いない。

　その屍体を見下ろすと、イルは脇わきに鈍にぶく光るものを見つけた。

　手に取る。よく見た形。

　姉の──短刀。

　血と泥で汚れ、曲がった刃。

　イルは微かすかに笑う。その刃先を、トマージの遺い骸がいに向け、それからゆっくりと自分の首くび筋すじに寄せ──何も、考えていなかった。

　首にあてがう。冷たい感かん触しよく。不ぶ細さい工くな金きん属ぞく触しよく。よれて曲がった感じ。──短刀はもう、使えそうになかった。少なくとも、イルには。

　首筋から離はなし、もう一度だけじっと見て──地面に放った。

「父さん」イルは呟つぶやいた。「姉さん」

　ふ、とケモノの屍骸を見み遣やる。それらは醜みにくく、潰つぶれていた。父が──やったのだろう。

　しかしその中の一匹──気付く。

　まだ、生きている。翅はねをやられて地面に落ちたそいつは、細かく蠕ぜん動どうしながら、それでもまだ呼吸していた。

　小さな口こう腔こうからだらりと伸びた細長い舌したは、痙けい攣れんしながら途と中ちゆうで切られている。見れば身体のあちこちにぽつぽつと、細く鋭するどい傷きずが走っている。切り傷──他の屍体の、鈍く巨大な刃で断たち切きられたような傷とは違ちがう、金属の刃物で切ったような傷口。

「お前……」イルはそいつを無表情に、見る。「おまえか」

　手を、かざした。

　掌てのひらが熱かった。熱くて、寒かった。

　全身の体温が掌に集まっているように感じる。あとからあとから熱は湧わき出でている。

「かあさん」イルはぼんやりと歌うように、「僕は……」

　呟つぶやいた。

　掌てのひらに何かが浮かんでいる。

　それは蒼あおい、しかし黒をまぶした球形。

　全身が粟あわ立だつ。感情が消える。たったひとつの、しかしすべてを内ない包ほうした感情を残して。

　掌に玉が、浮かぶ。
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　そしてそれは、イルを侵しん食しよくする。

　玉の表面には黒っぽい斑はん点てんが散らばり、それは何な故ぜか、綺き麗れいに見えた。

　まがたま。確かそう、いった。月に似ているという、球形。

　掌を──それが浮いて離はなれない掌を、イルはケモノに押し当てた。

　ぱしゅん。

　月が、潰つぶれる。破は裂れつ音おんのような微かすかな音。

　そして、

　ぎぢゅう。

　一いつ瞬しゆんで。

　それまで細かに震ふるえていたケモノの身体は、イルが掌を押し当てた部分を中心に、放ほう射しや状じように、腐ふ敗はいして。

　中心に近い部分は、腐ふ敗はいを通り越し、風ふう化かして。

　ぽっかりと間ま抜ぬけな穴を開けた。

　そしてそのケモノは、他のものより遥はるかに醜みにくい、屍し骸がいになる。

　イルは周まわりを見み渡わたした。この辺で、動いている人間はいないように見えた。

　思い出す。

　ごめんね。姉は言った。

　ごめんね、ルナ、と。

　思い出せない。

　父が何を言ったのか。最後に何と言ったのか。

　思う。

　姉の言葉。

　あなたの名前は──ルナ。

　母さんと同じ名前。

　──母さん。

　イルは父親の屍し体たいを抱だきかかえた。やけに軽い、血の抜けたそれは、イルが初めて触ふれる父の身体だった。

　そっと、姉の横たわる廃はい屋おくへ運び込む。

「父さん──」呟つぶやいた。

「姉さん──」そして、感情の一切を消しよう失しつさせた笑えみを浮かべ、

　言葉を探さがす。

　だけど、何もない。

　そこに家族はいない。だから、何もない。

　もういない家族に届とどく言葉など、何もない。

　それでも。──だからこそ。

　自身の胸を片手で強く押さえながら、

　いつものように、少年は、呟く。

　月を見に行く度たびに、いつも姉に言い、父に言わなかった言葉。

　僕はこれから月を見に行く、そういう意志表示。

「いって……きます」

　そして──イルは──ルナ＝イルは。

　少しだけ咳せき込こんでから、後ろを振り向き。

　外へ飛び出して、よろめきながら、走っていった。
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　足元をふらつかせながら少女が立ち上がった時、そいつはもう、去ってしまった後だった。

　緩かん慢まんな動どう作さの気け配はいが動き出したのは少女にもわかっていたが、追い掛けることが──正確には、立ち上がることができなかった。ようやく立ち上がれたその時には、そいつはもう、血の混じった、蛞蝓なめくじの蛇だ行こうしたような体液と土を抉えぐる跡あとを残し、そこから去ってしまっていた。

　少女は唇くちびるを噛かむ。

　いくら訓くん練れんを受けていても、そしてどんな覚かく悟ごを胸に秘ひめていても、彼女は普ふ通つうの、年若い少女でしかない。変へん異い種しゆではあっても稀き存ぞん種しゆではなく、だから身体を壁かべと地面に打ち付ければ動けなくもなるし、傷は簡かん単たんには恢かい復ふくしてくれない。

　外がい傷しようは少なかった。あちこちが切れ、血の筋すじを引いてはいたが、そんなものは数日もすれば跡も残らずに治なおるような傷だった。問題は、身体の中だ。

　壁に寄り掛かり、嘔おう吐とする。血の混じった吐と瀉しや物ぶつが地面に落ち、少女は口を拭ぬぐった。頭は打たなかった。手足も自由に動く。脊せき髄ずいはやられていない。しかし内臓がおかしい。吐はき気けが酷ひどい。脇わき腹ばらが鋭するどく痛いたむ。肋ろつ骨こつも折れているかもしれない。

　後こう遺い症しようが残らなければいいが、と少し思う。しかしそんな考えは、後こう悔かいと怒いかりとで、すぐに流された。

　──気を抜いた。戦いの途と中ちゆうで。

　それは少女の──自分自身への怒りでもあった。

「……があっ！」

　咳せき込こむ。喉のどの奥に溜たまった血が口に流れ込む。吐き出すと、少女は声をあげた。

「……何を……」灰色の双そう眸ぼうに、鋭い光。

「何をしてるの……？　シオン＝エシュ……！」

　自分への、叱しつ咤たを込めて少女は呟つぶやいた。

　のろのろと歩き出す。鳩尾みぞおちの辺あたりが痛いたむ。しかし、構かまわない。

　一歩を踏ふみ出だし、痛つう覚かくを無む理り矢や理り、脳から追い出す。こんな痛みは、嘘うそだ、感じなければ痛みなどない、と。

　顔をしかめながら、シオンは走り出した。

　上う手まく走れない。足が縺もつれて何度も転ころびそうになる。

「あああっ！」苛いら立だたしそうにシオンは、自身の足を拳こぶしで殴なぐった。それからふと左腕の変異が解とけているのに気付き──慌あわてて、もう一度その腕を魔ま女じよの剣に変える。

　ケモノがどこに行ったのかは知らない。興きよう味みもない。追い掛ければいいだけのことだ。

　あのケモノ。巨大な体たい躯くの頂いただきに、人間の身体を縫ぬい止とめた化け物。

　一歩の度たびに内ない腑ふを痛いたみが襲おそった。しかし、そんなことで逃げる訳わけにはいかない。逃げるくらいなら、死んだ方がましだ。いや──死んだって、逃げるものか。

　シュシュ＝ケイト。多た分ぶんケモノは、あの娘こから生まれた。

　自分を慕したってくれた少女。はにかんだ微ほほ笑えみ。憧あこがれるような視し線せん。

「……仇かたきを……」シオンは走りながら、呟つぶやく。

「仇を取るとは言わない」

　自分の意い識しきを、確かめるように、誰だれも聴きいてはいない虚こ空くうに向かって、シオンは呟く。

「だけど……絶ぜつ対たいに……あいつは私が、殺す」

　だから待っていて、と、シオンは走る速度を無む理り矢や理りにあげた。

　強い、と。あの娘は言った。

　強い、と。自分のことを、強い、と。

　ならば──。

　殺す。絶対に。何があっても、殺してやる。この腕で、私が、私が殺す──。

　それが証明だ。

　シュシュの、小さな身体と、その年の割に大人びた声を思い出しながら、

　微かすか遠くに見えた、ケモノを睨にらんだ。




　少年の疾しつ走そうは迷まよいと憂うれいと悲しみを含ふくんでいたが、少なくとも愚ぐ鈍どんではなかった。唇くちびるを噛かみ地面を蹴けり飛とばすその身体は、言いい測はかれない疲ひ労ろう感かんで充みちていても、それでも速度を決して緩ゆるめずに、ひたすらに走る。

　少年は、探さがしていた。

　行かなければならなかった。行く義ぎ務むがあったかと言えば、恐おそらくは、ない。しかし、行くと決めたのだ。そう決めたのだから、行くしかない。

　憎にくしみをぶつけたかった。怒いかりを表したかった。悲しみを封ふうじ込こめたかった。何より自分の意い志しを、何とかしたかった。

　父は自分と姉を守って死んだ。それが本当に母との約束だったのかどうか、今となっては確かめる術すべがない。父の気持ちが自分に届とどいたのか、わからない。それはとても、厭いやなことだった。

　姉は何度も謝あやまりながら死んだ。何度も誰かに謝りながら逝ゆく、というのはどんな気持ちだったのだろう。そのことを考えると息が苦しくなる。

　トツメは自分のことを化け物、と言った。あいつはちゃんと逃げ出せただろうか。それとももう、ケモノに喰くわれてしまっただろうか。考えるだけで、気分が悪かった。

　キキトとシュシュはどうなっただろうか。生きていて欲しいと思う。死んでいて欲しくないと思う。彼女たちは、少なくとも優やさしかった。会わなくても、どこかで生きていてくれればそれでいい。

　そして──。あの少女は、言った。これは私の意い志し、と。その言葉が羨うらやましく思える。その言葉は少年の耳に強く残る。

　自分の意志とは、何だ？

　何がしたいか。何をすればいいか。それはわからなかった。──しかし、今行かなければ、ずっとこの気持ち悪さは消えない。そう、思う。

　だから少年は、走る。景色を見ながら、あの時、少年が逃げ出した場所へ走る。混乱は静まっていた。人ひと影かげも見えない。少し道に迷まよいながら、それでも足を止めることなく、記き憶おくと勘かんと、遠くの違い和わ感かんを頼たよりに。

　そして──。

　遂ついに見み慣なれた景色に出くわして、一気にそこを駆かけ抜ぬける。父が自分を気き絶ぜつさせた、その場所に辿たどり着つき、黒く広がった血ち溜だまりと破は壊かいされた家か屋おくを一いち瞥べつして確信し、それからケモノの這はい去さった跡あとを見つけ、状じよう況きようを俄にわかに判はん断だんしてからそれを追い──。

　イルはもう一度、少女と、それから巨大な体たい躯くでうねる忌いまわしいケモノと、再さい会かいした。

　拳こぶしを握にぎり締しめ、乱れた髪の間から覗のぞく双そう眸ぼうに意志を込め、黒く光らせながら。







[image: 第十章　熟れた屍骸に接吻を]
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　ひとりの稀き存ぞん種しゆが走り出したその頃ころ、もうひとりの稀存種もまた、走っていた。

　地面を滑すべるような跳ちよう躍やく。拡ひろげた翼つばさで空気を抱だき、筋きん力りよくも使わずに、疾はやい。一歩の歩ほ幅はばが異い常じように広かった。

　フィオナ＝レスファは、スラムの中心点を目指していた。

　大量に湧わいて出たケモノたちは、すべて同じ形をしている。故ゆえにそいつらは本体の道具でしかなく、ある種の目的で生み出された単純な生命体だ。フィオナは中心点に向かう道すがら、実験し確認していた──こいつらは、単純な生命体故の本ほん能のう──走そう光こう性せいを持っている。

　地面を飛とび跳はね、天使は翼を広げる。

　空気を抱く一いつ対ついの白いそれとは別に、もう一対。その羽根が、白く、柔やわらかく発光している。誘さそわれるように向きを変え寄ってくるケモノたちを羽根の弾だん丸がんでそのつど貫つらぬきながら、フィオナは飛び、「この辺で……いいかしら？」

　立ち止まり、頬ほおに人差し指をあて、まるで屋おく外がいで昼食を食べる場所でも決めるように──ひとりごちた。

　翼の一対を、折おり畳たたむ。滑かつ空くうに使っていた翼。用を失ったそれは折り畳まれた直後、背中に戻ることなく、結けつ晶しようを握にぎり潰つぶしたように細かに砕くだけ始はじめ──破は片へんが煌きらめく。

　二対めの翼は一いつ層そう、白を増ました。

　それを大きく開き、天使は深呼吸する。

「燃えなさい」そして──。

　翼の先せん端たんが空に淡あわい赤を映うつす。熱気が微かすかに、スラムの湿しめった空気を暖あたためる。

　羽根の一枚一枚が細かく囁ささやく。

　ささささささささささささささ、さ。

　それは翼からゆっくりと乖かい離りしながら同時に発火し、周まわりの酸さん素そを取り込み、それ自身を激しく燃ねん焼しようさせ、スラムに偽いつわりの灯あかりを瞬またたかせてからゆっくりと──。

　炎ほのおの帯おびとなって、一気に拡かく大だいした。
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　そいつは、強くなりつつあった。

　収しゆう穫かくは、上々だった。そいつの放った下げ僕ぼくは、ぞろぞろと、一匹ずつ獲え物ものを体内に捕ほ獲かくし、戻ってきた。

　そいつは獲物を、戻ってきた下僕ごと呑のみ込こむ。下僕の組そ織しきはそいつの身体を構こう成せいする組織の一要よう素そとしてまた体内に還かん元げんされ、収しゆう穫かくされた生体を部品レベルに分ぶん解かいするための補ほ酵こう素そとして機き能のうし始はじめる。新しん鮮せんな、生と死の中間のまま保ほ存ぞんされた細さい胞ぼうは、すんなりとそいつの新しい身体の一部として再さい構こう成せいされる。

　獲え物ものの──人間たちの持つ、脆ぜい弱じやくな皮ひ膚ふは必ひつ要ようなかったから、消化されそいつの滋じ養ようとなった。対していくつもの心臓はそいつの巨大な身体の隅すみ々ずみに、素す早ばやく潤じゆん滑かつに血液を送る予よ備びポンプとして各所に配はい置ちされ、動き出す。更さらに肺もまたその隣となりに配置され、横おう隔かく膜まくと共に活動する。神経や血管や脊せき髄ずいも、必要に応じて全身に巡めぐらせる。そうすることでそいつは、今までよりも素早く、長く、元気に動けるようになった。そして腸は繋つなぎ合あわされ、縒より合あわされて一本になり、腹に収おさまった。肝かん臓ぞうも脾ひ臓ぞうも膵すい臓ぞうも腎じん臓ぞうも同じようにして再利用される。

　脳は使えなかった。膨ぼう大だいな、多人数の不統一な記き憶おくや情報を整せい理りするに足る処しよ理り速度を持つ頭ず脳のうを、そいつ自身が持っていなかったからだった。皮膚と同じように──生せい殖しよく器き官かんや骨の一部や爪つめ、髪の毛、不必要な内臓と共に──結けつ局きよく脳は消化された。

　唯ゆい一いつ予定外だったのが、期き待たいしていた、新しい武器が殆ほとんど望のぞめなかったことだ。獲物の持つ変へん異い部分は殆どが取るに足らない、つまらないものばかりだった。だからそれらもまとめて、消化する。そいつが生まれる時に手に入れた、温おん床しようとなった人間の身体の中に潜せん在ざいしていた遺い伝でん子し──つまりはそいつの身体を覆おおう堅かたい鱗うろこのような、そういう役に立つ要素を持つものはいなかった。それが、残ざん念ねんだった。

　そいつは、進化する。有用な部品を的てき確かくに活用できるほどの要よう領りようのよさを、そいつは持っていなかったから、それは不ぶ格かつ好こうな、あまりに不ぶ細さい工くな進化だったが。知能は足りないままに、動きだけが素早くなった。

　親の名な残ごりはあっても、姿すがたはまるで似つかない。生殖機能も持ち合わせていない、一代限りの突とつ然ぜん変異体。そいつは横おう暴ぼうに、かつ愚おろかにうなりをあげる。放った下げ僕ぼくの半数以上が帰ってきていなかったが、そんなことはもう忘れていた。

　そいつは、生まれた時に喰くい残のこした身体の欠片かけらを求めて動き出す。その動きは以前よりも素早く、そして激しい。ほどなくしてそいつは、生まれたその場所に辿たどり着ついた。

　喰い残しはあの時の食事跡あとそのままに、残されていた。そいつは喜んだ。今となってはさして腹を満たすほどの量ではなかったが、それでも喜んだ。何な故ぜかそいつは、その赤黒い足に、酷ひどく執しゆう着ちやくしていた。

　カタルシスを得るためだけの、不ふ毛もうな食事を、そいつは始める。

　その時だった。
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　少年が、そいつと邂かい逅こうし、シオンが、そいつに追い付いたのはほぼ、同時だった。

「あなた……」

　よろめく足で地面を踏ふみしめながら、シオン＝エシュは怪け訝げんな顔をする。

「無ぶ事じ……だったのか」微かすかな安あん堵どの混じったような驚きよう愕がくの表情で、少年が呟つぶやく。

　ケモノは立ち止まったまま、まぞまぞと蠢うごめく。或あるいは彼らにまるで興きよう味みがないのか、地面に触しよく手しゆを伸ばし、何かを拾っては、口に運んでいる。

「……何をしに、来たの？」ケモノを見上げながら、シオンは少年に問い掛けた。

「こいつを……殺しに来た」少年の声は、静かだった。

　さっきまで狼狽うろたえ喚わめいていたのが嘘うそのように。

「何な故ぜ、逃げなかったの？」

　ケモノの外見にはさして変化は見られない。いや、シオンが与あたえたはずの傷がない。治なおっている。何かが妙みようだった。

「逃げる訳わけにはいかなくなった」少年は、じっとケモノを睨にらみ付つけている。

　ケモノは人間を、喰くっていた。手足の欠片かけら。内臓の破は片へん。指先と目玉。脳のう漿しようと舌した。

「……何故？」その様よう子すをさして感かん慨がいを込めずに一いち瞥べつして、シオンは少年を見み遣やった。

　自分の身体と、少年の命のことを考える。

　ケモノは何かがおかしい。事じ態たいは多た分ぶん──悪くなっている。

　はっきり言えば、足あし手で纏まといだった。

「理由は……沢たく山さんある」

「逃げなさい。……あなたを庇かばいながら戦う気はない」シオンは正直に言った。

　身体はやっと動く。肉体を精せい神しんで誤ご魔ま化かして酷こく使ししたとしても、今までの八割、といった所だった。

「そういう訳にはいかない」少年はシオンの言葉に、声を荒あらげた。

「……邪じや魔まになるだけよ」

　少年が下へ手たに動き回るのは、シオンにとって決していいことではなかった。

「……頼たのむ」しかし、少年は。

　シオンは、そこで初めて、それに気付いた。──少年の異い常じような殺気。殺気だけではない。何か胸の奥を爪つめで撫なでるような、そんな、痛いたましい殺意が──少年に、ある。

　少年の頬ほおを涙なみだがひとすじ、伝った。

「こいつは……」少年はケモノを指差す。唇くちびるを噛かんでいる。そこに血が、滲にじむ。

　──何か、大きな感情。

　シオンは思う。複雑に入り混じった感情が深い。そんな眼め、そんな顔。

　──この、子……。

「こいつが喰ってるのは……僕の友達だ」

　少年の声は、震ふるえていた。

　シオンは微かすかな驚おどろきを込め、少年の指差す先──ケモノの口を、見み遣やった。咀そ嚼しやくと反はん芻すうを繰くり返かえす口元の、歯と歯の隙すき間まに覗のぞく、ぶらりとはみ出たもの。口の動きに合わせて冗じよう談だんのように揺ゆれるもの。それは赤黒い、鱗うろこらしい模も様ように覆おおわれた──人間の、足だった。

　膝ひざから上は喰くい千ち切ぎられ、切きれ損そこなった骨と神経がケモノの歯に引っ掛かっている。

　気付いた。その赤黒い鱗で覆われた足を、シオンは一度、見たことがあった。

「あれは……」シオンの記き憶おくは、その少女の顔まで思い出せない。しかしあの足を持つ少女は、「シュシュ＝ケイトの……」シュシュ＝ケイトの……姉？

　ケモノを覆う、赤黒い鱗。その遺い伝でん子しを持っていたシュシュの姉。ケモノの温おん床しようとなった小さな少女の姉。赤黒い鱗の遺伝子形けい質しつを、発はつ現げんさせていた少女。

「何でだ……」少年が呟つぶやく。殺意の意味がシオンにもわかった。

　そして──。

　シオンは、それを、初めて、見た。

　少年の、突っ立ったままの姿し勢せいでだらり下げられた腕。その先に広げられた掌てのひら。何ものかの血で汚れ赤黒く染そまったそこに、何か奇き妙みような球形のものが浮かんでいる。

　血の海に浮かんだ、薄うす黒ぐろい影かげを持つ蒼あおい真しん円えん。

　これが──この丸いものが。

「月……？」に、似ている。稀き存ぞん種しゆの──証あかし。

　刹せつ那な。

　それが、シオンの視し界かいから、消える。




　少年は無む言ごんで、飛び出した。




　シオンは思わず戦せん慄りつした。

　疾はやい。

　少年の掌を注ちゆう視ししていたとはいえ──まるで消えたように。その一いつ瞬しゆんを眼めで追うことができなかった。

　少年はケモノの懐ふところに飛び込む。当のケモノは一瞬遅おくれ、何かが飛び込んできたことに気付き──そしてその時にはもう、不ぶ様ざまな悲ひ鳴めいをあげていた。

　ぶがうあうあうぃぁああ、と、その声せい帯たいが振しん動どうする。ケモノの身体の一部に、ぼんやりとしたクレーターのような、円状の凹くぼみができている。続けて触しよく手しゆの何本かが溶とけ千切れて落ち、それからやっとそいつは、憤ふん慨がいしたように身を震ふるわせ、暴あばれ始はじめた。肉の腐ふ敗はいする臭においがシオンの鼻をつく。ケモノが蠢うごめく度たびにその腐くさった傷口から、固体のままの腐ふ肉にくが散らばった。

「──瘴しよう気き」圧あつ倒とうされる。こんなことができる。そのことに圧倒され、直後。

　自分が出遅れたことに、気付く。

　ち、と微かすかに舌した打うちした。少年に続いて地面を蹴ける。魔ま女じよの剣を振りかざし、痛いたみを忘れて跳ちよう躍やくする。少年にできること。シオンにできないこと。だからどうした？　それと、シオンができることをしていなかったこととは、違ちがう。シオンは心の裡うちで悔くやしさを覚おぼえながらも、負けじとケモノの下腹に左腕を突っ込んだ。

　ケモノの気け配はいが変わる。

　そいつは、怒おこった。

　触しよく手しゆが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたように見える。シオンはその変化に敏びん感かんだった。──今度喰くらったら、恐おそらく、死ぬ。慌あわてて身を引き、後ろへ跳はね退さがる。

　直後、触手が消えた。

　つまり──消えたように見えた。遅おくれて、空気の弾はじける音。触手の先せん端たんが音よりも速くしなった証しよう拠こ。触手が狙ねらったのは、少年だった。

　少年が叩たたき飛とばされ、どこかの家か屋おくの壁かべ板いたが、派は手でな音をたてて破れ散る。

「……く」シオンの歯は噛がみは焦あせりと怒いかりを滲にじませる。

　今のは──見えなかった。

　ケモノの声は、哄こう笑しようだった。触手はそれぞれが別々に、信じられない速さでしなり踊おどっている。時とき折おり、空気の裂さける音が聞こえる。幾いくつかは何とか軌き跡せきを見ることができる。幾つかは軌き道どうを感じることができる。しかし幾つかは──まるで、見えない。

　信じられないほど、こいつは強くなっている。その圧あつ迫ぱく感かんは、破は壊かいされた家屋を見る隙すきをシオンに与あたえない。

　……死んだかもしれない。シオンは少年のことをちらと思う。

　今のは──かなりまずい、と。




　しかし、イルは生きている。

　意い識しきははっきりしていた。悔くやしさに歯は軋ぎしりしながらイルは身体に覆おおい被かぶさった壁板を撥はね除のける。打ち付けられたのは背中だった。肉が裂さけ、骨が折おれ、内臓がいくつも、破は裂れつしていた。それでも稀き存ぞん種しゆの身体は活動をやめない。動けなかったのは一いつ瞬しゆんで、直後激しい痛みとむず痒かゆさを伴ともない、組そ織しきが再さい生せいしていく。

「……畜生っ！」立ち上がった時には、もう外がい傷しようは塞ふさがっていた。破裂した内臓はまだ再生中らしく、脇わき腹ばらは気が狂くるいそうなほど痛む。しかしそれよりも激しい感情が、イルの意い識しきを支し配はいしていた。

　──あいつ。あいつは。喰くった。

　──キキトまで！

　それは自分への憤ふん怒ぬ。悔かい恨こん。そして悲しみ。次々に失われていくものへの、失っていく自分への、そして失わせたなにかと、そこにある敵てきへの。

　瓦が礫れきを踏ふみ付つけ、家か屋おくを出る。視し界かいが微かすかにぼやけている。頭を強く打っていた。

　はっきりしてくる視し線せんの先に、ケモノと対たい峙じする少女が見えた。イルは少女のもとへ駆かけ寄よる。痛いたみは徐じよ々じよに、消えつつあった。

「……生きていたの!?」少女はイルの気け配はいを認めるや、ケモノを凝ぎよう視ししたまま小さく呟つぶやいた。

「簡かん単たんには死ねない」イルは少女の呟きに返す。

「……それにしても」それから、ケモノの異い常じような様よう子すに気付き、眼めを見み張はった。

　触しよく手しゆが狂くるったような動きをしている。軌き道どうも軌き跡せきも認められない。それでも自分から襲おそって来る気配はなかった。恐おそらく、待っているのだろう。遊んでいるのかもしれない。

「ずっと……こうなのか？」イルは唇くちびるを噛かむ。

「さっきまでは……」少女はケモノを睨にらみながら答えた。「こうじゃなかった」

「……どうする？」イルは自問自答する。

「私が殺やる」少女は呟いた。まるで自分自身へ宣せん言げんするように。

　イルは隣となりの少女を見み遣やった。少女は眼を細めている。

　強い憎にくしみを、怒いかりを、決意を──意い志しを、感じた。

　だけど、イルは。

「駄だ目めだ。あいつは……僕が殺す」宣言する。譲ゆずれなかった。

「……えっ？」

「あいつは絶ぜつ対たいに許ゆるさない。見み逃のがさない。殺してやる」

「どう……やって？」

　少女は呆あきれたように、尋きいてきた。

「関係ない」イルは殺気をケモノに向けたまま答える。「とにかく殺す」

　スラムで培つちかわれた殺意。理り屈くつではなかった。イルは知っていた。致ち命めい的てきなのは、強いものに恐きよう怖ふすることではない。自分の殺意が削そがれることだ。一いつ旦たん殺意を持ったなら、それはすべてに優ゆう先せんする。恐怖に、痛みに、迷まよいに、それらに負けた殺意は──自分を殺す。今生き延びたとしても、いつか必ず、自身を殺す。

「弱った殺意は自分を殺す」イルは言った。「僕はもう決めた。だから、殺す」

　一いつ瞬しゆんの間ま。

「……ふふ」イルの耳に声が聞こえた。

「あはは……ははは！」

　軽けい快かいな、笑い声だった。イルは驚おどろいて少女に顔を向ける。少女が口元を押さえ、楽しそうに、笑っていた。

「……何がおかしい？」イルは眉まゆをひそめる。無む謀ぼうだと言うのか？　そんなことはわかっていた。しかしそれでも、退ひく訳わけにはいかない。

　少女は、微かな笑え顔がおを少年に向ける。

「お互たがい……」そして可お笑かしそうに呟つぶやいた。

「お互い、策さくもないのに？」

「……え？」

「私も同じ」少女の声は、こころなしか弾はずんでいた。

　イルは理解する。そういうことか、と。

　理由はお互い、違ちがうだろう。少女の理由とイルの理由は違う。それでも、意見は同じだった。恐おそらく、気持ちも同じだろう。──つまり。

「でも……譲ゆずれない」少女は笑うのをやめて、言った。「あいつを殺すのは……私」

「……僕も譲れない」イルは返した。「あいつは……僕が殺す」

　二人は顔を見合わせた。

　イルは思う。

　灰色の瞳ひとみに強い意い志しが見える。事情は知らない。だけどこの娘こは多た分ぶん──あのケモノをどうしても殺さなければならない理由があるのだろう。

　先に口を開いたのは、イルだった。

「わかった。……お互い、邪じや魔まはしない。それでいいか？」

　それが妥だ当とうだと、少女は、頷うなずく。

　二人の殺意は、再ふたたびケモノを見た。

　そいつはにやにやと笑うように触しよく手しゆを振り回している。時とき折おり空気が爆はぜる高い音が二人の鼓こ膜まくを震ふるわせる。相変わらず襲おそってこない。待っている。遊んでいる。

　地面を蹴けったのは、同時だった。
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　炎ほのおは捲まいていた。ケモノの部品の一部──残ざん党とうは燃えていた。

　フィオナ＝レスファの背から生えた翼つばさは紅あかく、炎に包まれている。正確には、燃えているのは羽根だった。翼の根元、フィオナの背に近い部分は白く輝かがやく一対の翼のまま、熱を遮しや断だんしている。火を纏まとっているのは翼の先せん端たん部分の羽根、その一枚一枚だった。それらは発熱し、発熱しながら発火し、発火しながら舞まい散ちり、舞い散りながら炎と炎で繋つながれ、そして帯おびになっている。──燃える翼。羽根はとめどなく燃もえ尽つきる傍そばから新しく生え、また発熱し、無む限げんとも思えるほどに長く、細い帯になり、スラムに広がっている。

[image: ]

　フィオナは薄うすく微ほほ笑えんでいた。

　頭を叩たたき潰つぶせば──つまり本体が死ねば、この群むれも長くは生きられないだろう。飛ばした部品を無む視しし本体を探さがし、殺してしまえばそれが最も合理的で単純で迅じん速そくな方法だ。しかしフィオナは、そうしなかった。それは単に──殲せん滅めつせよ、と命令されたから。

　殲せん滅めつとは完全に、一匹残らず殺ころし尽つくすこと──ならばそうしなければならない。命令通りに。そうでなければ気が済すまない。もしかしたらこの部品は、繁はん殖しよく能のう力りよくを備そなえているかもしれない。一匹くらいは本体が死んでも、生き延びるかもしれない。

　だから、この方法を選えらんだ。

　単純な本ほん能のうと、単純な指令だけを与あたえられて生まれてきた部品。それはある種の憐れん憫びんを孕はらみ、フィオナの眼めには感かん傷しよう的てきに、次々と光に誘さそわれ火に──飛び込んでいく。

　本体がどこにいるのかはわからなかったが、下げ僕ぼくが帰ってこないことに気付けば恐おそらくここに、やって来るだろう。

　彼もこの炎ほのおに気付けば──。ここにやって来てくれるかもしれない。

　フィオナはまだ見ぬ、或あるいは懐なつかしい『彼女』──今は『彼』か──のことを思い、微かすかに笑えみながら、炎の帯おびを大きく拡ひろげた。




　　　　５




　シオン＝エシュはケモノの正しよう面めんに走り込んだ。

　触しよく手しゆは相変わらず正しよう気きの沙さ汰たとは思えない疾はやさで空気に悲ひ鳴めいをあげさせている。それでもシオンの視し覚かくは幾いくつかの軌き跡せきを見切っていたし、シオンの触しよつ覚かくは幾つかの軌き道どうを感じとっていた。見えないもの、感じられないものは仕方ない。──どのみち当たったら、死ぬ。

　死ぬ気はなかったが、死ぬのを恐おそれては覚かく悟ごが鈍にぶる。

　あの少年の、決意を思う。

　黒い瞳ひとみには、覚悟があった。親子で逃げたはずなのに、ひとりで少年は戻ってきた。詮せん索さくするつもりはないが、経けい緯いがどうあれひとりで戻ってきたのなら──誰だれのためでもなく、自分自身のために、自分自身の意い志しで、戦場に来たのだろう。

　ならば。

　──ならば尚なお更さら、私は。

　姿し勢せいを極きよく端たんに低くして、這はうように走る。

　触しよく手しゆの届とどく距きよ離りに入る直前ぎりぎりで跳はね、方向を変える。ケモノの目玉がシオンを映す。虚きよを突けば、少なくとも狙ねらい打うちされることはない。

　上への攻こう撃げきは自殺行こう為いだ。

　シオンは下からケモノの懐ふところに飛び込んだ。

　触手が微かすかに、肩の肌はだを掠かすめる。それだけで皮が切れる。間かん隙げきを縫ぬって左腕を思いきり、ケモノの下腹を引ひき裂さいた。触手の動きは止まらない。刺さし込こむ時間はなかった。一いち撃げきを加えるや否いなや飛とび退のく。また触手が、今度は髪を掠めた。

　間ま合あいの外に出た。勢いきおいで地面を滑すべる。左腕で土を掻かき、シオンは低い姿勢のまま、止まった。

　肩から血が、吹いた。

　シオンはケモノの傷を見る。ケモノの動きは鈍にぶらない。少年が開けた口元の穴も、腐ふ敗はいは止まっていた。

　──浅あさい。シオンはまた跳とんだ。

「──ち！」瞬しゆん間かん、横に滑った。右腕を軸じくに廻まわる。入れない。間合いに入る直前、触手に邪じや魔まをされた。打ち殺される寸すん前ぜんで踏ふみ止とどまった。

　どうする？　シオンは、歯は噛がみした。




　イルはケモノの背はい後ごに廻り込んだ。

　背後、といっても瞳ひとみは前後に散らばっていたから、見られているのには変わりない。正しよう面めんと何ら変わらない背。イルはそこで、立ち止まった。

　少女は既すでに、一度攻こう撃げきを加えたようだ。無む謀ぼうとも思える勢いきおいで飛び込み、離り脱だつした。そして二度目は寸前で弾はじかれたように方向を変えた。

　──見えているのか？

　少女の動きに感心する。イルには触手の軌き跡せきがまるで見えなかった。動きも予よ測そくできない。ケモノと戦った経けい験けんなどないイルには当然のことだったが、今はそれが確実に、そして決定的に、命取りになる。

「……どうする？」イルは呟つぶやく。

　自分の身体のことを考える。

　身体はどこまで耐たえられるのだろう。千ち切ぎれた腕は繋つながった。はらわたが潰つぶれても再さい生せいするらしい。しかし粉こな微み塵じんに弾はじき飛とばされたら、果はたしてどうなるのか。細かく千切れ飛んだ肉の欠片かけらはまたくっ付くのだろうか。どちらにしても無む闇やみに飛び込んで頭を叩たたき潰つぶされればさすがに生きてはいられないのではないか。

　死を恐おそれてはいなかった。しかし犬死にはしたくない。

　──どうする？

　イルはケモノ越しに少女を見み遣やる。少女は、苛いら立だっている様よう子すだった。数度の攻こう撃げきを試こころみているものの、大した傷は与あたえられていない。

　少女と、眼めが合う。

　言葉を思い出した。ただひとりでケモノに立ち向かう前の、少女の言葉。

　あの娘こは言った。

　──これは私の、意い志し。

　あの時の声は、覚かく悟ごを孕はらんでいた。

　覚悟。意志。イルはそのことを思い──。

　決心した。

　どこまで破は壊かいされたら、自分は死ぬのか。わからないなら、確かめてみればいいではないか。

　少年は一歩を踏ふみ出だす。歩きながら片手を、前にかざし掌てのひらを突き出す。筋きん力りよくではない、身体の奥の、別の力を込める。もう要よう領りようは心こころ得えていた。

　ケモノを前に、姉のことを思う。父親のことを思う。友達のことを思う。

　死んでしまった人たちがもしこの場にいたのなら、恐おそらくイルを止めるだろう。一いつ緒しよに逃げようとするだろう。或あるいは盾たてになって、イルを逃がそうとするだろう。

　繰くり返かえせば──彼らが死んだ意味がない。

　イルはここに来た。戦うと決めた。誰だれからも守られず、自分の足で立つために、ここに来た。

　──もう誰も、僕の犠ぎ牲せいにならずに済むように。

　殺さなければならなかった。こいつを──殺さなければ進めない。

　──だから……

「母さん」イルは小さく呟つぶやく。

　掌から、凶まが玉たまが浮き出る。月が陰かげを射さす。

　次いでもう片方の、手からも。

「あなたの力を──使います」

　両りよう掌てに、月をたたえ、そいつを睨にらみ付つける。

　それから、立ち止まり深呼吸すると、殺意を胸に瞳ひとみを爛らん々らんと見開いて、イルは。

　──ケモノに向かって、突とつ進しんした。姿し勢せいを低くしながら両手を交こう叉ささせ、掌てのひらを頭の前に、かざす。頭さえ無ぶ事じなら、また起き上がれる。

　大気の爆はぜる音が耳を打つ。イルは加速する。恐きよう怖ふはある。しかしそれを凌りよう駕がする何かが、イルの瞼まぶたを閉じさせない。沸わき立たつように、心臓が踊おどる。

　それは殺意と優やさしさ。

　ケモノの空くう域いきに、飛び込んだ。

　瞬しゆん間かん、肩に深い衝しよう撃げきが走る。真上からの大きな激げき突とつ。痛いたみを感じる間もなく、イルの膂りよ力りよくはその力に耐たえられない。地面に叩たたき付つけられた。それでも意い識しきは失わない。必ひつ死しで足を伸ばし、また地面を蹴けった。直後、また衝撃。今度は腕だった。触しよく手しゆの疾はやさと鋭するどさに、腕が殆ほとんど千ち切ぎれかける。イルはそれでも、にい、と笑う。──腕の長さが、傷口の分だけ伸びた。その伸びた腕を、肘ひじを支し点てんに遠えん心しん力りよくでケモノに、叩き付ける。凶まが玉たまの弾はじける微かすかな感かん触しよく。今度は足に衝撃がある。太ふと股ももが完全に折れ、イルは膝ひざを付く。──しかしそこはもう、ケモノの懐ふところだった。

　打ちのめされた部分が痛みを感じ始めるより早く、辿たどり着つく。

　無傷の方の腕で、強こわ張ばった触手の根元を抉えぐった。

　弾ける肉、淀よどむ血道、崩くずれる骨。

　触手が一本、ケモノからもげる。

　イルは確信し、そして──。

　腹の辺あたりを、今までとは桁けた違ちがいの強さが襲おそった。懐に飛び込んだ分だけ、衝撃の質量が太く、大きい。イルはゴミのように、数メートルは弾かれ、地面に落ちる。

　それでも、地面に激げき突とつしながらも。

　次の攻こう撃げきのことを考え、それから失いそうになる意識を必ひつ死しで繋つなぎ止とめる。

　折れ曲がった足が再さい生せいを始める。内臓は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。肩はまだ動かない。腕は繋がりかけている。──まだ、いける！

　イルは立ち上がった。痛みと気が狂くるいそうな神経の全てを、殺意に変える。それは殺意だけではなかった。殺意を伴ともなった、確信だった。

　それから、呆ぼう然ぜんとこっちを見み遣やる少女に、

　覚かく悟ごを込めた視し線せんを送り、また、走り始めた。




　シオンは眼めを見張った。

　ふと少年と眼が合った、その後だった。シオンの攻撃は功こうを奏そうさない。微かすかに苛いら立だちを抱かかえていた。そんな、時だった。

　少年は何か意味ありげな視線を、シオンに送って。

　無む謀ぼうにも少年は、ケモノに──触しよく手しゆの射しや程てい距きよ離りも考えずに、いきなり突とつ進しんし始はじめたのだ。

「……何を」思わず、シオンは呟つぶやく。

　少年は地を這はうように走る。身体を屈かがめ、シオンがさっきまでそうしていたように。

　迷まよう様よう子すもなく、飛び込んだ。少年の肩が裂さけ、腕が跳はね、足の肉が千ち切ぎれる。

　──見えていない。あまりに無謀だった。直ちよく撃げきを喰くらわないのは寧むしろ僥ぎよう倖こうと言えた。少年はそのまま、無ぶ遠えん慮りよにケモノの懐ふところに飛び込み──触手の一本の根元に、貫ぬき手てを叩たたき込こんだ。

　少年の動きが止まる。触手がうなりをあげる。

　直撃。

　少年は吹き飛ばされる。しかし触手は一本、千切れて落ちた。

　──まさか。シオンは驚きよう愕がくする。

　自じ爆ばく覚かく悟ごで、触手を一本ずつ、もぐつもりなの──？

　吹き飛ばされた少年は動かない。──いや、立ち上がる。傷口が再さい生せいし始めている。千切れかけた腕の傷が、神経ごと深く裂けた肩が、骨ごと折れ曲がった足が。元に戻っていく。

　少年を、見つめる。

「……莫ば迦かな」シオンの口から声が洩もれた。

　あまりに痛いた々いたしすぎる。稀き存ぞん種しゆの組そ織しき再生能力は知っていた。しかし、痛くないはずがない。ましてや頭を潰つぶされでもすれば、稀存種といえども命は、ない。

　しかし。──少年は。

　シオンの瞳ひとみを見て、それから微ほほ笑えむと。

　──また、走り出した。

　突とつ撃げき、侵しん入にゆう、破は壊かい、反はん撃げき、衝しよう突とつ、落下、倒とう落らく、吐と血けつ。再生、疾しつ走そう。喀かつ血けつ、突撃、侵入、破壊、反撃、衝突──。

　少年の覚かく悟ご。シオンは唇くちびるを噛かむ。その覚悟を支ささえるのは、恐おそらく──。

　少年が突とつ進しんする度たび、触手の数は一本ずつ、減へっている。

　──私は、何をしている？　シオンの胸が疼うずく。ウェポンでもない少年が、ここまでやっている。それは紛まぎれもなく、唯ただひとつの目的──ケモノを殺す、ため。ケモノを殺すのは誰だれの意い志しだ？　私の目的は何だ？

　シオンの眼めに、少年の痛みに歪ゆがむ顔が、映った。

　私の目的は──私がウェポンになったのは。

　シオンは、駆かけ出だした。

　触手の多くは少年を狙ねらっている。数が減ってもいる。ここで突つっ立たっているだけなら。

「何が……ウェポンだ！」

　跳ちよう躍やくし、シオンは吠ほえた。戦いの最中に叫んだのは初めてだった。

　土を蹴けり、全身に走る痛みを無む視しし、魔ま女じよの剣を振りかざし、ケモノに走り寄る。触手はもう、残り少ない。──ならば。

　少年が立ち上がるのが見えた。眼めで合図する。顔を歪ゆがませながらも僅わずかに頷うなずき、少年は走り出した。

　──通じた。

　それを確認し、シオンはわざとらしく、ケモノの空くう域いきで、刃の通らない鱗うろこに剣を叩たたき付つける。

　ケモノが反はん応のうした。残った眼がん球きゆうがこちらを睨にらむ。シオンはにい、と意い識しきせずに笑いつつ動く。

　瞼まぶたのない眼球に剣を滑すべらせ皮ひ膜まくに引ひっ掻かき傷きずを与あたえる。わかりやすい痛いたみにケモノは呻うめいた。

　更さらに今度はだらり開けられた口内の下品な舌したに剣を刺さし入いれ、歯にぶら下がっていたそれを、

　──シュシュの姉の足をその手で奪うばう、いや取り戻す。挑ちよう発はつされるケモノ。挑発するシオン。

　踊おどるようにシオンは奪った足をひらひらと振った。そして触しよく手しゆの気け配はい。身を捩よじらせ伏ふせ躱かわす。

　無む理りな姿し勢せいに動かした脇わき腹ばらに痛みがあるがそんなものは無む視しする。上空を致ち命めい傷しようが過ぎる音。

　シオンは右手に握にぎった足を後方へ放り投げた。激げき情じようを込めずに、しかし僅かな感かん傷しようを込めて。

　ケモノの眼球の動きが、そして気配が、その足を追っていた。触手の動きさえも、鈍にぶくなる。

　食欲なのか、執しゆう着ちやくなのか、或あるいは──。シオンは考えるのをやめた。ただ事実を、認にん識しきする。

　こいつはわざわざここまで足を喰くいに戻った。酷ひどく足に執着している、その事実があるだけ。

　そしてその足への執着を利用したシオンの策さく。それは成功した。ケモノは足に気をとられた。

　──もう、喰わせない。喰わせてたまるか。一いつ瞬しゆんだけそう思い、また思し考こうの言語化を止める。

　ケモノを睨にらみ、また鱗を殴なぐった。そいつの意識は完全にシオンと、餌えさへと向いているようだ。

　ぐちぐちゃという音と共に腐ふ敗はい臭しゆうがする。地面に落ちて、痙けい攣れんしながら腐くさり逝ゆく生命の欠片かけら。

　シオンが注意を引き付けている間、少年は痛みを与えず、着実に触手を腐くさらせ落としている。

　だからシオンは尚なおもケモノに剣をぶち込み傷を与え、自分の姿すがたを印いん象しようづけながら後ろへ退のく。

　触手の射しや程てい距きよ離り外がいへ飛ぶと、ケモノは愚おろかにもシオンを追ってずりゅずりゅと前進してくる。

　素す早ばやく触手の数を数えた。残りは三本。そろそろか、と、シオンは、それを試ためすことにする。

　思いきり跳ちよう躍やくした。鱗に、今度は本気で魔ま女じよの剣を振ふり降おろし、引っ掛け、その勢いきおいで飛ぶ。

　飛んだ先で触手が一本飛ひ来らいする気配を察さつ知ちし、刹せつ那なケモノを蹴けりまた退く。焦あせる必ひつ要ようはない。

　じらしながらじらしながら殺しながら殺す。触手は勢いを止められず自身の身体を、抉えぐった。

　少年がまたひとつ別の触手を落とす。間ま抜ぬけなケモノの狂くるった武器は着実に減へり続つづけている。

　残り、二本。地面には腐った傷口を晒さらしながら、落ちた触手たちが、ぴぐぴぐ痙けい攣れんしていた。

　ケモノはそれに頓とん着ちやくしない。シオンと、それから遠くの地面にある足を、ただ凝ぎよう視ししている。

　と。

　少年が反はん撃げきを喰らい、吹き飛ばされる。

　──気付かれた！

　シオンは咄とつ嗟さに判はん断だんし、動く。殺す。殺す。殺す時だ。間かん髪はつ入いれずに、今度は低く跳躍した。地面すれすれからケモノの懐ふところに飛び込み、ケモノの醜みにくい体たい躯くぎりぎりで跳はね、自身の触手で抉えぐれた傷に無む造ぞう作さに生なま身みの右腕を突っ込み、支し点てんにして。

　そのまま一気に、ケモノの頭ず上じように躍おどり出でる。

　──シュシュ。

　ケモノの頭上。シュシュ＝ケイトの、死んだ身体。

　シュシュの表情は、もう、ない。木製の髪かみ留どめは、まだ髪にぶら下がっている。

　それを、眼めで追いながら。

「あああああああああ！」

　シオンは迷まよわず、悲しみと怒いかりを込めて、少女の身体だった部分の胸──シュシュの心臓辺あたりに、

　魔女の剣を、叩たたき込こんだ。




　そいつは瞬しゆん間かん、大きく身を震ふるわせた。

　身体の中ちゆう枢すうに、何か異い物ぶつが侵しん入にゆうしている。

　小さな蠅はえが二匹、自分の邪じや魔まをしているはずだった。一匹がちょこまかと動き回り、自分に向かって来ていた。痛いたみはなかったが、何かがおかしかった。その蠅は何度叩き落としても、またすぐに起き上がり、向かってくる。その度たびに違い和わ感かんが脳を灼やいた。武器が少なくなっているような気がした。しかし痛みは、ない。だから意い識しきは明らかに自分の邪魔をしている──もう一匹の蠅に向いていた。その蠅はあまつさえ、自分が大事に喰くっていた食事を奪うばい、更さらに痛みを与あたえていたのだから。

　そいつは蠅を追っていた。しかしなかなか仕し留とめられなかった。触手で四方を囲んで潰つぶしてやろうかと考えていたが、何な故ぜかそれができなかった。

　そういえば──。少年が向かってくる度、地面の上にひとつずつ増ふえ、びくびく蠢うごめいていた長いものは──あれは自分の、腕ではないか？

　そう気が付いた時、頭に何かを射さし込こまれ、そいつの痛みは飽ほう和わした。




　シオンは力の限り、魔ま女じよの剣を深く、強く突つき刺さしていた。抜くことも、逃げることも考えていなかった。ただ、ケモノを絶ぜつ命めいさせる、その執しゆう念ねんが、腕に力を込めさせた。返り血をしとど浴あびても傷口を掻かき回まわしながら深く、刺し込む。肘ひじから下、魔女の剣はすべて埋うまっている。それでも尚なお、シオンは腕を埋める。

　だから気が付かなかった。触手の一本が、よろめきながらも自分に振ふり降おろされようとしているのを。悟さとった時にはもう、遅おそかった。よけるつもりはなかった。逆に腕に、力を込め──それから、微かすかに微び笑しようして、歯を喰くい縛しばった。

　何か気け配はいとともに、体温が覆おおい被かぶさるのを感じた。

「がああああっ！」耳もとで叫さけび声ごえが、鼓こ膜まくを震ふるわせる。「……う……ぁあああ！」それから、ぐぢゃ、と厭いやな音。体温がシオンの背中に、伝わった。背中が塗ぬれる。

　シオンは思わず、振り向いた。

　少年がシオンを庇かばって、代わりに鞭むちを受けていた。




　イルの痛いたみは、限げん界かいを越えていた。何度も突とつ進しんし、触しよく手しゆをもぎ取り、それから飛ばされる。普ふ通つうの人間なら、何度死んでいたかわからない。

　だけどイルは、一歩も退ひかなかった。それがイルの意い志しであり、痛みは覚かく悟ごの証明であり、そして──。

　少女の昇のぼったケモノの頭とう頂ちよう部ぶに、傷が治なおりつつある身体を酷こく使ししながら必ひつ死しでよじ登る。

　と、少女に振ふり降おろされようとしている肉の鞭。イルは無む意い識しきに、少女に覆おおい被かぶさる。触手の軌き道どう上じように自分の身体を割り込ませ、そうして鞭を、代わりに受け。

　背中の裂さける感かん触しよく。発はつ狂きようしそうな痛み。凶まが玉たまを出した左手で、触手を払いながら痛みの反はん射しやで洩もれる悲ひ鳴めいの中、そして。

「……腕を」うがいのような音を血と共に喉のどから吐き出しながら、イルは少女に叫ぶ。

「腕を抜け！」

　少女は身体を、起こした。変へん異いした左腕を引っ張り、ケモノの身体から抜き取って。

「ああああああ！」イルは、また叫んだ。拳こぶしを振り上げ、そのままケモノの傷口に無む造ぞう作さに、突っ込む。

　血が吹き出る。ケモノの頭上は赤黒く染そまる。

　そして、残った最後の触手が動く。二人を打ち払おうと、更さらによろめくように強こわ張ばるように振り降ろされようとする。

　しかし、それは叶かなわなかった。

　あらぬ方向から──どこからか飛ひ来らいした何かがその堅かたく滑なめらかな触手をあっさりと貫つらぬき、勢いきおいを殺した。その何かが飛来した方向をケモノは虚うつろな眼めで見ていたが、それが何なのかは認にん識しきできない。

　ただ、白くて金色の小さな影かげが、ケモノの瞳ひとみに写っただけだった。

　影はケモノの武器がすべて失われたのを確認するかのように、姿すがたを隠かくす。




　そしてそれが、ケモノの見た最後の光景となった。




　ケモノの体内で、ケモノの生命があげる悲ひ鳴めいと共に、月の破は裂れつする音。

「死ねぇええええええええええ！」

　少年と少女は、絶ぜつ叫きようした。

　腐ふ臭しゆうが血の匂においに、混じる。

　ケモノの口から、か細い声があがる。

　イルも、シオンも、シュシュの身体も。血に塗まみれ、染そまり、赤く、鈍にぶく、光る。

　シオンは少年を支ささえていた。

　イルは少女に支えられていた。

　身体を支え合いながら、少年と少女は一点を睨にらむ。




　凶まが玉たまから発はつ散さんした瘴しよう気きは、ケモノの脳を、腐ふ敗はいさせた。

　シオンはゆっくりと、少年を支える腕に力を込める。

　イルはそのまま、崩くずれ落おちるように意い識しきを失う。




　そうして、ケモノは、絶ぜつ命めいした。
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　イルが目め覚ざめた時、少女は傍かたわらに腰こし掛かけていた。

「……あ？」身体中が、痛いたむ。イルは身を起こすが、力が入らない。

「眼めが……醒さめた？」少女の声が、イルの耳に届とどいた。

「……あいつ、は……」途と切ぎれ途切れに、言葉を紡つむぐ。

「やった」少女は、短く答えた。

「そう、か」

「……やった、か」思いきり力を込め起き上がって、眼を閉じた。

　胸に、噎むせぶものがある。

　姉のことを、父のことを、キキトのことを、シュシュのことを、トツメのことを、思う。守られていた自分。守れなかった自分。そんな自分の姿すがたがイルの胸に去きよ来らいする。逃げ出した自分。戻ってきた自分。それから殺意。それを果はたせた安あん堵ど。

　──生きていても、いいのかな。

　涙なみだが、乾かわきかけた頬ほおの血を、溶とかした。

「……やった」もう一度イルは、呟つぶやく。

「あなたが……やったのよ」少女は、言った。ぶっきらぼうな声だった。それでもどこか、イルを讃たたえるように。

「いや……やったのはあんただよ」イルもだから、ぶっきらぼうに返した。

　そして、立ち上がる。傷はもう、どこにもない。欠けた部分も見当たらない。身体から抜け出た血はケモノのものと混じりあっていたため、体内に戻ってはいなかったが、それだけだ。貧ひん血けつはじき治なおるだろう。ぼんやりする頭で、イルは改めて自分の身体に感心する。




「……もう、立てるのね」シオンは少年の身体を、座ったまま見上げた。

　力を使つかい果はたしていた。痛めた身体を更さらに酷こく使しし、気力までもあの一いち撃げきに込めた。気を失った少年を抱かかえ、ケモノの屍し体たいから降おりる時、何度も意い識しきが、遠くなりかけた。その疲ひ労ろうは恢かい復ふくしていない。全身の痛みは寧むしろ、前よりももっと、酷ひどくなっている。

　立とうとしても、立てなかった。

　少年は無む言ごんで、シオンに手を、差し出した。

　シオンは、微かすかに口の端はしを歪ゆがめる。情けない、と思った。結けつ局きよく自分ひとりで、ケモノが倒たおせなかった。その上まだ、この少年に手を、差し伸べられている。

　私はまだ……弱い。シオンはそう、思う。

　それから怖おず怖おずと、少年の手を掴つかもうとして、自身の指を伸ばし──少年が差し出したのは、左手だった。

　上着が破れて、自分の左腕を覆おおう袖そでがなくなっている。左腕の変へん異いが完全に解とけている。シオンはすべてに気付いて、左腕を伸ばしかけ──反はん射しや的てきに、腕を戻した。

　少年は怪け訝げんな顔をする。




　少女は一度、自分の手を掴つかみかけた。それなのに慌あわてて、左腕を引っ込める。

「……どうか、したのか？」イルは少女の、左手を覗のぞき込こんだ。少女は忌いみものを隠かくすように、その左腕を胸に収おさめ、右腕で覆い、隠している。

「……なんでも、ない」少女は呟つぶやいた。

　左腕の変異は、解けている。血に染そまっていた、鋭するどい刃を林りん立りつさせたような、堅かたい甲こう羅らとも刺とげともつかない変異は、少女の腕にない。

　代わりに少女の左腕には──血に隠れて、無数の傷きず痕あとが、あった。

　生々しく、痛いた々いたしい傷痕だった。裂さけた肉が縫ほう合ごうもなしにくっついたような、醜みにくく、深い、古傷。蚯蚓みみずのようにのたくったそれは、少女の肘ひじから下に、余あます所なく無数に、無む造ぞう作さに引ひっ掻かいた跡あとのように、散らばり、走っている。

「……見ないで」

　少女が、呟いた。今までの気き丈じような態たい度どからは、考えられないほどか細く、弱い声。

　──これを……見られたくなかったのか。

　イルは思い出す。少女の服の左袖が、異い様ように長く伸びていたことを。

　イルは無む言ごんで、眼めを逸そらし、それから血で真っ赤に汚よごれ、瘴しよう気きの余よ波はでぼろぼろに破れた自分の上着を、無む造ぞう作さに破り脱ぬいだ。

　少女に、それを放る。

　どんな経けい緯いで、少女の腕にあんな傷痕がついたのかは知らないし、興きよう味みもなかった。誰だれかに傷付けられたのか、それとも自分で傷付けたのか。そんなことは、考えても、尋きいても仕方がない。

　だからイルは、無言でその襤ぼ褸ろ布ぬのを左腕に巻き付ける少女に、右手を──差し出す。




　シオンは少年に支ささえられて、立ち上がった。

「行こう」少年は、さして表情も変えずに言う。

「……あ、りがとう」シオンは返事の代わりに、たどたどしく呟つぶやいた。他人に礼を言うなんて、殆ほとんど初めてのことかもしれない、とシオンは思う。

「……僕は」歩き始めて少年は、シオンの横顔を、覗き込んだ。

「僕は……決めた。エデンに、行く」

　シオンは少年の瞳ひとみを見み遣やる。

　決意と、意い志しの宿った、黒い瞳ひとみ。

「家族も、友達も死んだ」独ひとり言ごとのように少年は、話す。

「父さんは僕を守って死んだらしい。姉さんも同じだ。

　それなのに僕は友達を守れなかった。キキトも、シュシュも、死んでしまった。

　僕は色んなものを失くしたし、色んなものを殺してしまったよ」

「そう」シオンは答えた。他に何を言えばいいのか、よくわからなかった。

　──代わりに、懐ふところ、胸の辺あたりを撫なでる。さっきケモノから降おりる時に取った、シュシュ＝ケイトの髪かみ留どめがそこにあった。

　傷だらけの左手で、その存そん在ざいを服の上から確かめた。

「だけど……失ったものに縋すがり付ついて生きるのは、もう……厭いやだ。それじゃ繰くり返かえしになる。

　こんなことは……繰り返せない。

　……僕は稀き存ぞん種しゆだ。母さんから受うけ継ついだ血を、僕はもう、否ひ定ていしない。母さんから貰もらった、力だ。そして──母さんも、父さんも……ウェポンだった。この先のことはわからないし、そうすることで何が起きるかもわからない。だけど僕も、……僕は、今は……父さんと、母さんと同じ……ウェポンに、なりたい。そう思う。二人が辿たどった道を歩いてみたい。二人は結けつ局きよく、エデンから離はなれたけど、でも、僕がそうすることで、何かが見える気がする。母さんのことや、父さんのことが、わかるかもしれない」

　少年は、シオンの顔を、覗のぞき込こんだ。「だめかな？」

　シオンは、返事をしなかった。できなかった。

「私の……私は、シオン。シオン＝エシュ」だから──少年に、名乗った。

　覚かく悟ごと意志は……もう、見た。

　借りもできてしまった。返さなくてはね、と、シオンは薄うすく、微ほほ笑えむ。この少年の肩を借りる自分が、ほんの少しだけ情けなく──それと同じだけ、誇ほこらしかった。




「あなたの……名前は？」だからシオンは少年の、名を尋きく。




　イルは歩みをやめ、表情を止めた。

　それから、言葉の意味を、理解し。

　破は顔がんする。──認めてくれた、と。

　だから。

「……ルナ」名乗った。

　母が付けてくれた名前を。父親に隠かくされた名前を。姉が教えてくれた、名前。自分の、名を。

　生まれて初めて、他人に。

　名を口にした直後、姉の、自分の名を最後に呼んだルルの声を思い出し、一いつ瞬しゆんだけ、声が詰つまる。

「ルナ＝イル」

　だからもう一度、名乗る。

　──僕はもう、名無しじゃない。

「ルナ……」少女──シオンは、その名を呼ぶ。

「……ルナ、よろしく」

　そしてシオンは、また前を向いた。

　その無表情な横顔を見ながら、思う。

　──何となく、言わなかったことがある。

　エデンに行ってみたい、そう思ったもうひとつの、理由。

　傍かたわらで歩く少女。

　自分の肩を借り足を引ひき摺ずりながら、それでも強い歩ほ調ちようで歩く、少女。

　この少女は、とても強く──。

　シオン＝エシュ。




　──この人の、立っている場所に──




「辿たどり着ついてみたい」イルは──ルナは小さく、口の中で呟つぶやく。

　そして、過去と未来を思いながら、道の先に、視し線せんを遣やった。




　　　　２




　二人が支ささえあって歩く、その少し、後ろ。

　役目を終えたフィオナ＝レスファは、二人に気付かれずに、スラムに立つ。

　──終わった、と溜ため息いきを吐ついた。

　フィオナがすべてのケモノの群むれと幾いくつかの家か屋おくを灼やき尽つくして、それから本体を見つけだした時、大たい勢せいは決していた。だからフィオナは、出しゃばるのをやめた。シオンの持つ、ケモノを殺すことに関しての執しゆう着ちやく心しんは知っていたし、少年は稀き存ぞん種しゆらしく、堂どう々どうと、母の名に恥はじない戦いをしていることを知ったからだった。

　だからフィオナは、一枚だけ、たった一枚だけ羽根を飛ばして、それで、隠かくれた。

　フィオナは二人の後うしろ姿すがたを、見守る。

「……おねえちゃん」小声で、呟いた。

　フィオナがまだ幼い頃ころ、よく遊んでくれた優やさしい、黒い瞳ひとみの女性を思い出す。その女性によく似た少年。ぼろぼろになりながら、戦った少年。夜に映はえる黒い髪と黒い瞳の、フィオナと同じ、唯ゆい一いつの血を持つ少年。

　彼女がエデンを去る、前の晩。フィオナだけに、『彼女』はその理由を、教えてくれた。

　──ごめんね。おねえちゃん、お母さんになるの。だから、行かなくちゃ。

『彼女』の、最後の言葉を、思い出す。

　どうして？　フィオナはそう聞いたような気がする。どうしてお母さんになったら行かなくちゃいけないの？　おねえちゃんの赤ちゃん、わたしも見たいよ、と。

『彼女』は、寂さびしそうに微ほほ笑えんで、言った。

　──行かなくちゃ、いけないの。私がこのままここにいたら、沢たく山さんの人に迷めい惑わくがかかっちゃう。あの人も、あの子にも、そしてこの子にも。

　迷惑？　まだ、どうして赤ん坊ができるのかもよくわからなかったフィオナは、言った。誰だれにも迷惑なんて、かからないよ、おねえちゃんに赤ちゃんができたこと、みんな喜んでくれるよ、と。

　今なら──わかる。結果としてはどうであれ、『彼女』はその時、守ろうとしたのだ。稀き存ぞん種しゆが妊にん娠しんしたなどと知れたら、その相手にどんな処しよ分ぶんが下されるか──。

　自分が黙だまって去ることで、守ろうとしたのだろう。

『彼女』はそんなふうに駄だ々だをこねるフィオナの頭を撫なでた。

　その光景は、今でも覚おぼえている。

　──ねぇフィオナ。もし、もしも、よ。

　──将来、ずっと、ずっと未来。フィオナがおねえちゃんくらいに大きくなって──。

　──その時、私の子供が自分の意い志しでここに来たら──。

　──私の代わりに、あの人のところに帰って来たら──。

　その時は、あなたがおねえちゃんに、なってあげてくれる？




「……ルナさん」フィオナの声は、誰にも届とどかない。しかしフィオナは、懐なつかしさと歓よろこびを込めて、少年の背に、語りかけた。

「おかえりなさい」
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　そして少年は広大な空の下、月を臨のぞむ。

　暗い空の下、小さな星に囲まれて、その中心に大きく浮かぶ真しん円えん。

　少年の掌てのひらに浮かぶものと同じ、淡あわい蒼あおに薄うす影かげの模も様ようを鏤ちりばめた、大きく光る、

　この世で一番大きな、星。




　少年は月を臨のぞむ。

　誰だれかが少年の名を呼んだ、そんな気がした。







　あとがき




　皆様、初めまして。藤原祐と申します。




　本書『ルナティック・ムーン』はもともと、第九回電撃ゲーム小説大賞に応おう募ぼした作品です。応募してみるとびっくりなことに最終選考に残り、残ざん念ねんなことに受賞は逃のがしたのですが、喜ばしいことに今回、加か筆ひつ訂てい正せいの末こうして出版させて頂いただくことになりました。

　そういう訳わけで新人のデビュー作、如何いかがでしたでしょうか。

　つまらなかったらごめんなさい。面おも白しろかったら有あり難がとうございます。どちらにしても、読んで下さった方、そしてこれから読んで下さる方に最大級の感かん謝しやを。有難うございます。

　拙せつ作さくではありますが、色々なものを込めたつもりではあります。読んで下さった方が何かしらの感想を抱いだいてくれたなら、それにまさるものはありません。




　ところで、この物語を初めて書いてから、すでに一年半が経けい過かしています。私わたくし事ごとではありますが、その間色々なことがありました。……事故ったり、その直後別件で免めん停ていになったり、罰ばつ金きんが七万円来たり、簡かん易い裁さい判ばん所しよに出しゆつ頭とう命令が出たり、飲めない酒を自や棄けで飲んで吐はいたり、ナンバーガールが解かい散さんしたり、ネット通つう販はんで買おうと思ったＴシャツが売り切れていたり、急に引っ越ししなければならなくなったり、大量の本がまとまらずにヒイヒイ泣いたり、結けつ局きよく大量の本は実家に置いてきたり、そのせいで今非ひ常じように困っていたり、ＣＤプレイヤーすら置いてきたため部へ屋やは静せい寂じやくに包つつまれていたり、折せつ角かくＣＤを買ってもパソコンのしょぼいスピーカーでしか聴きけなかったり、挙あげ句くの果はてには服にカレーをこぼしたり……まったく碌ろくなことがありませんでした誰だれの陰いん謀ぼうですか半分以上自分のせいです。

　まあ、本が出せてよかったですが。全部許ゆるす。

　そんな訳わけで作者の一年半の怨おん念ねんが詰つまった一冊、どうかよしなに。それにしても殆ほとんどが自じ業ごう自じ得とくとはいえ、厭いやなことばかりよくもまあこんなに覚おぼえているものですね。人間っていいな。







　……さて、本書が出版されるにあたって、沢たく山さんの方々に御ご尽じん力りよくを賜たまわりました。取とり敢あえず処しよ女じよ作さく（遺い作さくにならないことを祈いのる）ならではのというか何というか、最後にこの場を借かりて謝しや辞じを述のべておきたいと思います。

　まずはこの物語を拾って下さった、電撃文庫編集部の皆様へ。特に担たん当とうの佐藤さんにはお世せ話わになりっぱなしで、あまつさえこれからもお世話になりたいと思っている次し第だいです。本当に有あり難がとうございますどうかよろしくお願いします。

　またイラストを描かいて下さった椋本夏夜さんへ。自分の書いた文章にイラストが付くなんて初めての経けい験けんで感かん無む量りようです。むしろ本文がおまけだと言わんばかりの勢いきおいです。こんな得え体たいの知れない新人に素す敵てきなイラストをどうも有難うございました。

　それから、（個人的なことになってしまいますが）友人のＯ君へ。僕がこの道に進みたいと決心したのは、あなたが背中を押してくれたからです。あなたと出会っていなければ、今の僕はありません。そして、……我わが儘ままを言わせてもらうなら……これからも、できれば僕の背中を押してくれたらと思います。




　それでは、この辺で。

　またお会いできたら嬉うれしいです。





藤原　祐　　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。本書がデビュー作。現在、大分のド田舎に在住。目を覚ましに庭に出ると父の狩ってきた猪が家の軒先にぶら下がっているそんな朝。色々と考えてしまうそんな朝。生きるって難しいですね。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人絵描き。最近やっとコーヒーが飲めるようになりました……。『レベリオン』（三雲岳斗著・電撃文庫）、『夢界異邦人』（水落晴美著・電撃文庫）等でも挿画を担当。
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